




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　目覚めると、祥しよう飛ひの傍かたわらに穏おだやかな寝ね息いきがあった。

　昨夜、灯ともされていた蠟ろう燭そくは燃え尽つきている。そのかわり細く開いた窓から射さしこむ朝あさ陽ひで、眠ねむる理り美みの顔を確かく認にんできた。彼女の手は昨夜眠ったときのまま、祥飛の手をゆるく握にぎっている。

（理美がいる）

　彼女が健すこやかにこの場にいることだけで、祥飛はえもいわれぬ満足を覚えた。

　理美の手から掌てのひらを抜ぬき身を起こしても、彼女が目覚める気配はない。ひどく疲つかれているらしいのが痛ましくもあったが、同時に、自分の寝しん台だいで安心して眠ってくれるのが嬉うれしくもあった。寝台を降りる前に屈かがみ込み、眠る彼女の頰ほおに軽く口づける。

　理美は寝息を立てている。満足し、祥飛は寝室を出た。

　居室の窓辺には丈じよう鉄てつが座っていた。祥飛の顔を見ると、にやにやする。

「おめでとうございます、陛下。理美はまだ寝てますか？　ようやく念願が叶かないましたね」

　昨夜は、冠かんむりをとっただけで寝台に入った。そのため身につけている上衣も裳もも皺しわだらけで、ひどく着き崩くずれていた。侍じ官かんを呼んで着き替がえねばならない無様さ。鈴すずを鳴らして侍官を呼ぶ合図をしながら、ふて腐くされたように答えた。

「めでたいことは、ない。理美は昨夜、余の寝台で眠っただけだ。何もない」

「眠っただけ？　子どもみたいに？　何やってるんですか、陛下」

「うるさい。余は理美が無事に戻もどって満足している。それでいい。おまえにも礼を言うぞ、丈鉄。理美が戻って来られたのは、おまえの働きもあるのだろう」

　丈鉄は、申し訳なさそうな表情になる。

「俺は理美の居所を突つき止め、呂りよ蓮れん佳かの屋や敷しきから連れ出す算段をしている最中でした。そこに陛下の命を受けた許きよ訓くん記きが現れたんで、結局俺は、なんの役にも立ちませんでしたよ。しかし陛下、なぜ呂蓮佳の屋敷に訓記を遣つかわしたんですか」

「景けい有ゆうの元へ、何者からか文ふみが送られてきたのだ。理美が呂蓮佳の屋敷にいるとな」

　顎あごに手を当て、丈鉄は眉まゆをひそめる。

「文が？　いったい誰だれだ。そいつは」

「わからぬが、情報は確かなものだったのだ。それよりも丈鉄。おまえは理美の捜そう索さくで、朱しゆ西せいと行動をともにしていたのだな。伯はく礼れいから報告があった」

　問うと、丈鉄は驚おどろいたような顔をしたが、すぐ忌いま々いましそうに顔を歪ゆがめ舌打ちをした。

「あの狐きつねめ、余計なことを嗅かぎつけやがって」

　祥飛は丈鉄に近づくと、座る彼を見おろす。

「責めているのではない。おまえが朱西と行動をともにしている意味を考え、余は、朱西の裏切りの真の目的を悟さとったように思うのだ。朱西は、余を裏切ったわけではない。そうなのか？」

　噓うそも誤ご魔ま化かしも許すまいと、祥飛は視線をそらさなかった。丈鉄は暫しばらく視線を受けとめていたが、彼には珍めずらしく途と方ほうに暮れたような表情になる。

「俺はどうお答えすべきか、迷いますね」

「迷う必要はない。事実を言えばよい。朱西の裏切りは見せかけなのか？　全すべては、余のための行動か？」

「その事実とやらを、俺はどう解かい釈しやくすれば良いのかわからないんですよ。だから、陛下が直接朱西の奴やつに問い質ただしてくだされば話が早い」

　丈鉄らしからぬ、まどろっこしい言い方だ。彼は真実、答えに困っているらしい表情をしている。なぜこんな顔をしなければならないのか、不可解だった。

「朱西に問えば、わかることなのだな？　では朱西に問う。そして同時に、理美をかどわかした者が誰なのかも、これからはっきりさせる」

　大きく、丈鉄が溜ため息いきをつく。

「そこを追つい及きゆうしますか？　理美は呂蓮佳の屋敷に招待されたと言っているんでしょう？」

「誰が信じる、そのような馬ば鹿かげた話。犯人がわかれば、理美がそう言い張る理由もわかるだろう」

　柔やわらかな朝陽に照らされた庭院にわへ目を向け、祥飛は唇くちびるを引き結ぶ。
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　頰にすべすべした絹の感かん触しよく。体はぬくぬくとしている。そして理美を優やさしく労いたわるように包み込むのは、針葉樹の清すが々すがしい薫かおりに似た、祥飛の衣ころもに常に焚たきしめてある香かおり。

（帰ってきたんだ、陛下の元へ）

　まどろみの中でそれを感じ、安あん堵どし、ずっとこのままでいたいと思う。

（陛下は、いらっしゃらない？）

　目を閉じたまま、指先で寝台の上を探さぐるが、祥飛の気配はない。おそらく早く起きだし、皇こう帝ていの務めを果たしているのだろう。別の方向に手を伸のばすと、指先になめらかな毛皮が触ふれた。珠たまちゃん──崑こん国こくを治める力を皇帝に与あたえる神しん龍りゆうである五ご龍りゆう──だ。絹の掛かけ布ふの中で丸まって、気持ちよく眠っているらしい。

　ぴくりと、珠ちゃんが動いた。どうしたのか珠ちゃんは、慌あわてたように掛布から飛び出す。すると突とつ然ぜん、ばたばたと激しい足音がして、寝室の戸が乱暴に開かれる音が響ひびく。

　ぎょっとし、反射的に飛び起きた。目もろくに開かない状態の理美に、何かが猛もう突とつ進しんしてきて抱だきつき、再び寝台に転がした。

「お姉様！　お姉様っ！　何処どこに行ってらしたんですか!?」

　突進して理美を転がし、締しめつけるように抱きついた誰かが、そう叫さけんだ。そしてそのまま、わんわん声をあげて泣きはじめた。何度も瞬まばたきして、理美はようやくまともに目を開く。

　自分に抱きついて泣いているのは四し夫ふ人じんの一人、余よ淑しゆく妃ひだった。

「余淑妃様。どうして、こちらに？」

　拘こう束そくされ、無様に寝台で転がっている理美の目に、室の出入り口から他ほかの四夫人たちが苦く笑しようしながら入ってくるのが見えた。

「本当に戻っていらしたのね。まあ、良かったと言ってさしあげるわ」

　寝台に近づいてきた宋そう貴き妃ひがすました顔で言うが、涙なみだぐんでいるようだった。

「良かったですわ、本当に。雪せつ宝ほう林りん。あなたが行方ゆくえ知れずと聞いたときから、万が一のことを考えてしまって」

　温おん賢けん妃ひはほろほろと涙を流していた。鳳ほう徳とく妃ひは安堵した柔らかな笑え顔がおで、泣き続けている余淑妃を理美から引き離はなす。

「ほらほら、余淑妃様。離れてくださいな。雪宝林が窒ちつ息そくする。お気持ちはわかるけれどね。宮城で妃ひ嬪ひんが行方知れずになる不可解なことがあったなら、何者かの悪意であるのは確実だから。普ふ通つう、生きては帰って来ないだろうからね」

　ひくひく泣きながら、余淑妃は寝台の上にへたり込んだ。理美はようやく解放されて起き上がると、余淑妃の肩かたを抱きしめた。

「ご心配くださったんですね。ありがとうございます、余淑妃様」

　さらに頭をさげた。

「宋貴妃様、温賢妃様、鳳徳妃様。本当にご心配をおかけして、すみません」

　三人は寝台に腰こしかけ、無事を確認するように理美の手に触れ、顔を覗のぞきこんでくる。

「何があったんですの？　雪宝林」

　手を握る温賢妃が遠えん慮りよがちに問い、鳳徳妃が眉をひそめてつけ足す。

「工こう部ぶ侍じ郎ろうの呂蓮佳のお屋敷にいたと聞いたわ。何がどうなって、そうなったの」

　さらに宋貴妃が、怒おこったように言う。

「はっきりと、あなたをかどわかした犯人を仰おつしやいな。二度とこんなことがないように、陛下に罰ばつしてもらうべきだわ。犯人は呂蓮佳なの？」

　詰つめ寄られて困ってしまった。

　昨夜の祥飛の様子からして、彼は理美をかどわかした犯人を許さないだろう。「犯人は周しゆう宰さい相しようです」と言ってしまえば、祥飛は間ま違ちがいなく考こう仁じんを罷ひ免めんすると思えた。罷免しないまでも、彼を今までのように信しん頼らいするまい。

「それは……その、いろいろあって。呂蓮佳様のお屋敷にご招待を受けて、そこでお料理したり、なんとなく楽しく過ごしていたりしただけと言いますか……」

　宋貴妃、温賢妃、鳳徳妃が目を見開き、同時に呆あきれたように「はあっ!?」と声をあげた。余淑妃は理美の胸むなぐらを摑つかみ、揺ゆさぶった。

「楽しく過ごしていたなんて、馬鹿じゃないですか!?　そんなこと信じると思いますか!?」

　半笑いで冷や汗あせをかきながら、理美は四人に言い訳をする。

「ほ、本当にそうなんです。皆みなさまに何も言わず招待に応じたのは、申し訳なかったなぁ……なんて」

　四人の視線が「噓をつくな」と、じっとりと理美を睨にらみつける。

（信じてもらえないわよね、やっぱり）

　半笑いも限界だと思い始めたとき、

「四夫人」

　室の出入り口から柔らかな声が呼んだ。そこに現れたのは内ない侍じ監かんの蔡さい伯礼。いつもの魅み惑わく的な微び笑しようをたたえている。四夫人たちに、伯礼は礼をとる。

「再会をお喜びのところ申し訳ありませんが、後宮にお戻りください。もとより理美の顔を見るだけという、そのお約束でわずかな時間を陛下からいただいているのですから」

「けちね」

　唇を尖とがらせた余淑妃に、伯礼は苦笑を返す。

「申し訳ございません。それでも、理美が元気に戻もどったことを直接確かく認にんされたのですから、充じゆう分ぶんでは？　また時間はいくらでも取れますので」

　そこで伯礼は理美に向かって微笑む。

「お帰りなさい、理美。無事で良かった」

　労りの滲にじむ言葉から、彼も四夫人同様に心配してくれていたのだとわかった。

「ありがとうございます。伯礼様にもご心配をおかけしました」

「わたしの心配など、ものの数には入りませんよ。これから侍じ女じよを寄こしますから、お着き替がえなさい。それから丈鉄が、あなたを連れに来ます」

「水すい祇し宮きゆうに戻るんですか？」

「いいえ。正せい文ぶん殿でんへ参ります」

　正文殿は聞き覚えのある名だった。公こう謁えつで覚えたことを頭の中で探る。確か、宰相の執しつ務むに利用される場所だったはず。

「そこに今、周宰相と呂蓮佳が滞たい在ざいしています。彼ら二人と、あなたから、陛下は事情を聞きたいと希望されています」

（来た）

　理美の身に何が起こったのか、祥飛はうやむやにする気はない。考仁と蓮佳が正文殿に滞在していると伯礼は言ったが、要するに容疑者として軟なん禁きんされているというのが本当のところだろう。

（周宰相は、自らの行いを口にはしない。わたしも話さない。けれど蓮佳様は？）

　朱西と考仁を意図的に引き合わせたり、理美の正体を薄うす々うす知りながら素知らぬ顔をしていたり、蓮佳の考えていることは良くわからない。彼女を極ごく悪あく人にんだとは思わないが、その思考は読めない。

　四夫人が伯礼とともに去ると、理美は着替えを済ませた。用意されたのは、秋を先取りした、紅葉もみじの彩いろどりに似た襦じゆ裙くん。それを身につけ終わると長なが椅い子すに腰かけ、膝ひざの上で丸まった珠ちゃんを撫なでていた。珠ちゃんもやはり宮城が落ち着くらしく、「やっと帰ってきた」と言いたげに、くつろいだ表情で、お腹なかを見せて撫でてくれと要求する。

　そうしていると丈鉄がやってきた。

「よぉ、理美。五龍もぴんぴんしているようで、何よりだな」

　室に入ってきた丈鉄は、長椅子に座る理美の前に来ると、珠ちゃんの頭をちょんと突つつく。珠ちゃんは「いやいや」と言いたげに、しきりに頭をふって毛け繕づくろいを始める。

「俺に触さわられるのは気に入らないか、五龍の奴やつ。しかしえらい目にあったもんだなぁ、理美。まあ、あの状じよう況きようでも厨ちゆう房ぼうに立っていたのは笑わせてもらったがな」

　ぽんと頭を叩たたいてくれた。精せい悍かんな彼の顔を見上げると必然的に、彼と行動をともにしていたはずの朱西を思い出す。

「ありがとうございます、丈鉄様。朱西様と一いつ緒しよに、わたしを探してくださったんですよね」

　答えを誤ご魔ま化かすように、丈鉄は肩をすくめる。

　蓮佳の屋や敷しきで朱西と向き合った理美は、ずっと胸に秘ひめていたことを直接問い質ただすことができた。朱西は、彼が鳳家当主となったのは、考仁への鬱うつ屈くつした思いを晴らしたいがためと、祥飛のためだと認めた。

　考仁を追い詰めたいと願う自分は、今のところはまだ敵だと朱西は口にした。しかし彼の抱かかえる虚むなしさが消えれば、元の朱西に戻ってくれる可能性がある。

（ただ）

　ふと不安を覚えるのは、理美の推測は正しいと認めたときの朱西の気配だ。理美の言葉を認めながらも、まるで彼女を謀たばかろうとするかのような空々しさが微かすかにあった。

　しかし朱西が、そこまで噓うそ偽いつわりを言うとは思いたくない。

「丈鉄様は、朱西様の真意をご存知なんですか？」

「俺と朱西が行動をともにして、あんたを助けた。そのことで陛下もあんたも、同じことを考えたって訳か？　陛下も、あんたと似たようなことを俺に訊きいてきた」

「少し前から、そうではないかと思っていましたけれど」

「俺はあいつの真意を知ってると思うぜ。おそらく、陛下やあんたよりも的確に」

（やっぱり。丈鉄様は朱西様とずっと通じていらしたんだ）

　西さい沙さ国こく皇女アーシャの出しゆつ奔ぽん騒さわぎが起こったとき、朱西の姿を探す理美に丈鉄は言ったのだ。「朱西はあくまで最後まで、陛下の敵だ」と。わかりきっていることを、なぜか念を押すように口にした。それがあたかも、見破られてはならないかのように。思わず出たらしいその言葉を、下手へたをすれば聞き流していたかもしれない。

「ただ俺が知っている事実が、あんたのご希望に添そうとは限らないがな」

「どういう意味ですか？」

「言葉どおりの意味だ。さあ、行くぜ。陛下がお待ちかねだ。あと、周考仁と呂蓮佳もな」

　立ちあがると、珠ちゃんは理美の膝を降りて寝しん室しつの方へ駆かけて行った。そこで待つつもりらしい。

（珠ちゃんは近ちか頃ごろ、陛下の気配に安心するみたい。寝台に入って眠ねむっていたし、陛下の寝室でお留守番もする）

　珠ちゃんがもうすこし馴な染じめば、理美にするのと同じように、祥飛にべったりとくっついていくかもしれない。ふと、そんな気がする。

　歩き出した丈鉄の背について行きながら、気を引き締しめる。

（なんとか、陛下と周宰さい相しようの間に亀き裂れつを作らないようにしなきゃ）

　自分を殺そうとした者を庇かばうのは、気持ちの良いものではない。

　しかし、だからといって彼を断罪してしまえば、結果的に祥飛の損失になる。

　考仁の行こう為いは理美に対して非道ではあったが、その目的は崑国皇こう帝ていの利益のため。冷れい酷こくな人間でも、崑国皇帝に仕えてその頭脳を使い、政まつりごとの安定のために働くのであれば、祥飛にとっては、なくてはならない存在だ。

　頼たよりになる宰相を、祥飛が失わないために。理美は何ができるだろうか。
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（人の気配が増えた。いよいよ、始まるか）

　昨夜、屋敷から正文殿に連行されてきた工こう部ぶ侍じ郎ろう呂蓮佳は、寝ね起おきのだらしない姿のまま、ぶらぶらと歩ほ廊ろうを歩いていた。にわかに人が増えたということは、蓮佳と考仁に対する尋じん問もんが程ほどなく始まるのだろう。

（その前に、煙草たばこを手配しないと。このままでは乾ひ涸からびてしまう。正文殿は宰相の場所だ。考仁ならば煙草くらいは手配できるだろう）

　考仁も蓮佳と同じく、正文殿内に留めおかれているとは聞いていた。使われている室が少なく、ほとんどの室の戸が開いているため、考仁がいる室を見つけるのは容易だった。戸が閉まっている室を見つければ良いのだ。

「おはよう、考仁。機き嫌げんは良いか？」

　断りもなく戸を開く。窓辺の文ふ机づくえに着いて書を読んでいた考仁が、いかにも軽けい蔑べつしたような表情で顔をあげた。

「よくも、わたしの前に顔を出せたものだな。蓮佳」

「おや？　わたしは、おまえの前に顔を出せないようなことを、した覚えはないけれど」

　笑え顔がおで室内に踏ふみこむと、断りもなく長椅子に座り悠ゆう然ぜんと足を組む。

「わたしが、なぜこの正文殿に連行されて軟禁されたと思っている。全すべてはおまえのせいだ。雪理美を匿かくまい、わたしをわざわざおびき寄せた」

「違ちがうよ。おまえが、雪理美を消そうとしたことが発ほつ端たんだ。全ては自分の過あやまちだと、気がついているはず。そうやって昔から、自分の都合の悪いことは忘れたふり気がつかないふりを無意識にするところが、おまえの最大の欠点だ。だから時々、こうやって打だ撃げきを与あたえて正気に戻す必要があるんじゃないか。ただ青せい修しゆうが去ってからは、おまえに打撃を与えるほどの、お節せつ介かいを焼く気力がなかった」

「おまえから見れば、わたしは青修の付属品だったろう。そのわたしに、なぜ突とつ然ぜん、手を出す気になったのだ」

　蓮佳は目を細めた。頰ほおにかかるゆるくうねる髪かみを、無造作に払はらいのける。

「おまえが、雪理美を消そうとしたのだと察し、あの娘むすめの正体に気がついて、おまえは昔と変わっていないと知ったからだ。おまえは崑国のためならば、皇帝の意思も、愛も、平気で踏みにじる。おまえが大切なのは唯ゆい一いつ、国。昔と変わらない」

「それを非難するのか？　おまえが？　愚おろかな皇帝に背を向けるために、あえて出世の道から逸それるように振ふる舞まってきたおまえが」

「勘かん違ちがいするな。褒ほめているんだ。その唯一のものが変わらずあるならば、どれだけ悪評の立つ宰相でも信しん頼らいしてやろうという気になる」

　にやりと笑った蓮佳に、考仁は眉まゆをひそめた。

「まあ、そろそろ尋問が始まるだろうから心の準備をしておいた方がいいな、お互たがい。その前に考仁、煙草を手配してくれ。適当な書と、筆、硯すずり、紙もだ。それを頼たのみに来た」

　立ちあがった蓮佳に、考仁は冷たく言い放つ。

「わたしが、手配するとでも？」

「するさ、きっと。頼んだよ」

　ひらりと手を振ってきびすを返し、室から出ようとした背中に「我が儘まま者ものめ」という、考仁の呟つぶやきが当たった。それを耳にした蓮佳は、微かに口元で笑う。

（昔と変わらず、わたしの生活態度もやり口も、好きになれないのだろう。それはお互い様だが、唯一、最大の共通点がある。そしてそれが、お互い今も変わらないとは）

　皮肉なことだと蓮佳は思う。

（さて、何がどう転ぶのか。こればかりは皇帝の資質次し第だい）




　　　二




　正せい文ぶん殿でんの門には衛え士じが二人立っていた。いつもはいない門番がついているのは、理美誘ゆう拐かいの犯人と疑われている考仁と蓮佳が中にいるからだろう。門を入り回かい廊ろうを抜ぬけていく間に、幾いくつもの室を通りすぎたが、そのどれもが使われていないようだった。普ふ段だん働く官かん吏りたちを追い出したわけではなく、正文殿は常時、ほとんど人けがないのだろう。

「理美を連れて参りました、陛下」

　庭院にわに面した室の前で立ち止まり、丈鉄は礼をとった。それに倣ならって礼をとり、顔をあげる。

　室の中央に置かれた円えん卓たくに、祥飛とともに、戸こ部ぶ尚しよう書しよ登とう利り範はんと礼れい部ぶ尚書迅じん景有が着いていた。「入って、席に着け」と祥飛に命じられ、緊きん張ちようしつつも彼の隣りん席せきに座った。

「丈鉄。考仁と蓮佳を連れて来るのだ」

　祥飛の命令に、丈鉄は「承知しました」と答えて歩み去る。

「陛下から伺うかがったが、呂蓮佳の屋や敷しきにご招待を受けていたって？　楽しかったかい」

　景有が、面おも白しろそうな顔をして身を乗り出す。理美は硬かたい表情で頷うなずく。

「はい。料理もして、楽しく過ごしました」

「へぇ、楽しくね。これはこれは、恐おそれ入った」

　くっくと笑う景有を、利範が「ふざけるな景有」と窘たしなめ、理美を睨にらみつけた。

「事実を言え、雪理美」

「……事実です」

「言い張るか？」

「止やめよ、利範」

　厳しくなる利範の声を祥飛が遮さえぎる。その目は挑いどむように、室の出入り口を睨んでいた。

「理美がなぜこう言い張るのか、犯人がわかれば理由がわかる。責める必要はない。考仁と蓮佳から話を聞けば、おのずと犯人もわかろう。来たぞ」

　出入り口に、黒衣の宰相が姿を現した。庭院を四角く切り取る額がく縁ぶちのような出入り口の中央に、堂々と背筋を伸のばして立つ姿は、何物にも揺ゆるがない鋼はがねの彫ちよう像ぞうのようだ。

　きっちりと礼をとると、周考仁は中に入ってきた。利範と景有は立ちあがり礼をとった。理美もそれに倣おうと立ちあがりかけたが、横から伸びてきた祥飛の手が彼女の手を握にぎり阻そ止しした。彼は真っ直すぐ考仁を見つめている。犯人かもしれない相手に、礼は不要ということだろう。

（陛下はとても怒おこっている）

　まずいと思う。

　着席した考仁は、落ち着いた様子で全員を見回す。

「考仁。事実を話してもらおう」

　切り出した祥飛に、彼は無表情で答える。

「何についてでございますか？」

「なぜ理美が呂蓮佳の屋敷にいた？　その上なぜ、おまえはその場にいた。朱西と一いつ緒しよに」

「昨夜蓮佳の屋敷を訪ねたのは、吏部尚書就任の意思を問うため。訪問してみると、そこに鳳家当主がいた。わたしも驚おどろいた。なぜその場に彼がいたのかは、蓮佳に訊きいていただくしかない。そしてあの屋敷になぜ雪理美がいたのかも、わかりかねます。訪問したら、そこにいた。それだけです。それも、ここにいる雪理美本人に問えばよろしかろう」

「理美は、蓮佳に招待を受けたと言い張っている」

　祥飛が言うと、考仁の瞳ひとみが驚いたようにわずかに揺れ「ほう」と答え、理美に視線をくれた。無表情だが、理美が考仁を告発しなかったことを、内心驚いているとわかった。

「ならば、そうなのでしょう」

「周宰さい相しよう。俺は、あなたを尊敬している。だからこそ正直に答えていただきたいのですが。宰相なりのお考えも、目もく論ろ見みもおありだろうと思います」

　利範が右目の下の傷を歪ゆがめ、凄すごみのある声で低く問う。考仁は淡たん々たんと返す。

「わたしは、必要なことを答えている」

「おや。では、正直ではないわけですかねぇ」

　まぜ返す景有を無視し、考仁は真っ直ぐ、射い貫ぬくように祥飛を見た。

「わたしの答えは、これだけです。これ以上はありません。突然宮城に引き立て軟なん禁きんし、尋じん問もん。わたしに対しての陛下のなさりようは、屈くつ辱じよくです。これ以上は耐たえがたい。失礼いたします」

　立ちあがると礼をとり、考仁はきびすを返して室を出て行こうとする。

　祥飛は思わずのように椅い子すから立ち、鋭するどく呼ぶ。

「待て、考仁。退室は許しておらぬ。まだ呂蓮佳も来ておらぬのに」

　しかし考仁はふり返ることもなく、出入り口へと向かう。彼がちょうど室を出ようとしたとき、のっそりと蓮佳が姿を現した。ゆるくうねる髪を雑に一つに結び、臙えん脂じの深しん衣いも着き崩くずしている。考仁と鉢はち合あわせした彼女は、にやりとした。

「耳が遠くなったのかな？　考仁。陛下のご命令が聞こえないか？」

　考仁は蓮佳をひと睨みし、彼女を避よけて歩ほ廊ろうへ踏み出す。

　祥飛は拳こぶしを握り、唇くちびるを嚙かんで、怒いかりを堪こらえている様子だ。

「お召めしにより参上いたしました、陛下」

　だらしない出いで立ちからは想像もつかないほど、蓮佳が凜りんとした声を発し、その場で礼をとった。

　祥飛ははっとし、彼女に目を向けた。

「工こう部ぶ侍じ郎ろう、呂蓮佳です」

（蓮佳様。お屋敷にいらしたときと、随ずい分ぶんと雰ふん囲い気きが違う）

　理美は目を瞠みはった。

　蓮佳の屋敷で過ごした数日、だらしないところばかり目にしていたので、顔をあげた彼女が、落ち着き払って引き締しまった官吏らしい表情になっていることに驚く。髪や衣い装しようがだらしなくとも、内側から怜れい悧りさが滲にじむ。

　利範と景有は探さぐるように蓮佳を見つめていたが、初対面の祥飛は、衣装のだらしなさと態度の折り目正しさのちぐはぐさに驚いたようだ。まじまじと彼女を見てから、命じた。

「初めて会うな、呂蓮佳。座るがいい」

「侍郎が、陛下や尚書方と同じ卓たくに着くことは憚はばかられます」

　室内に入った蓮佳は卓子から数歩離はなれたところで立ち止まり、きっぱり言う。その態度を尊敬の表れととるか、反はん抗こう的ととるか、祥飛は迷ったらしい。少しの間の後に、「では、そこでよかろう」と答え、自らは席に戻もどる。

「訊きたいことがある。そのためにおまえを屋敷から連れてきたのだ。蓮佳。なぜおまえの屋敷に雪理美がいた？　そしてその場になぜ、鳳家当主と考仁もいた。正直に答えよ」

「かつての師である陽よう老師の屋や敷しき跡あとで、偶ぐう然ぜん彼女を見つけました。可か哀わい相そうに繫つながれていたので助け出しましたが、頑かたくなに名乗らなかった。身元がわからなかったので、わたしの屋敷に留めおいただけです」

「ではなぜ昨夜、鳳家当主と考仁がおまえの屋敷にいた」

「鳳家当主から、わたしが吏部尚書候補に挙がっているなら、ぜひ挨あい拶さつをしたいと申し入れがあり、それに応じたまで。考仁も吏部尚書就任の件で、わたしの屋敷を訪ねたいと連れん絡らくがあったから、どうぞと答えたまで。わたしは誰だれがいつ来ようがいっこうにかまわないので、二人ともに同じように返答しました。結果二人が鉢合わせしました」

（蓮佳様は、全部正直に話している。けれど）

　事実を話しながら、蓮佳は自分の思おも惑わくには触ふれていない。噓うそはつかず、質問に的確に答えているのだから、誠意ある態度だ。だが同時に、自らの思惑や、自分が何処どこまで何に気がついていたかを一いつ切さい語らないのは、狡こう猾かつともとれる。

「雪理美は、あなたの屋敷に招待されたと言っているけれど？」

　景有が面白そうな顔で口を挟はさむと、蓮佳は鋭い流し目をくれ、薄うすく笑う。

「間ま違ちがいではないな。わたしが屋敷に連れ帰り、ここに居れば良いと許したのでね」

「なるほどねぇ。しかしこうなると、悩なやましいですね陛下。さきほど陛下は利範に、周宰相と蓮佳の話を聞けば事の真相はわかるだろうと仰おつしやったが、二人とも、自分は理美のかどわかしに無関係だと主張している。二人とも正直に話しているのか、それともどちらかが噓をついているのか、はたまた二人とも噓をついているのか。それはわかりませんが、結局は理美本人に語ってもらうのが一番手っ取り早くはないですか」

　笑いながら景有は理美を見やったが、その目には静かに脅おどすような鋭さがあった。利範も責めるような視線を、ずっと理美に向けている。

（答えられない）

　無言の圧力に耐えきれず、俯うつむく。

「その者は、崑国に災わざわいを成す娘むすめですか？」

　蓮佳が不意に問う。理美は、はっとして顔をあげた。

　祥飛が眉まゆを吊つり上げる。

「馬ば鹿かを申すな。理美は余の皇后になる者だ。余の治世と余の地位が安あん泰たいなことを、何よりも願ってくれる者だ」

「陛下はそう信じておられますか？」

「無論だ」

「ならば、信じればよろしいのでは？」

「なに？」

　訝いぶかしげに眉をひそめた祥飛に、蓮佳は淡々と告げる。

「この者が誰よりも陛下の治世と陛下の立場を思っている者であれば、その言動は全すべて陛下のためと信じればよろしいのでは？　彼女が口にすること、隠かくすこと、全ては治世のためと信じきり、無む闇やみにあれこれと掘ほり返す必要はないのでは？」

　理美は驚き、何度か瞬まばたきした。

（蓮佳様は、周宰相を庇かばおうとなさっているの？）

　しかし蓮佳の言動は、考仁を庇うのとも何処か違う気がする。ただの助言のように思えた。

「どういうことだ。理美が自らをかどわかした犯人を明かさないことが、なぜ余のため……？」

　呟つぶやいた祥飛は、何かに気がついたように急に目め尻じりをつりあげた。

「まさか、そうなのか!?　あれの仕し業わざだとしたら。いや、あれの仕業だとしても！」

　卓子に拳を打ちつけ、祥飛は怒ど鳴なった。

「放ほうっておけぬ！　余から理美を奪うばおうとした者が、のうのうとしているのだぞ。しかも野放しにすれば、また理美の身に危険がおよぶやもしれぬ」

「危険がおよぶのを彼女自身も承知で、それで良しとしているなら良いのでは？　彼女を奪おうとした者がのうのうとしていても、のうのうとしていることを彼女が必要と考えているなら、それが皇こう帝てい、はては崑国の利益だと心得、怒りをおさめれば良いだけのことでは？」

「それはっ……！」

　祥飛は反論しようとしたが言葉に詰つまる。言葉に詰まった自分に衝しよう撃げきを受けたように、目を見開く。間かん髪はつを容いれずに蓮佳は理美に問う。

「雪理美。おまえの身に何があったか、今どう答える？」

　理美の答えられることは、変わらない。
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「わたしは、蓮佳様のご招待を受けてお屋や敷しきに参りました。その前に少し寄り道をしましたが、それだけです。何も告げずに宮城を出たことは、申し訳ございません、陛下」

　頭を下げると、祥飛は困こん惑わくした表情になった。

　右目の下の傷を歪め、利範が蓮佳に嚙みついた。

「そのような曖あい昧まいな決着にしては、禍か根こんが残る」

「陛下の信じる者がそれを良しと判断するのは、禍根になり得ないからでは？」

　蓮佳の答えに、珍めずらしく鋭い表情で景有が返す。

「蓮佳の理論は、陛下の信じる者の判断力が、治世を守るに足ると確証があればのことだ」

「そこは陛下が信じる者なのだから、陛下のご判断に委ゆだねるしかないだろう。尚しよう書しよ方がどこまで陛下の見解に嘴くちばしを容れるか、それは尚書方のご判断」

　投げかけられた蓮佳の言葉に、祥飛は押し黙だまる。

「事の決着を断じるのは、わたしではなく陛下と尚書方。お任せしましょう。決着を見るまでわたしは、ここから出してはもらえないのでしょうから、ゆっくりと待ちます。室に帰ってもよろしいでしょうか、陛下」

「……かまわん、さがれ」

　かろうじて答えた祥飛に、蓮佳はきっちりと礼をとり退室した。それを見送った祥飛は、突とつ然ぜん立ちあがった。

「利範も、景有も、さがって良い。来るのだ理美」

　理美の手を摑つかんで立たせると、祥飛は大おお股またに歩き出した。引っ張られて慌あわてて立ちあがった理美は、そのまま正せい文ぶん殿でんから連れ出された。焦あせって問う。

「陛下、どちらへ行かれるのですか!?」

「わからぬ。どこかだ」

　苛いら立だたしげに答え、祥飛はさらに足を速める。いつの間にか背後から、丈鉄が距きよ離りを保ってついてきていた。それを察したらしく、祥飛はふり返らずに硬かたい声で命じる。

「馬に乗りたい。丈鉄、供をしろ」

（どうなさったの、陛下は？）

　苛立っていることはわかった。祥飛は蓮佳の言動に腹を立てたというより、動どう揺ようしているように思えた。
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　祥飛を見送った後、並んで正文殿を出た利範と景有は、暫しばらく押し黙って歩ほ廊ろうを歩いていた。

「雪理美をかどわかした犯人は、周宰さい相しようだな」

　ぽつりと景有が言うと、利範が答えた。

「状じよう況きようからして、まず間違いない。あの方なら、雪理美を排はい除じよしたいと考えるのは当然。実際に行動に移すとは思えなかったが……、実行してしまったのだろう。なぜそのような軽けい率そつな判断をあの方がしたのか、理解に苦しむが。しかし全ては、陛下の治世の安定のために違いない。それを思えば、蓮佳の提案の通りにするべきか」

　苦痛を堪こらえるような利範とは逆に、景有は別段苦もなさそうに空を見上げる。夏の終わりを告げるように、空は薄い雲に覆おおわれ、ぼんやりとした水色だ。

「陛下の治世のためであれば良いがな」

「そうではないと？」

　景有は袂たもとを探さぐって皺しわの寄った文ふみを一枚取り出し、利範の鼻先に突つきつける。

「実は、理美が蓮佳の屋敷にいるという文が投げ込まれたときに、この文も一いつ緒しよに投げ込まれた。公おおやけにすると動揺が大きくなるのは目に見えていたから、伏ふせておいたが」

　文を受け取った利範はそれを広げ、文面に目を落とす。驚おどろいたように立ち止まった。

「これは……！」




　　　三




　廏うまやに行くと、既すでに祥飛専用の青毛馬には鞍くらがつけられ、野の駆がけの準備がされていた。

　丈鉄も護衛の準備を整え、その他ほか、訓記とその配下数名が、遠巻きに護衛するために集められている様子だった。それが鬱うつ陶とうしいと思ったが、この程度の護衛で抑おさえたのは丈鉄の配はい慮りよだろう。普ふ通つうなら何十人と皇帝に併へい走そうし、なおかつ野駆けの予定されている地域から、衛え士じたちの手で人々を追い払はらうことまでするものだ。

　理美を鞍の前に乗せ、自分の腕うでの中に閉じ込めるようにして駆け出した。速度を上げると、理美は怖こわがって祥飛の胸の方へ身を寄せて縮こまった。

　宮城を出ると、真っ直すぐ郊こう外がいへ走る。北へ向かう街かい道どうの左右には夏草が伸のびきっており、その先せん端たんはわずかに衰おとろえ、黄色みを帯びていた。夏の終わりを告げるように勢いをなくした夏草の合間に、青あお紫むらさき色いろの桔き梗きようの花が俯き揺ゆれていた。

（理美をかどわかした犯人は、おそらく考仁。許せぬ、考仁）

　祥飛は奥歯を嚙かみしめる。

　今朝までは理美の事件に、朱西が関かかわっているのではと疑っていた。

　しかし蓮佳の言葉で、卒然と悟さとった。理美が必死に犯人をかばい立てするのは、犯人を暴あばくことで大きな問題が起こるからだろうと。彼女がそこまで必死になるのは、祥飛のためかもしれない。となると犯人は祥飛の身近にあり、大切な役割を果たす者。さらに理美の存在を邪じや魔まに思い、冷れい徹てつに排除しようと目もく論ろむ者。

　周考仁しか該がい当とう者しやがいない。

　そう考えれば、丈鉄が犯人追つい及きゆうを渋しぶる様子を見せ、理美が庇うのも頷うなずけた。祥飛と考仁が決定的に対立、あるいは溝みぞができれば、祥飛は大切な頭脳を失うからだ。そうならないために、考仁の理美に対する非道な振ふる舞まいを隠かくし通そうとしている。

　それを悟った瞬しゆん間かん、考仁を許せないと怒いかりがわきあがったが、同時に絶望的な気持ちにもなった。皇帝と宰相が決けつ裂れつする事実は、宮きゆう廷ていを動揺させる。この機に乗じ、鳳家皇帝を望む一派が、行動を起こすかもしれないと。

　怒りと絶望でかっとした祥飛に、蓮佳は言った。

　──怒りをおさめれば良いだけのことでは？

　と。即そく座ざにそれを否定できなかった。あまつさえ、それが最も良い判断だと思ってしまったのだ。考仁は許せない。しかし目をつぶる必要があるのではないか、と。

　しかしだからといって「では、何事もなかったことにしよう」と決断するのは、理美が受けた苦痛や、これから彼女に降りかかる危険を承知の上で、目をつぶるということ。

　大切に思っている存在を、治世のために犠ぎ牲せいにすることだ。

（それは冷れい酷こくだ）

　大切だ、愛いとしいと思いながらも、祥飛は理美よりも政まつりごとが優先だと咄とつ嗟さに思ってしまったのだ。その自分に衝撃を受けた。なんと冷酷なことを考えたのかと。

　それが苛立ちになり、どうしようもなく腹が立つ。

　腹が立つのは、冷酷だと思いながらも、自分は蓮佳の提案を受け入れるべきなのだと心の何処どこかで自覚していることだ。自分に冷酷な面があることを、受けとめざるを得ない。

　森に入り、下草を蹴け散ちらして駆けていく。頭上の木の葉の間を通って、ちらちらと太陽の光が眩まぶしく降る。護衛の丈鉄はしっかりとついてくるし、森の外、離はなれた場所にも護衛の人馬の姿が見えた。

　駆け続けていると、馬の息があがってくる。それを察して歩調をゆるめると、理美が探るように祥飛をふり返る。

「陛下。怒おこっていらっしゃいますか？　わたしが、蓮佳様に招待されたと言っていることを」

「怒っていない。ただ……そうだ。余はおまえに訊きいてみたいのだ。もし余が、政のために」

　一いつ旦たん言葉を切り、祥飛は自信なげに続けた。

「政のために、おまえの苦痛も危険も顧かえりみない決断をしたら、おまえは哀かなしむとわかっている。それでも、おまえは余を」

「え？　哀しむ？」

　驚いたように口を挟はさんで、瞬まばたきをした。

「どうしてわたしが哀しむんですか？」

　意味が通じていないのだろうと、嚙んで含ふくめるように再度説明する。

「政のために、余が、おまえの苦痛も危険も顧みないのだぞ」

「そうするべきではないですか？　陛下は、崑国の皇こう帝てい陛下でいらっしゃるのですから」

　きょとんとして、理美は答えた。

「そのような判断は冷酷だ」

「それは冷酷なのではなく、冷静というのじゃないですか？　国を統すべる者だったらするべき、当然の判断ができるって意味で。陛下の当然の判断を、哀しんだりしませんけど」

「おまえは」

　胸が温かくなる。

（理美は──けして余から心が離れないのだ）

　贅ぜい沢たくな暮らしができるとか、大切にされるとか、そんな自分の利益や心ここ地ちよさのために、理美は祥飛に仕えているわけではない。「祥飛は何を悩なやんでいるのだろう」と不思議がるような彼女の表情を見て、染しみいるように理解した。それはずっと前から知っているような気もしたが、いちいち祥飛は不安になり、恐こわくなるのだ。

（余は理美に甘えている）

　彼女がほけほけと笑い、祥飛の決断を良しとしてくれるから、そうしても良いのだと思ってしまう。わざと泣いて焦じれて、愛情を確かめる幼子のように。

　馬の歩みを止めると、眩しい光が降ってきて二人を照らす。

「おまえは欲しいものはないのか？」

　理美の苦痛も危険も承知で決断するなら、せめて何か与あたえたかった。しかし理美はあっさりしたものだ。

「陛下が、崑国にわたしの居場所をくださったので。特に今は欲しいものはないです」

「なんでもいい。衣ころもでも、宝石でも笄こうがいでも。宮きゆう殿でんでも良い」

「衣も笄も足りてますし、宝石には興味ありません。宮殿は大きすぎます。掃そう除じが大変そうで」

「とにかく、何か欲しいものを言え。なんでも与える」

「と、言われましても」

　困ったように理美は首をひねったが、すぐに思いついたらしく地面の一点を指さした。

「あっ！　あれが欲しいです、陛下」

　指さされた方を見ると、木の根元に群れ咲さく桔梗の花だった。

「あの花を一ついただけますか？」

「よりによって雑草か!?　あんな雑草が欲しいなら、おまえのために花はな園ぞのを作ってやる」

「いいえ、今、欲しいです。絶対に今、欲しいです」

　悪戯いたずらを仕し掛かけるように、理美は面おも白しろそうな顔をする。それを不ふ審しんに思いながらも、急に理美が言い張りだしたので、仕方なく祥飛は馬を下りて桔梗を摘つみに向かう。

　桔梗の華きや奢しやな茎くきを折り取り、馬のところへ戻もどってくると、馬上の理美に差し出す。

「これで良いのか？」

　差し出された桔梗を受け取ると、理美はそれを両手でしっかりと握にぎり、ほわりと幸せそうに笑った。秋色の襦じゆ裙くんを身につけ、桔梗の花を嬉うれしげに胸に引き寄せる彼女の姿は、この上ない満足感で満たされている気がした。

（たった、これだけのことで）

　喜ぶ姿は、こちらの心まで満たしてくれた。

「嬉しいです、陛下。とても」
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（なんて贅沢なんだろう）

　大陸の半分を支配する大だい帝てい国こくの皇帝が手ずから摘み取った花を、捧ささげられたのだ。

　彼がなんの躊ちゆう躇ちよもなく、ごく自然に、当たり前のようにそんな行こう為いをしてくれることが、彼に仕える者たちにとってはどれほど幸福かを、彼自身が意識していないのは逆に好ましい。

　野の花そのものに、さほどの価値はない。それを摘み取り差し出す祥飛の気持ちが、尊い。

「おまえは変わっている」

　苦情のように言うと、祥飛は再び馬に跨またがり、ゆっくりと馬を進めはじめた。

「ここまで来たのだから、ついでに水すい祇し宮きゆうへ送ろう」

　気持ちが落ち着いたらしい祥飛はそう決めて、離れてついてくる丈鉄にも「水祇宮へ行く」とふり返って告げた。遠巻きの護衛たちは、水祇宮までの進路を確保する。

　一いつ騎きが、安あん寧ねいの方角へ駆かけ去っていくのが見えた。宮城へ祥飛の行き先を知らせに走ったのかもしれない。皇帝の行動は常に、宮城内で知られていなければならない。

　森の中や川岸など、景色の良い場所を選んで、祥飛は水祇宮まで馬を歩かせた。

　水祇宮には、理美の帰き還かんと祥飛の訪問が既すでに知らされていたらしく、門を入ると廏うまや番ばんがすぐに現れた。そして待ちかねていたように侍じ女じよが、理美と祥飛を翡ひ翠すい泉せんの四阿あずまやへと導く。

　風が吹ふき抜ぬける四阿の卓たく子しには、茶さ菓かの用意もされている。席に着いた祥飛に理美が茶を淹いれていると、ふと思い立ったように祥飛が言った。

「今夜は、ここに泊とまることにする。おまえの料理が食べたい」

　茶を淹れていた手が止まる。

　理美が行方ゆくえ知れずの間、祥飛がいかに気を揉もんでいたのかが、その心底安あん堵どしたような声こわ音ねから感じ取れる。祥飛が望むならば、心配をかけたぶん、彼が喜んでくれる料理を饗きようしたい。

（でも）

　料理を求められて咄嗟に思い出したのは、蓮佳の屋や敷しきで室シー鍋グウオを饗した後に見た、考仁の目だった。彼の心は微み塵じんも動かなかったように見えた。わずかに動どう揺ようをしたかもしれないが、それだけだった。これだと信じて饗したものが、間ま違ちがっていたのかもしれない。

　それを思うと自信が揺ゆらぐ。自分は、ようやく安堵して平和な時間を欲ほつしている祥飛に、本当に必要なものを饗せるだろうか。祥飛の何気ない要求に対しても、何を出せば喜んでもらえるのだろうかと、今まで感じたことのない迷いを覚える。

（何を饗すれば喜んでもらえるか考えるのは、今までは、ただ楽しいだけだったのに）

　不安な様子を察したのか、祥飛が理美の手に触ふれる。

「どうした、理美。おまえが、料理を作れと言われてそのような顔をしたのは初めて見る。いつもは、散歩に行く仔こ犬いぬのように、嬉しそうな顔をするのに」

「え、いえ。何も」

　狼狽うろたえながらも誤ご魔ま化かして微笑ほほえむと、祥飛は握った手に力をこめた。

「申せ。何が不安だ」

「不安などありません。ただ……。わたしは蓮佳様のお屋敷で、料理をしていたんです。そのときにあるお方に必要と考えて饗した料理が、その方には必要とされていなかったようなんです。饗するべきものを誤ったんです。だから、陛下が今望まれているものを作れるのか、少し迷って」

　すると、祥飛はくすっと笑う。

「それでもおまえは、作りたくないとは言わぬ」

「え？」

「結局、おまえは作りたいし、作ることが楽しいし、自らの使命だと思っているのだろう。では、迷っても作るしかなかろう。余は今、おまえの作るものならなんでも良いと言っているのだ。ただし、美味うまいものであればだがな」

　理美は何度か瞬まばたきして、微笑む祥飛を見つめた。

（ああ、そうか）

　言われて気がついたが、確かに不安だし迷いを覚えても、作りたくないと思わない。作らないとは考えもしなかった。結局、失敗しても、間違っても、理美にできることは料理しかない。それは単純で大切なことだ。

「作れ。余が美味おいしいと言うものを」

　優やさしい声で命じられると、自然と頷うなずいていた。

「はい。作ります」

　不安も迷いも消えたわけではないのに、祥飛の命ずる声に応こたえたくなる。すぐに厨ちゆう房ぼうへ向かうと、どんな食材が揃そろっているかを料理人たちに問う。水祇宮の料理人たちは、理美が料理をするのに慣れっこになっているので、あれがあります、これがありますと、てきぱきと教えてくれた。今日ある食材の中で最も美味いのは、鹿しか肉にくだということだった。

（鹿肉は、牛肉や豚ぶた肉にく、鶏とり肉にくに比べて、疲ひ労ろう回復に良いと朱西様が書かれていたのを見たことがある。しかも鹿は夏に太るから、今は脂あぶらものってる）

　水祇宮は麒き之の月づきに西沙国使節の滞たい在ざい場所になったため、厨房には香こう辛しん料りようもかなり揃っている。

　野駆けの後なので、祥飛はお腹なかが空すいているだろうし、疲つかれてもいるはず。あまり待たせすぎてはいけない。簡単に作れ、なおかつ彼の食欲を刺し激げきし、腹を満たし、疲労を回復する料理を作ろうと決めた。

　袖そでを紐ひもで縛しばると、軽く目を閉じた。よしと、心の中で自らを鼓こ舞ぶし、目を開くと、作業に取りかかった。

　鹿肉を薄うすくそぎ切りにすると、香辛料をすりこみ、熱した鉄てつ鍋なべで表面を焼く。肉と香辛料の香かおりは、厨房の外にまで広がる。それが終わると香こう味み野菜を数種類細かく刻み、混ぜ、そこにえごま油を混ぜ、塩と砂糖で軽く味付けて薬味とする。あとは青菜を洗い、皿に盛る。その上に焼いた鹿肉を載のせると、香味野菜を刻んで混ぜた薬味をかける。青菜の鮮あざやかな緑に、香辛料のきいた香りの良い鹿肉が並び、その上を、えごま油でとろりとした薬味が飾かざった。

　紅ホン酒ジユウと料理を盆ぼんに載せて四阿に戻ると、料理の香りに祥飛は目を輝かがやかせた。

「良い香りがする。これはなんだ」

「鹿肉の薬味添ぞえです。とても簡単な料理ですけど」

　予想通り祥飛はお腹が空いていたと見え、料理を取り分けた小皿が目の前に置かれると、すぐに箸はしを手に取った。鹿肉で薬味を包み込むようにして口に運ぶと、たちまち笑え顔がおになる。

「香りが良い。しかも味がくどくない」

「青菜を巻いて召めし上がっても美味しいと思います」

　勧すすめると、祥飛は素す直なおに鹿肉を青菜で巻いて口に運ぶ。そして小さく、「美味い」と呟つぶやく。

　思わず漏もれたようなその声に、はっとした。

　──味はわかる。だがおいしいと思ったことはない。

　この同じ場所で、かつての祥飛はそう言ったのだ。あの頃ころの祥飛は、寂さびしさや苛いら立だちを全身に纏まとって、そのことによってさらに心を荒すさませているようだった。

　それが今「美味い」と、呟いてくれている。

　今まで理美が饗していたものは、少なくとも祥飛の口から「美味い」の一言を引き出せているのだ。そのことが理美の勇気になる。

（不安だし、迷うけれど）

　理美には何かが、わずかでもできるのかもしれないと、祥飛の存在は思わせてくれる。

（陛下がいてくださって、良かった）

　食べるにつれて祥飛はどんどん機き嫌げんが良くなり、物思わしげだった表情も明るくなった。それにつられるように、理美もほわりと笑えるようになっていた。

「おまえは、余の好むものを知っているな」

　料理に満足そうにしながら、紅酒を口にして一息つくと、祥飛は嬉うれしそうに言った。

「すぐにお腹が空くから、食べ応えのあるものを食べたい。昔から食が細いと言われていたように、食べたいのに、すぐに食べるのが嫌いやになる。しかしおまえは、こうやって香辛料を使って食が進むようにしてくれている。肉も薄うす切ぎりにして、食べやすくなっている」

「身近で、その方のことを気にしていれば、自然と好みはわかります。わたしが和わ国こくで仕えていた斎さい宮ぐう様は身内でした。わたしは斎宮様の好みも体調もよく知っていましたし、同時に斎宮様も、わたしの気持ちや、体調や好みなど、よくご存知でした」

「身内か。余の最も近くにいた身内は母だったが、あの人は、余の食が細いことすら知らなかっただろう。この子はどうして太らないのかと、朱西に嫌いや味みを言っていたのを聞いたことがある。朱西は余の食が細いこと、好き嫌きらいが多いことなど、丁てい寧ねいに説明していたが。母はその説明も、三日も経たてば忘れていた。父皇こう帝ていなど、余の年ねん齢れいを間ま違ちがえて覚えていた」

　何気なく口にしたらしい祥飛の一言に、理美は胸が痛んだ。

　父親と母親らしい存在がなかった祥飛にとって、常に傍かたわらにいて彼を気にかけてくれる朱西こそが、その代わりとなる存在だったのだろう。だからこそ彼は、朱西に裏切られてもなお、憎にくめないのだ。

　夜よる遅おそくまで四阿に座り、久しぶりにゆっくり祥飛と向かい合った。紅酒を吞のみながらくつろぐ祥飛に酌しやくをして、理美も少しだけ紅酒を口にした。

（なんだか、夢を見ているよう）

　監かん禁きんされた後に蓮佳の屋敷にいた数日を思うと、改めて祥飛の元に戻もどれたことに心から安堵する。

（でも、なんだろうなぁ。何か忘れてるような）

　星空に目を向けてちょっと思案したが、まだまだ疲れも残っているらしく頭はさほど働かず、自分が何を忘れているのかは思い出せなかった。
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　翌朝。夜も明けきらないうちに、理美はとんでもないことに気がつき飛び起きた。

　昨夜から、もやもやしていた気にかかるものが、夜明けのまどろみの中で突とつ然ぜんわかったのだ。

　気がついた瞬しゆん間かん、ぱっちり目が覚めた。

「ああああっ！　珠ちゃんだ！」

　飛び起きるなり、寝しん台だいを下りた。

　祥飛の寝室で留守番しているはずの珠ちゃんのことを、すっかり安心して忘れていた。

（今までこんなことなかったのに！）

　慌あわてふためいて襦じゆ裙くんを身につけていると、帯がねじれておかしなところに引っかかり、つんのめってジタバタしてしまう。四苦八苦しながら帯を直す。

　小しよう翼よく宮きゆうの厨房で拾ってからというもの、常に珠ちゃんのことが気になっていた。忘れることがついぞなかったのは、珠ちゃんが理美にぴったりとくっついていて、自分がいなければ何処どこかへ飛び去っていきそうな不安がつきまとっていたからだ。

（でも、不思議と今は不安がない。陛下の寝室に居るなら、珠ちゃんはそこで待っててくれてるって。そんな気がするから）

　今も祥飛の寝台の上にいて、一晩放ほうっておかれたことに、ちょっと拗すねた様子で丸まっているのが想像できる。

　とはいえ、一刻も早く珠ちゃんを迎むかえに行かなければならない。理美は、祥飛と一いつ緒しよに宮城へ戻ることになり、朝あさ餉げもそこそこに同じ馬車に乗った。祥飛の馬は、衛え士じが連れ帰ることになっていた。

　宮城に戻り祥飛の寝室に駆かけ込むと、案の定。珠ちゃんは寝台の上に丸まっていた。

「珠ちゃん！　ごめんね、一晩一人ぼっちにして」

　抱だき上げたが、珠ちゃんは頑かたくなにとぐろを巻いている。真っ白くて小さな、ふかふかの円えん盤ばんみたいになったまま。どうしたのかと青ざめたが、珠ちゃんはちろりと青い瞳ひとみで理美を見ると、「拗ねてます」と言わんばかりに、再び胴どう体たいに顔を埋うずめる。

（ああ、へそ曲げちゃって）

　想像した以上に拗ねているので、焦あせって、真っ白いとぐろをやたら撫なで回す。

「珠ちゃん、珠ちゃん。ごめんね。珠ちゃんは陛下の寝室に居るから、安心しちゃって」

　祥飛はびっくりした顔をしている。

「それが五ご龍りゆうか？　なんというか……つぶれた巨きよ大だいな饅まん頭じゆうのようだ」

　珠ちゃんの尻しつ尾ぽが、「失礼なっ！」と言いたげにぴくぴくっと震ふるえるが、顔はあげない。

「ご機嫌なおして。お詫わびと言ってはなんだけど、ほらこれ。香かおり漬づけ」

　袂たもとから、紙に包んだ香漬を取り出す。水すい祇し宮きゆうを出るときに、大急ぎで包んできたのだ。とぐろと化した珠ちゃんを居室の卓たく子しの上へ置くと、その傍らに香漬を広げる。

　ちらっと、珠ちゃんは顔をあげた。

「ごめんね。いっぱい食べて」

　卓子に顎あごを乗せると、珠ちゃんの目線で誠心誠意謝る。珠ちゃんはそろりと立ちあがり、香漬に近づいていく。香漬を齧かじり始めた珠ちゃんを見て、祥飛が笑いながら、小さな二本の角の間を指先で撫でた。

「おまえも、食い物に弱い。理美に似てきたのか、もとより理美に似ているから懐なついたのか」

　珠ちゃんはされるがままに、祥飛に撫でられている。

　取り次ぎの侍じ官かんが、利範と景有の来訪を告げた。祥飛が通せと命じたので、理美は珠ちゃんを抱き、香漬とともに寝室へ移動した。寝台に腰こしかけ、香漬を齧る珠ちゃんを膝ひざの上に抱いていると、居室に利範と景有が入ってきた気配がした。

「どうした、二人揃そろって神しん妙みような顔だな」

　隣りん室しつの声は筒つつ抜ぬけだ。聞くともなしに、理美は祥飛の声を聞く。

「陛下にご報告するべき案件があります。周宰さい相しようの件で」

　景有が、彼らしからぬ生き真ま面じ目めな声で告げる。

「考仁がおそらく、理美をかどわかした犯人。それを知らせに来たか？」

　鼻で笑うように祥飛は答えた。理美は驚おどろき、慌てて珠ちゃんを膝から寝台へ移して立ちあがると隣室へ向かう。「失礼します」と断ってから室に入り、祥飛の袖そでを摑つかむ。

「陛下。今、陛下のお声が聞こえました。そのことでしたら、わたしは蓮佳様に招待されて」

「もう良い。察している」

　祥飛はすこし気まずそうな表情を見せ、言い訳するように口にする。

「しかし余は、それを承知の上で、蓮佳が言ったように怒いかりをおさめるべきかと考えている」

（陛下が、怒りをおさめてくださる？）

　安あん堵どが、胸に広がる。

（良かった。これでわたしの一件で、陛下が周宰相を失わずにすむ）

　祥飛と顔を見合わせ、互たがいに納なつ得とくずくだと無言で確かく認にんしあおうとしたが、そこに冷や水を浴びせるように利範の低い声が言う。

「そのご決断の前に一つ、ご報告すべきことがあります。今回の一件、周宰相が陛下の治世のためにしたことであれば、陛下が怒りをおさめられるのは賢けん明めいです。ただ後々、問題になる可能性があるので、ここで、はっきりとさせておかねばならないことがあります」

「何をはっきりさせると？」

　眉まゆをひそめた祥飛の前に、景有が進み出て一枚の文ふみを差し出す。

「理美が蓮佳の屋や敷しきにいるという文とともに、実はそれが投げ込まれていました」

　手に取り文を開き、祥飛は文面を目で追う。理美も横から覗のぞき込み、息を吞む。

「これは周宰相から、禁軍将軍宛あてに送られた文ですか？」

　文面は簡単なもので『例の計画の進しん捗ちよくはどうか。また至急の連れん絡らくを求む』といった内容だった。しかしその差出人と受取人が問題だ。差出人が考仁で、受取人が鳳家派の代表格といってもいい禁軍将軍なのだ。考仁がなぜ敵とも言える将軍に、このような文を送るのか。

　祥飛は目を見開く。

「これは、どういうことだ？」

「禁軍将軍が、鳳家派から陛下に忠誠を尽つくす方向に乗り換かえたか。もしくは周宰相が、鳳家派に乗り換えたか。その二つの可能性がありますね」

　景有の言葉に、理美は震えた。

（禁軍将軍が、突然密ひそかに皇帝派に乗り換えるなんて、そんな都合のいい話があると思えない。でも、周宰相の裏切りも考えられない）

　祥飛の顔から血の気が引いている。

「裏切りなのか。考仁が」

　宥なだめるように、利範が口を開く。

「そうとも言い切れません。景有が言った二つの可能性ばかりではなく、これが周宰相の打った鳳家に対する策である可能性も」

　しかし利範の言葉を遮さえぎるように、祥飛は文を握にぎりしめ怒ど鳴なった。

「丈鉄はいるか!?」

　出入り口に丈鉄が姿を現し、「ここに、おります」と、跪ひざまずく。

「考仁を引き立てて参れ！　すぐにだ！」

　命じる祥飛の表情には怒りが顕あらわだった。丈鉄は無言で頷うなずき、すぐに正せい文ぶん殿でんへ向かう。

「陛下、お聞きください。これは周宰相の裏切りではなく、策の可能性もあるのです」

　利範はわずかに声を厳しくした。祥飛の興奮を抑おさえようとしたらしい。しかし祥飛は利範をきっと睨にらみつけた。

「策だとして、このようなことは余は聞いておらぬ！　余の許しも相談もなく、考仁は勝手に動き回っているということではないか。さらにこれが策ではなく、裏切りであったとしたら！」

　許しがたい考仁の行いを、祥飛は堪こらえに堪え、許そうと思っていた矢先だ。そこにもたらされた新たな疑ぎ惑わくに、忍にん耐たいが綻ほころびかけている。

（こんな状態は、良くない）

　危あやぶんだ理美は、祥飛にお茶を淹いれようかと申し出たが、「いらぬ」とにべもなく断られた。彼は黙だまって室内を歩き回り、利範と景有は、気き遣づかわしげにそれを見守っていた。

　程ほどなく、丈鉄に伴ともなわれて考仁が姿を現した。彼はいつもと変わらず落ち着いた威い厳げんのある様子で礼をとり、室に入ってきた。

「御ご用ようでしょうか、陛下。そろそろ、わたしも屋敷に帰りたく存じますが？　まだ、何かご不満がおありですか」

　正文殿に軟なん禁きんされている考仁も苛いら立だちが募つのっているのか、開いた口から出た言葉には、非難がましい響ひびきがあった。それがまた祥飛の癇かんに障さわったらしい。

「おまえの行い、……目をつぶろうかと思っていた。しかし、これはなんだ!?　これの言い訳をしてみよ考仁！」

　祥飛は怒りにまかせ、文を考仁の足元に叩たたきつけた。考仁はゆったりした動作でそれを拾い上げて開き、一読し、小こ馬ば鹿かにするように薄うすく笑う。

「これはわたしが鳳家に仕し掛かけた、ささやかな策です。効果の程はわかりませんが」

「策だと？　なんの策だ」

「離り間かんの計です」

（離間の計？）

　理美が不思議そうな顔をしているのを見て取ったのか、丈鉄が耳元で囁ささやいてくれる。

「敵てき陣じんに、裏切り者がいると思わせる噂うわさを流し、敵の内部を疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせる策だ。敵の結束を崩くずしてこちらに有利な状じよう況きようを作るっていう、小ずるい策だがな」

「でも、そんなのすぐに見破られませんか？　裏切りを疑われた本人が否定すれば」

「当然、察しの良い奴やつなら離間の計だとすぐに気がつく。しかしこの策が効くのは、その後だ。後々、ちょっとしたことで感情の行き違ちがいや誤解があったとき、『あのときは離間の計と片づけたが、もしやあれは離間の計でなく、本当の裏切りだったのでは』と疑い始める」

　遅ち効こう性の毒のようなものか。

　祥飛は眉を吊つり上げる。

「利範にも景有にも、余にすら知らせることなく、策を打ったというのか。なぜ相談せぬ。相談せずとも、なぜ一言知らせぬ。それをしなかったのは、余も尚しよう書しよも、全すべてを侮あなどっているからか？　それとも真実裏切り行こう為いなのか。もし離間の計だというならば、それを証明できるか!?」

「証明せよと？　疑っているということですか。それは、わたしを根本的に信用していないということ。陛下はわたしを侮ぶ辱じよくしているのも同然です」

「疑わざるを得まい。おまえは理美をかどわかし、素知らぬ顔をしていた。さらに正直に申せと命じたにもかかわらず、誤ご魔ま化かし通した。そんな者をどうやって信用せよという」

　真相を、いきなり突つきつけた。祥飛は考仁を許そうとしていたにもかかわらず、本人に直接言葉をぶつけたことで、責め立てているように聞こえる。

　考仁がゆっくりと鋭するどい目で、祥飛を睨みつけた。

「わたしは陛下の治世を守るため働いてきた。そのために行動してきた。それを疑いますか」

「当然であろう！」

（いけない）

　理美は焦あせった。考仁が常の彼にありえないほど、怒りをたぎらせているのを感じた。このままでは、祥飛と考仁の間に決定的な亀き裂れつが生じる。

「陛下。冷静になってください」

　理美は祥飛の袖を再び摑んだ。利範が、取りなすように言う。

「離間の計の可能性は充じゆう分ぶんにあります。俺もまず、これは離間の計だと判じました。周宰相に限り、鳳家派に寝ね返がえることはありません。ただこれを陛下に伏ふせておいては、後々露ろ見けんしたときに陛下が疑惑を持たれることを危ぶんでお知らせしたまでで」

「だから、それを証明せよと言うのだ！」

「証明は無理ですね。あることは証明できるが、ないことを証明するのは至難の業わざ。裏切り行為の証しよう拠こはあるが、これが裏切り行為でない証拠は出せませんからね」

　諦あきらめたような景有の言葉を、利範が鋭く制する。

「黙れ、景有！」

「鎮しずまれ。のきなみ、愚おろか者か」

　静かな怒いかりを含ふくんだ考仁の声が低く響く。

　はっと口を閉とざした利範と景有、そして狼狽うろたえる理美と、怒れる祥飛。物もの憂うげに成り行きを見守る丈鉄。それら全員を、考仁はゆっくりと見回す。

「よくわかりました、陛下。わたしは陛下に信用されていない。皇こう帝ていの信しん頼らいを得られぬ宰さい相しようなど笑しよう止し。わたしは今ここで、宰相の地位を降りましょう」

「許さぬ。全てのことを包み隠かくさず告白せよ。それからでなければ、地位を退くことも許さぬ」

「なれば力尽ちからずくでお止めください。わたしは帰らせていただく。二度と宮城に足を踏ふみ入れますまい」

　せせら笑うように言うと、きびすを返す。

「待て、考仁」

　祥飛の声にも、考仁は足を止めない。かっとしたらしい祥飛は、室の壁かべにかけられていた飾かざり刀に手を伸のばすと、それを引き抜ぬき考仁の背めがけて走った。

「陛下！」

　口元を覆おおい、理美は悲鳴をあげた。丈鉄がまずいとばかりに追う。祥飛は考仁の背に向け鋭く刃やいばを突き出したが、その切っ先が背に触ふれる寸前、ぴたりと止まった。

　考仁は刃の気配を感じて立ち止まるが、ふり向かない。

「斬きりたければ、斬ればよろしい」

　静かな声に、祥飛はぎりっと歯を食いしばるが、刃は動かない。考仁は暫しばらく立ち止まっていたが、祥飛が動かないとわかると、ゆっくり歩き出す。

　祥飛はその場で刃を構えて硬こう直ちよくしていた。そして考仁の姿が歩ほ廊ろうの先に消えると、手にある飾り刀を力ちから一いつ杯ぱい床ゆかに投げつけた。

「考仁！」
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　朱西は一人、遅おそい昼ひる餉げをとっていた。広い室の中央に黒くろ漆うるし塗ぬりの長ちよう卓たくが置かれ、椅い子すは十二脚きやくも並んでいたが、室には朱西一人。目の前には粥かゆと、甘い揚あげ菓が子しのみ。ゆっくりと匙さじを口に運び、物音をほとんど立てずに食べ進める。

　理美が宮城に戻もどり、早二日。考仁への追つい及きゆうは既すでに始まっているはず。どこまで真相は明らかにされただろうか。

　考仁の行いが明るみに出て罷ひ免めんされたなら、それは鳳家にとってまたとない好機。

　しかし考仁が彼自身の失策で地位を失うのは、朱西にとっては物足りない。

（あの人が、俺の手により地位を失うとなれば、どれほど屈くつ辱じよく感かんを味わっただろうか）

　思い出すのは、父の愛情を求めていた幼いとき、投げかけられた冷たい言葉。

　──うぬぼれるな。おまえはただ、思考の道具なのだ。

　そう告げられた朱西は、泣くよりも呆ぼう然ぜんとした。自分は父から人と認められていないのかとも思え、哀かなしいよりも虚むなしかった。

　あの虚しさと近いものを、考仁も一度味わえば良いと思う。

（復ふく讐しゆう心しんというものか、これが）

　元来、おっとりとした質たちの朱西は、冷静に自分の中で渦うず巻まく負の感情を見つめる。

（それにしても、ものを食べるのが億おつ劫くうだ）

　粥と揚げ菓子だけで済ませているのは、鳳家当主になってからというもの、口にするもの全てを味気なく感じてしまうから。豪ごう華かであればあるだけ味気なさも際きわ立だつので、質素なものばかり求め、近ちか頃ごろはものを口に運ぶのすら義務のように感じている。

（食しき学がく博はか士せを名乗っていた俺が、この有様）

　耳の奥に、『朱西様を取り戻したいからです』という理美の声が聞こえる。

　もし彼女が求めるように、政まつりごとと距きよ離りをとり、生しよう涯がい食学博士として生きたいと願っていたあの頃ころに戻れるとしたら。今までの研究の成果を書にまとめ、食学を学門として世に浸しん透とうさせ、学び研究する者が少しでも出てくるまでに成長させ───。

　ふと、そんな妄もう想そうめいた考えがよぎり、無意識に匙を置く。

「……無理だ」

　ほとんど声にならない掠かすれ声で呟つぶやいた、そのとき。

「つまらなそうなお顔ですね、鳳家ご当主。ならば面おも白しろいお話を聞かせましょうか？」

　背後から声がした。気配を感じていなかったので、驚おどろきふり返ると、そこにいたのは白い仮面と白い深しん衣いを身につけた、芝しば居いがかった出いで立ちの男。熒けい惑こくだ。

「熒惑。あなたはいつも突とつ然ぜん来ますね。今日は何事です？　面白いお話とは」

　熒惑は断りもなく朱西の隣となりの椅子に腰こしを下ろすと、長卓に頰ほお杖づえをつき、朱西の顔を覗のぞきこむようにして囁ささやく。

「正せい文ぶん殿でんに留めおかれていた周考仁が、今朝宮城を出て屋や敷しきに帰りましたよ。屋敷に帰るやいなや馬車を仕立て、廷てい県けん紅こう唐とう郷ぐん紅唐の周家別べつ邸ていへと向かった模様です。それは陛下の命令を無視してのこと。考仁は、あのまま罷免されるのではないかと思いますね」

（あのまま罷免される、と？）

　朱西は眉まゆをひそめた。

「それが事実であれば、鳳家にとっては好機ですが。そのような話は、刑けい部ぶ尚書や禁軍将軍から伝わってきません。これほど重要な出来事、彼らは真っ先に鳳家に知らせるはずでは」

「彼らは知らないと思いますね。陛下とその側近たちは、宰相との間に亀裂が生じたことを、必死に隠そうとしています。まあ、当然ですがね」

「陛下とその側近たちの結束は固い。侍じ官かんたちもよく教育されている。その彼らが隠し通そうとしている事実を、なぜあなたは知り得たんだ、熒惑。情報が漏もれるとしても時間がかかるでしょう。今朝のことをなぜ昼に知り得たのですか。その情報は信頼できるのですか」

　仮面の細い切り込みの奥に光る瞳ひとみに、笑いの色が浮うかぶ。

「蛇じやの道は蛇へびと言うでしょう？　信頼してもらって結構ですよ」

　その情報が本当であれば、朱西にとってはいろいろな意味で好機かもしれない。暫しばし考えた末に、答えた。

「わかりました。俺も調べてみましょう。周家の紅唐の別邸──初秋の庭なら、情報を集める手づるがあります」

　立ちあがった朱西は、白い仮面を見おろす。

（熒惑は常に、陛下に近い場所にいるに違ちがいない）

　この場で無む理り矢や理り仮面を剝はぎとりたい衝しよう動どうに駆かられるが、彼は常に用心深く、相手の挙きよ措そを見つめている。もみ合いになる以前に、身をかわして逃にげるだろう。

　下手へたなことはしない方がいいのだ、まだ。
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　考仁が去った後、祥飛は利範と景有、丈鉄にまで出て行けと命じた。そして足音も荒あらく寝しん室しつへ入ると、卓たく子しの上に置かれていた花か瓶びんを叩たたき落とし、化け粧しよう台の上に並べられていた装そう飾しよく品の箱を払はらい落とす。寝台にいた珠ちゃんが、祥飛の荒あれた気配に驚き、梁はりの上へと逃げた。

　周囲のものへ当たり散らす祥飛を、理美は出入り口の枠わくにすがりついて、おろおろと見守っているしかなかった。

　椅子を蹴けり倒たおした祥飛は、壁に飾られていた刺し繡しゆう飾かざりを引き剝がして床に投げ捨て、さらに卓子の上に置かれていた首飾りを手に取ると、力任せに引きちぎった。珠が床を跳はね、転がり散っていく。水差しを持ち上げて床に叩たたきつける。

　目につくものを手当たり次し第だい床に叩き落とし、壊こわし、めぼしいものがなくなると、肩かたで息をしながら寝台に身を投げた。そこに突つっ伏ぷし、両手で掛かけ布ふを握にぎりしめる。

　出会った頃の、冷れい酷こくで乱暴な祥飛を思い出し、理美はわずかに怯おびえていた。しかし彼が寝台に突っ伏し、拳こぶしを震わせているのを見ていると、徐じよ々じよに怖こわさが引く。

（ひどく傷ついていらっしゃる）

　絶望感に泣きわめきたいのを堪こらえるために、彼は暴れ回ったのだ。皇帝である彼は威い厳げんを保つため、無様に泣きわめくよりも、暴れ回る方がまだましと思ったのだろう。

　荒れた室内を横切り寝台に近づくと、祥飛の頭近くに腰かけた。突っ伏す彼の頭を撫なでる。

「堪えきれなかった」

　顔を伏ふせたまま、呻うめくように祥飛が口を開く。

「おまえに対する考仁の非道な行いは、許せない。すぐにでも宮城から叩き出したいと思ったが、考仁は必要なのだ。だから怒いかりを抑おさえ堪えようとしていた。だが……あの文ふみ」

「陛下は周宰さい相しようをお疑いなんですか？」

「疑ったわけではない。あれが離り間かんの計である可能性は高い。ただそうであったとしても、考仁は計を打つことを余に知らせず、勝手に動いた」

　祥飛を皇こう帝ていとして認め、その治世を守っている考仁だが、彼の行動には祥飛への侮あなどりが見て取れる。理美に対する行いも、祥飛への侮りと考えても差し支つかえないが、それに目をつぶろうとした。必死に耐たえたのだろう。しかしあの文で、追い打ちをかけるように見せつけられた侮りが、祥飛の胸に突き刺ささった。我が慢まんの限界を超こえた。

　堪えきれなかったと、まず祥飛は口にした。それは、いくら侮られようと堪えるべきだったという、後こう悔かいを吐と露ろする言葉だ。

（陛下をお助けしたい。どうにかして、周宰相と陛下の関係を修復しなきゃ）

　若い祥飛は柔じゆう軟なんで、理性的な判断もできるし、今回のような度たび重かさなる衝しよう撃げきがなければ我慢もできるはず。考仁を許し、受け入れることは容易たやすい。

　しかし、問題は考仁だ。蓮佳の屋敷で対たい峙じした考仁は、懐なつかしい思い出にすら感情を動かされない。その彼が祥飛に対して真に怒りを覚えたとしたら、宥なだめるのはかなり難しい。

　申し訳なく思う。こんなことになったのは、理美の存在があったからだ。

（わたしは、どうすればいいんだろう）

　無言で祥飛の頭を撫でていたが、手の動きを止めた。静かに語りかける。

「陛下は周宰相を、今まで通りにお側そばに置きたいと望まれますか？」

「望んでも叶かなわぬ。あの誇ほこり高い男が、戻もどってくるはずはない」

　くぐもった声に後悔が滲にじむ。

「これは……何が起きたの？」

　寝室の出入り口から、伯礼の柔やわらかい声がした。魅み惑わく的な美び貌ぼうの内ない侍じ監かんは、呆あきれたような顔で室を見回す。祥飛は身を起こし、軽く衣い装しようを整えてから姿勢を正す。

「なんでもない」

「これで、なんでもないのですか？　五ご龍りゆうが怯えて、梁の上で縮こまっていますが。野や猿えんが侵しん入にゆうして暴れでもしましたか」

　薄うす々うす、祥飛の仕し業わざとわかっているはずだが、伯礼はわざとらしく言う。

「余計なことは言わなくて良い。何をしに来た伯礼」

　怒りの余よ韻いんでとげとげしい物言いの祥飛に、伯礼は困った顔をする。

「遣いを頼たのまれました。それもこれも、陛下が戸こ部ぶ尚しよう書しよと礼れい部ぶ尚書、果はては丈鉄までも、出て行けと命じられたからだと。わたしならば良いだろうと戸部尚書が」

「利範がおまえに、何を頼んだのだ」

「呂蓮佳を早さつ急きゆうに解放するべきだと、陛下に申し伝えて欲しいと」

　祥飛は、はっとしたようだった。

「忘れていた。蓮佳のことを」

「蓮佳は、吏り部ぶ尚書候補にも挙がっている侍じ郎ろうです。粗そ略りやくにあつかってよい官職の者ではないはずです。罪がないならば早急に解放すべきかと。そして、もしまだ陛下が彼女を吏部尚書にと望むのであれば、就任の意思をこの機会に問うべきかと思いますが」

　伯礼の言葉に、祥飛は小さく溜ため息いきをつき頷うなずく。

「その通りだな……」

　素す直なおな祥飛の反応を見守る、伯礼の薄うす茶ちやの瞳は優やさしい。その様子を目にすると嬉うれしい。兄に優しく諭さとされ素直に応じる弟の姿は、いびつな関係を強しいられていた兄弟が、ようやくあるべき姿を取り戻したような気がするのだ。

　寝台から降りると、祥飛は胸むな元もとを整えてから伯礼に命じた。

「正文殿へ行き、蓮佳と対面する。利範と景有には、蓮佳は余と対面後に解放すると伝えよ」

　礼をとり、「承知しました」と答える伯礼の前を通り、祥飛は室を出ようとした。理美も立ちあがり、慌あわてて追う。

「お待ちください、陛下。わたしも蓮佳様に、改めてお礼を申し上げたいです。ご一いつ緒しよします」

　礼を言いたいのは本心だったが、それ以上に、心を乱した祥飛を一人で蓮佳と対面させることが心配だった。蓮佳の言葉は常に容よう赦しやがない。気持ちの乱れた祥飛の心が、またさらに乱されるかもしれない、と。







　祥飛の気持ちを慮おもんぱかって心配にはなったが、蓮佳への疑いが晴れ、彼女が早々に自由の身になるのは理美としては喜ばしい。何を考えているのか今ひとつ摑つかみきれない人ではあるが、結局、かどわかされた理美を匿かくまい保護してくれた恩人だ。

　取り次ぎも不要と、祥飛は直接蓮佳が滞たい在ざいしている室へと向かった。

　蓮佳の室へ近づくと、煙草たばこが強く香かおってきた。どうやら彼女は軟なん禁きん状態でも煙草を所しよ望もうし、気ままに煙けむりを吹ふかしているらしい。戸は開いていた。

「呂蓮佳。邪じや魔まをする」

　そう告げて出入り口に立った祥飛の背中越ごしに、奥の壁かべ際ぎわの寝台の上で片かた膝ひざを立て、行ぎよう儀ぎ悪わるく煙管キセルを手にする蓮佳の姿を認めた。昨日、祥飛や尚書たちの前に出たときと衣装は変わらないが、雰ふん囲い気きがまるで違う。折り目正しさも凜り々りしさもない。自じ堕だ落らくな色いろ香かを身に纏まとう、妓ぎ楼ろうに入り浸びたる優男のようだ。

　祥飛が現れたことに、蓮佳は驚おどろいているらしい。目を丸くして、ぽかんとこちらを見た。

「陛下？　まさか」

　気の抜ぬけた声で呟つぶやくのに、祥飛が応こたえる。

「おまえにあらぬ疑いをかけ、軟禁したことを詫わびに来た。入って話をしても良いか？」

　それで正気づいたらしい蓮佳は突とつ然ぜん、口元を押さえた。そこから呻くような声が漏もれるのでぎょっとしたが、よく見ると彼女の目は笑っていた。掌てのひらの下から漏れるのは笑い声だ。くくくくくっという、堪えきれない笑いを手で抑えているのだとわかり、祥飛も理美も顔を見合わせた。

　限界とばかりに、蓮佳は手を離はなし顔を伏せ、大声で笑い出す。

「何がそんなにおかしい」

　訝いぶかしげな祥飛の顔をちらっと見て、蓮佳はまたひとしきり笑うと、目め尻じりにたまった涙なみだをふきふき寝台から立ちあがった。

「いや、心から申し訳ございません、陛下。本当に、無礼を……」

　と言いながらも、笑いが漏れている。彼女は煙管を寝台の上の煙草たばこ盆ぼんに置くと、卓子に近づいてきた。

「どうぞおかけください。少々、散らかっておりますが」

「……少々……」

　と、祥飛が嫌いやな顔をしたのは無理からぬこと。たった二日しか滞在していないはずの蓮佳の室は、既すでに散らかり放題だ。卓子の上には茶器や酒器、圖ず書しよが散らばり、床ゆかにもなぜか、枕まくらや掛布が転がっている。ここに軟禁されてから彼女は、あれこれと衛え士じたちに要求して、必要なものを手に入れていたのだろう。

　席に着いた祥飛の斜ななめ背後に、理美は控ひかえた。蓮佳は卓子に近づくと恭うやうやしく一礼した。

「わざわざご足労いただき、痛み入ります。お召めしいただければ参上しましたものを」

「詫びを言うのに、呼びつけるわけにもゆくまい」

　するとまた、蓮佳の口元がひくひくと笑い出しそうに引きつる。

（どうしちゃったの、蓮佳様!?）

　祥飛の言葉にいちいち笑いそうになっている蓮佳に、冷や冷やする。祥飛も、とうとう鬱うつ陶とうしくなったのか憤ふん然ぜんと問う。

「いったい何なのだ、蓮佳。余が、何かおかしなことを言ったか」

「おかしなことは、何も。ただ、大変珍めずらしいものを現在進行形で拝見しているので。つい」

「何が珍しい」

「たかが侍郎に詫びる皇帝陛下というものが、珍しいのです」

「余が、あらぬ疑いをおまえにかけた。だから詫びる。それの何が珍しい」

「そう仰おおせられる陛下が珍しいと申し上げております。皇帝というのは、臣下に頭を下げる存在ではないと思っておりましたから」

　不ふ愉ゆ快かいそうに、祥飛は顔をしかめる。

「おまえの認にん識しき違ちがいだ。改めよ。とにかく笑うな。詫びに来たつもりだが、だんだん腹が立ってくる。席に着け。昨日のように立ちっ放しは止やめよ。立っていられると余計に鬱陶しいわ」

「承知いたしました」

　蓮佳は、祥飛と向かい合う席に座った。

「さっきも言ったが、まずは、おまえにあらぬ疑いをかけたことを詫びる。そして理美を助け保護してくれたことには礼を言う」

　祥飛が、取り次ぎもなく、供も連れてこなかったのは皇こう帝ていの威い厳げんを保つためだ。こうして臣下に詫びる姿を、無む闇やみに人に見せるべきではないからだ。

「ということは、わたしへの嫌けん疑ぎは晴れたのですね。犯人の目星がつきましたか？」

「だからこそ、おまえに詫びに来たのだ」

　答えた祥飛の声は忌いま々いましげだ。蓮佳は彼の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、軽く受け流す。

「それは良かった。まあ、疑われたのは当然のことで、彼女を助けたのも、ごく当然のこと。しかもこちらで過ごした二日間、煙草を所望したら、良い葉をもらえました。大変満足です」

　理美は、蓮佳に向かって礼をとる。

「蓮佳様。この度たびはご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありませんでした。けれど蓮佳様のおかげで命拾いしました。感謝しています」

「意図せずして救っただけのことだから、礼にはおよばない。美味うまい朝あさ餉げも食べさせてもらえたしな。さあ、では。これでわたしは屋や敷しきに戻れるのですね」

「帰って良い。しかしその前に一つ確認しておきたい。おまえは吏部尚しよう書しよの候補に挙がっている。余は昨日のおまえの言葉を聞き、尚書になれる者だと思った。余に仕え、余のために、吏部尚書になるつもりはあるか？」

　祥飛は真っ直すぐ蓮佳を見つめる。蓮佳は薄うすく微笑ほほえむ。

「正直な答えをお望みですか？　それとも、わたしの認識の中にある皇帝陛下にお答えするような、身分と礼をわきまえた返事をお望みですか」

「正直な答えを言え。身分だ礼だと些さ細さいなことにこだわり、本心が見えぬのは気持ちが悪い」

「では」

　と、蓮佳は居ずまいを正す。

「わたしには、吏部尚書になる覚かく悟ごがあります。それにより、自らの望みのために力を尽つくせる可能性があるからです。ただ陛下は先さき程ほど『余のために、吏部尚書になるつもりはあるか』と、問われました。そう問われれば、───否いな」




　　　三




（否と!?）

　要するに蓮佳は、祥飛のために務める気はないと言ったも同然だ。本人を目の前に堂々と言い放ったことに驚きよう愕がくした。蓮佳は、祥飛を怒おこらせるつもりなのかと。

　しかし祥飛は、眉まゆをひそめ訝しげな表情をしただけ。

　蓮佳は薄笑いのまま。考えるように沈ちん黙もくしていた祥飛だったが、暫しばらくすると口を開く。

「余のために吏り部ぶ尚書になるつもりはない。だが、自らの望みのためになら尚書になる。そういうことだな？　ならば、そのおまえの望みとはなんだ」

「国が豊かで、平へい穏おんであり続けることです。正直な答えをお望みでしたので、お答えします。国が豊かで平和であり続けるために、国を統治する者は必要です。畏おそれながら皇帝という存在は、国を保つ機能の一つと認識しております。その点においては陛下の存在は尊重いたしますが、わたしはあくまで国のために働きたい。陛下のために働きたいのではないのです」

　蓮佳は、とんでもなく無礼なことを口にしている。これはさすがにまずいだろうと、理美の顔から血の気が引き、思わず祥飛の顔色を読もうと体をずらした。

　確認した祥飛の横顔は、真顔。怒っている気配はない。

（陛下？　怒っていらっしゃらない？）

　静かに、祥飛は口を開いた。

「おまえの望みがそうであるなら、問題ない。呂蓮佳。吏部尚書に就任して務めを果たすのだ」

「おや、よろしいのでしょうか？」

　からかうような口調の蓮佳に、祥飛は頷うなずく。

「余の望みはおまえの望みと同じだ。余は、余のためだけを考える臣下が欲しいのではない。余のために国を乱し、民たみを虐しいたげるような臣下では困る」

　それを聞いた蓮佳の顔から、薄笑いが消えた。落ち着いた静かな表情になり、怜れい悧りさが際きわ立だつ。そして、おもむろに席を立つ。

「それは陛下の独断で決めてもよろしいことですか？」

「独断ではない。考仁と利範と景有が、おまえを推おした」

「陛下のために働きたいのではないという、この無礼な考えを彼らが許容しますか？　今一度、すくなくとも宰さい相しようとご相談されるべきではないですか。このような無礼な思考は許さぬと、宰相は言うかもしれませんが？」

「考仁は……去った」

　蓮佳は目を見開く。

「職を退くと言って宮城から去った。余は、認めなかったが」

　何処どこかが痛むように顔をしかめた祥飛に、蓮佳はずばりと言う。

「国には、宰相が必要です」

「しかし去ったのだ」

「宰相の確認も取れていない現状では、わたしは吏部尚書を受けられません」

「余が認めると言ってもか」

「わたしは、最も頼たよりになる頭脳と言うべき臣下の意見を聞かない皇帝に命じられても、吏部尚書にはなりません。宰相に今一度、意見をお求めください」

「あれが、そう簡単に戻もどるものか？　おまえもあれの旧知なら、よくわかっておろう」

　蓮佳は、ふっと笑う。

「ええ、そうですね。ならば無理ですね。ではわたしは、このまま工こう部ぶ侍じ郎ろうとして屋敷に帰らせていただきます。これからも粛しゆく々しゆくと、工部侍郎として務めましょう」

　きびすを返すと、蓮佳は煙草たばこ盆ぼんから煙草の葉の包み紙を取りあげて袂たもとに入れた。祥飛と理美に向かい、丁てい寧ねいな礼をとる。

「では、帰らせていただきます」

「待ってください、蓮佳様！」

　出て行こうと歩み出す蓮佳を、思わず引き留めた。一いつ旦たん足を止めた彼女は小首を傾かしげる。

「まだ何かあるのか？」

「本当に周宰相は、もう戻ってくださらないですか!?　蓮佳様はそう思われますか」

「戻らないとは答えていない。簡単には戻らないと陛下が仰おつしやったのには、同意したがね」

「ということは、簡単ではないけれど、戻る可能性はあるとお考えなんですね。だったら蓮佳様は、どうすれば周宰相がお戻りになると思われますか」

　食い下がる。蓮佳は、答えるか否か迷ったようだった。しかし理美の必死さを憐あわれんだのか、暫くの間の後に口を開く。

「若い頃ころからずっと、彼にとって大切なのは国だ。国が乱れることを彼は恐おそれる。それは変わらない。いくら皇帝陛下との間にいざこざがあっても、もし陛下が国を安定させるに足る皇帝であると認めるなら、彼は無条件で屈くつ辱じよくに耐たえて膝ひざを折り、その頭脳を使うだろう」

「それには、どうすれば良いんですか」

　泣きたいような情けない気持ちで問うが、蓮佳は肩かたをすくめただけ。

「さて、それはわからない」

　祥飛が、まるで考仁その人に挑いどむかのように、きっと蓮佳を見る。

「宰相の権限を拡大すると言えば、どうか」

　小こ馬ば鹿かにするように、蓮佳は鼻で笑う。

「拡大などしなくとも、考仁ならば陰かげでいくらでも自由に物事を操あやつるのですよ。表向きの権限が拡大すれば、逆に正式な手続きを踏ふむ必要が生じるぶんだけ面めん倒どうになる。しかも権限拡大など、陛下の独断で決めて良いことでしょうか？　尚書方はどうお考えになるか。鳳家派はどう出てくるか」

「所領を増やすと言えばどうか」

　さらに問う祥飛に、蓮佳はにべもなく返す。

「それは愚ぐの骨こつ頂ちよう。陛下が考仁を、私欲で動く者と見なしているととられかねない。さらに考仁は頑かたくなになるでしょう」

「では、考仁の献けん策さくを素す早ばやく実行できるように、手足として動く者たちを増やし」

「それは、そもそも、考仁が陛下の下もとで能力を発揮しても良いと意思を翻ひるがえしてから提案すべきこと。そのような細々したことを並べ立てたとて、聞く耳持ちますまい」

「なれば、どうせよというのだ」

　苛いら立だたしげに、祥飛は少し声を高くした。蓮佳は淡たん々たんと応じる。

「申し上げました。彼が戻ってくるだろう条件は、陛下が国を安定させるに足る皇こう帝ていであると、彼が認めるならと」

「結局それは、余に愛あい想そを尽かして去った考仁は、余が皇帝である限りは戻ってこぬということではないか！」

　拳こぶしを握にぎった祥飛に、蓮佳は表情一つ変えずに告げた。

「人の心を変えるのは難しい。金銀財宝を積んでも、権けん威いを振ふりかざしても、地位や名めい誉よを約束しても、脅おどしても、人の心は容易に変わるものじゃない。それで態度が変わる者もいるが、見せかけだ。心の奥底は、そんなものでは変わりはしないのですからね」

　それだけ言うと、なんの未練もなさそうに室を出て行った。

（蓮佳様が、行ってしまわれた）

　蓮佳の背中を見送ると、見放されたような寂さびしさを覚えた。おそらく祥飛は、理美よりももっと切実に、焦あせりや寂しさを感じているだろう。

　様々なものが、祥飛の手からすり抜ぬけているようだった。

　祥飛は唇くちびるを嚙かみ、自分の手元に視線を落とす。策は尽きたと、その横顔は嘆なげいているようだ。

（陛下も蓮佳様も、周宰相が必要だとわかっている）

　もし考仁がこの場にいて、蓮佳の言葉を聞き、それでも良しと告げれば、祥飛は蓮佳を吏部尚しよう書しよに就任させることができただろう。

　考仁がいなくなったために、吏部尚書選任も暗あん礁しように乗り上げた。しかも皇帝と宰相の間に亀き裂れつが入ったと知られれば、鳳家派の官かん吏りたちが何を画策してくるかわからない。

　考仁を失ったことで、祥飛はじりじりと追い詰つめられる可能性がある。

　こうなったのも理美の責任かもしれない。考仁が去ったのは、結局理美の存在が引き金だ。そう思うと、自分に何かできることはないかと強く思う。

（何かできれば……）

　と思ったとき、ふと自分の思考に疑問を抱いだく。

（できれば？　じゃあ、できないと思えば、『できません』と突つっ立っているしかないの？）

　そんなのは嫌いやだと、咄とつ嗟さに思う。

（できれば、じゃない。できないと思っても、やってみなきゃいけないことだってある）

　すると数日前に聞いた、朱西の声が脳のう裏りをよぎる。

　──考えなさい。

　自分に何ができるか、微び動どうだにせず考えていると、ふと頭に浮うかんだのは、今まさに目の前で打ちひしがれている祥飛その人の笑え顔がおだ。彼は「美味おいしい」と言って笑ってくれる。出会った頃には、そんな日が来るとは思ってもみなかったのに。あのときの祥飛と今の祥飛は、すっかり心のあり方が変わっている。

　──人の心を変えるのは難しい。

　蓮佳はそう言った。しかし現実に祥飛の心のあり方は確実に変わっている。

　もしあの頃の祥飛に理美が、和国からの金銀財宝の貢みつぎ物をせっせと渡わたしても、貿易の権利の拡大について交こう渉しようを買って出ても、祥飛からは適当な礼を述べられるだけで、彼の心が変わっていくことはなかったはず。

　しかし祥飛の心は変わった。

　料理をし、食べ、語り。そんなことをしていくうちに変わったのだ。

　政まつりごとをするのは人。考仁は、政という機構や機能そのものではなく、人なのだ。政については知識も権力もない理美だが、人に相対するのであれば、できることはあるかもしれない。

　水すい祇し宮きゆうの四阿あずまやで、美味しいと口にした祥飛の笑顔が理美の勇気になる。それを胸に抱くようにして決意し、顔をあげた。

「陛下。陛下が周宰相を求められるなら……、わたしが行きます。周宰相の説得に」

　驚おどろいたらしく、祥飛が理美にふり向いた。

「おまえが？　何を言いだすのだ、馬ば鹿かな。おまえに説得できるわけがない」

「けれど……周宰さい相しようはきっと、圧力にも利益にも意思を変えることはないのだと思います。蓮佳様もそのように仰いました、心を変えるのは難しいと。でも逆に心であれば、人に対するのであれば、政を知らないわたしでも向き合える気がします。周宰相と向き合う価値はあります。陛下が、再び周宰相を傍かたわらにと望まれるなら───試ためしてみたいです。陛下のお気持ちをわかってもらえるように、周宰相と向き合ってみたいです」

　真っ直すぐ祥飛の目を見つめる。

「わたしを、周宰相の元へ遣つかわしてください」

「考仁に連れ去られたおまえが、のこのこと考仁の元へ行くのか。よくよく馬鹿者か」

　馬鹿者呼ばわりされ、首をすくめた。

「それは、まあ。賢かしこいとは言いがたいですけど。でも周宰相は今、わたしに殺す価値を見み出いださないと思います。陛下の治世のためにわたしを亡なき者にしようとしたのなら、陛下の元を離はなれたあの方には、わたしは殺す価値もないはずです」

「だからと言って行けるのか。怖こわくないのか。惚ぼけているとは思ったが、二日前までのことを忘れるほどの惚けようなのか」

「いえ、それはさすがに覚えてますけど」

「ならば行くな。怖いならば」

「怖いです。でも」

　ほわりと笑えた。

「怖がっていても始まらないので。陛下が『行け』と命じてくだされば、怖いなぁと思いながらも、行けると思うんです」

「おまえは……」

　呆あきれているのか、祥飛は一いつ瞬しゆん言葉に詰まる。

「いや、だめだ。その前に良い方策を利範や景有に出させて」

「蓮佳様の仰おつしやることを聞いていると、どんな権威でごり押ししても、利益をちらつかせても、周宰相はお心を変えないように思えました。聞く耳は持ってくださらない。けれどそんな周宰相でも、お食事なら毎日召めし上がります。美味しいものを差しあげて、お味はどうですかと訊けば、不味まずいか美味しいかくらいは答えてくださると思います。そうやって一言でも周宰相の口から言葉がもらえれば、そこから会話のきっかけが生まれます。何気なく周宰相のお気持ちに触ふれることが、可能だと思うんです」

　祥飛は呻うめく。言われるまでもなく彼も、どんな対応策を考仁に示そうが、もはや受け入れてもらえない状じよう況きようだと良くわかっているのだろう。皇帝として公おおやけに、考仁の意思を変えさせる方策は手て詰づまりなのだ。この状態では、考仁との会話のきっかけが作れるだけでも価値はある。

　ついと一歩、理美は祥飛に近づき願う。

「陛下。遣わしてください、わたしを」

　悩なやみ迷い揺ゆれる祥飛の瞳ひとみを落ち着かせるように、真っ直ぐその目を見つめる。長い睫まつげが不安げに微かすかに揺れるのを宥なだめるように、ただ見つめた。

　ひどく迷っている。彼は理美を遣わすことで、わずかなりとも可能性があるなら、そうしたいと心の底では願っている。しかし同時に不安でもあり、役目を負わされる理美を可か哀わい相そうにも思い、躊躇ためらっているのだ。祥飛が理美の頰ほおに手を伸のばす。

「行かせぬ」

「いいえ、行きます」

　頰に触れる手に、手を重ねた。

「陛下はご存ぞん知じのはずです。これは必要なことだと。わたしが本当に、お役に立つかは、わかりません。けれど一ひと欠片かけらでも可能性があるなら行くべきだと。どうか命じてください」

　祥飛の瞳が潤うるんだように見える。

（陛下はなんて美しいんだろう）

　容よう貌ぼうが際きわ立だって整っているのに加え、不安や戸と惑まどいで揺らぐ瞳は美しい。不安や戸惑いが美しく見えるのは、その奥にはしっかりと筋の通ったものがあるからだろう。

「行かせたくない。おまえを考仁の元へ送るなど、不安でどうしようもない。ただ……蓮佳が言うように、余が打てる手は、ことごとく考仁に拒きよ絶ぜつされるのが目に見えている」

[image: ]

　悔くやしそうな顔で、続ける。

「しかし余は宰相を失えぬ。だから」

　苦しげに言葉を切り、暫しばし沈ちん黙もくしたが、意を決したらしく口を開く。

「だから行ってくれるか、理美」

　頰に触れた手を握にぎると恭うやうやしく額にあて、軽く膝ひざを折り、迷わず答えた。

「はい。陛下のために、参ります」
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　胸の中に、決意が固まっていた。祥飛が考仁を失えないと思っているのなら、そのために、わずかでも理美にできることがあれば、やるだけだ。

　しかも理美は蓮佳の屋や敷しきを出るときに、再び考仁と向き合う必要性も感じていたのだ。

（周宰相と、もう一度向き合わなきゃ。朱西様のためにも）

　朱西の抱いだく虚むなしさを取り去ることができれば、以前の朱西を取り戻もどせる可能性がある。それは理美の望みでもあるが、いまだに彼を憎にくみきれない祥飛のためでもある。

　理美は、すぐ考仁に会いに行こうとした。しかし考仁は屋敷にいないと、丈鉄から報告があった。彼は周家の出身地である廷県紅唐郷紅唐の、別べつ邸ていへと旅立ってしまったという。妻である陽夫人も夫の考仁から数刻遅おくれて紅唐へと出発し、周家は空らしい。

　そのことは祥飛にも報告された。

　理美が考仁の元へ行くには、廷県まで旅をしなくてはならない。遠出になることを祥飛は最初渋しぶったが、「大だい丈じよう夫ぶです」と笑って請うけ合う理美に説得され、丈鉄を護衛につけることを条件にして許された。

　旅立ちの前に、準備が必要だ。まずは水すい祇し宮きゆうで衣ころもや身の回りの品、あとは香かおり漬づけの壺つぼなどを運べるように荷造りした。それから再び宮城へとんぼ返りすると、伯礼に捕つかまった。ようやく帰ってきた理美が廷県へ旅立つと聞いて、四し夫ふ人じんが心配しているというのだ。

　紅唐までは馬車で一いつ泊ぱく二日かかる。考仁を追い、なるたけ早く安寧を発つべきで、のんびりしている暇ひまはなかった。そこで伯礼に、四夫人を食しき学がく堂どうへと連れてきてもらえるように頼たのんだ。

　食学堂の中にある役に立ちそうな圖ず書しよや書き付けを持って、旅に出るつもりだった。

　伯礼と別れ、真っ直ぐ食学堂へ向かう。

　今は、ときおり理美が出入りする程度なので、食学堂の文ふ机づくえにはうっすら埃ほこりが積もっていた。戸を開けて光と風を入れると、濃こい墨すみの香かおりが天てん井じようへ抜ぬけていく。

　圖書に囲まれた堂内を見回し、理美は暫しばらくの間立ちつくしていた。

（ここには、食学博はか士せであった朱西様の気配が濃い）

　だからこそ息苦しくなり、今までは堂内に入る機会があっても、逃にげるように出ていた。

　しかし蓮佳の屋敷で朱西は、彼が鳳家当主となった目的は、考仁への鬱うつ屈くつした思いを晴らすためと、鳳家を瓦が解かいさせるためだと認めた。朱西が本当の意味で祥飛の敵でないと確信できた。彼が祥飛を欺あざむく芝しば居いを止やめれば、元の彼に戻ってもらえる。

　しかしそのためには、朱西が抱く虚しさを消すことが必要だ。考仁への鬱屈がある以上、考仁を苦しめるために有効な鳳家当主の立場を捨てはしない。

（うまくすれば、朱西様を取り戻せる）

　希望があるので、今この場所にいても逃げ出したくはならない。逆に力が湧わいてくる。

　よしと腕うでまくりして、理美はまず文机に山と積まれた書き付けへと手を伸ばす。一枚一枚手にとって、そこに書かれている内容を確かく認にんする。理美の知らない知識で、考仁と再び対たい峙じしたときに役に立ちそうなものを探す。

（書生の食生活とかが書かれている圖書があれば、いいのに。後で棚たなから探してみよう。あとは、苛いら々いらを治めるとか、気持ちを和なごませるとか、そんな食材や調理方法）

　朱西がいてくれればと思う。彼は食学堂にある圖書のほとんどの内容を記き憶おくしており、「こんな書が読みたい」と言えば、迷わず取り出してくれていた。

「まあ、なんて埃ほこり臭くさい場所かしら」

　出入り口に華はなやかな色しき彩さいが現れ、呆れたような声が聞こえた。

「宋貴き妃ひ様。余淑しゆく妃ひ様、温賢けん妃ひ様、鳳徳とく妃ひ様。みなさま申し訳ありません。ご足労いただいて」

　四夫人が、食学堂の出入り口から物もの珍めずらしそうに中を覗のぞいている。

　埃臭いと開口一番苦情を言った宋貴妃は、領巾ひれの端はしで鼻と口を押さえて、片方の袖そでで顔の前をぱたぱた扇あおぐ。

「いやだわ、埃まみれになりそう」

「では、そこで見ておいでになれば良いよ、宋貴妃様は。これほど圖書があるのは圧巻ね」

　迷わず入ってきた鳳徳妃は棚に近づき、並べられた圖書に手を伸ばす。温賢妃はこわごわと入ってきて書しよ架かの背の高さに目を瞠みはり、「あの上の圖書はどうやって取るのかしら」と、呟つぶやいた。

　余淑妃はぴょんと敷しき居いをまたいで入ってくると理美にぴたりとくっつき、腕に腕をからめた。

「何をなさっていらっしゃるの？　お姉様」

「旅に持参するのに必要な、圖書や書き付けを集めているんです。あっ、そうだ」

　名案を思いつき、四夫人を見回した。

「来ていただいたついでと言ってはなんですが、わたしが、こんなことが書かれた圖書が欲しいと言ったものを、この中から探してくださいませんか？」

「はっ!?　嫌いやよ」

　戸口の外から、即そく座ざに宋貴妃が拒きよ否ひした。

「そもそも、なぜあなたが廷県まで旅することになってしまっているの。その理由も聞きたいわ。おかしな行方ゆくえ知れずになって、やっと帰ってきたと思ったら、また廷県へ行くなんて」

「えっと、ちょっと。周宰さい相しように会いに」

「なぜ皇后候補のあなたが、宰相に会いに行く必要があるんですの？」

　温賢妃が首を傾かしげる。事情を話せば長くなる。しかも考仁が祥飛の命令を無視したことは、伏ふせられている。誰だれもが、考仁がなぜ急に別邸へ行ったのか不思議がってはいても、祥飛との間に亀き裂れつが生じたとは思っていないはず。四夫人にすら、詳くわしく話してはならないことだ。

「陛下のために、行く必要があるんです」

　理美の答えに、四夫人は顔を見合わせた。彼女たちは互たがいに目配せし、小さく頷うなずきあった。

「要するに、とっても大事な御ご用ようがあるんですね」

　余淑妃が、くりくりした目で理美を見上げる。

　口に出せない事情があると理解する四夫人の、察しの良さが有り難がたかった。彼女たちの耳にも、考仁と蓮佳が数日、正せい文ぶん殿でんに留めおかれたことは聞こえているはず。そこから何かがあったのだと、すぐに判断したのだろう。「はい」と答えると、鳳徳妃は肩かたをすくめる。

「では、仕方ないね。圖書を探すとしようか。どんな内容のものが欲しいの？」

　宋貴妃が「ええっ」と不満そうな声を出す。

「探すんですの？　圖書なんか引っ張り出したら、ますます埃が」

「宋貴妃様はそこで見てれば良いじゃないですか。わたしは、お姉様のために探しますけど」

　あっけらかんと言った余淑妃に続いて、温賢妃も微笑ほほえむ。

「わたしも、やりますから。宋貴妃様はどうぞ、そちらで。退たい屈くつなら後宮に戻られても」

「まあ、仲間はずれにするつもり!?」

　宋貴妃は眉まゆを吊つり上げ、思わずのように堂内に入ってきた。

「おや、探されるんですか？」

　わざとらしく鳳徳妃がにやにやするのに、宋貴妃はぷんとそっぽを向く。

「探しますとも。雪宝ほう林りん、何が欲しいかさっさと仰おつしやい！　誰よりも素す早ばやく探してさしあげる」

「ありがとうございます、宋貴妃様」

　上手うまく操あやつられてしまった宋貴妃と、してやったりという表情の鳳徳妃と、顔を見合わせて笑った余淑妃と温賢妃の様子が微笑ましくて、理美は久しぶりに心から楽しい気分になる。

「書生の食生活について書かれたもの。気分をやわらげる、気分を落ち着ける食材について書かれたもの。あとは、そうですね。南小三国と廷県紅唐郷の食についてとか」

　四夫人たちはめいめい、任せなさいと言って書架に取りついた。

　余淑妃は、学問が苦手だとしきりに言って困った顔をしながら書架を端から見ていたが、他ほかの三人は、圖書には馴な染じみがあり、嫌きらいではないらしい。圖書の並びから当たりをつけたり、つけられた書名から推測して圖書を手に取り、開いて中身を確認し、これはと思うものを文机の上に次々重ねた。

　引き続き理美は、文机に山積みにされた書き付けに目を通していた。どの書き付けも、朱西の整った文字で埋うめられている。その中で、ことに丁てい寧ねいにまとめられている書き付けがあった。

　質の良い紙に、行ぎよう儀ぎ良よく並んだ文字には、書き損じの跡あともなく墨が滲にじんだ様子もない。簡単な図も添そえられ、熱心さが伝わる。

　書き付けというより圖書の紙面としても良い程ほど、完成されていた。

（これ。これが午ウー睡シエ餅イピンだ）

　図で示されているのは、五弁の花をかたどった平たい焼き菓が子し。

　記された文字を読むと、南小三国で数百年前から祝い菓子として作られている菓か子しだとある。練った米粉の薄うす皮かわで、甘く炊たき込んだ白豆から作る餡あんを包んで両面を軽く焼き付ける。

　中の白しろ餡あんには龍りゆう華か果かという、南小三国特産の果物の砂さ糖とう漬づけを混ぜ込むらしい。この龍華果には独特の花に似た芳ほう香こうがあり、それがこの菓子の特とく徴ちようで珍ちん重ちようされる要因とのこと。崑国では十五年前、考仁の発案で龍華果の輸入が始められ、安寧の都では、洒落しやれた国外のお菓子として瞬またたく間に広まったという。

　午睡餅という名は、南小三国で使われる南語をそのまま崑語に直訳したものらしい。

　名の由来は、昼間に眠ねむ気けを誘さそうほど心ここ地ちよくなる菓子であるから。あるいは、気持ちの良い昼ひる寝ねを目覚めさせるほどに魅み力りよく的な菓子であるから、とある。

（名の由来が幾いくつかあるのは珍めずらしくない。けれど、眠りを誘うのと、眠りを覚ますのとじゃ、二つの由来が真逆だわ）

　面おも白しろいことがあるものだと思う。同じものを見ていても、人によって真逆の内容を感じることがある一例だろう。

　午睡餅についてはとても綺き麗れいにまとめられている。朱西が子どもの頃ころ好きだったという菓子だ。思い入れがあるのだろう。

　龍華果の記述には、注意書きが添えられていた。芳香がかなり強く独特である。慣れれば大変美味と言うが、慣れる以前に強い抵てい抗こうを示す者がいるし、いくら食べても慣れない者もいると、くどくど書かれている。

　どことなく苦情めいていて、綺麗に整った紙面には余計なことのように思えた。

　この書き付けは持っていこうと決め、持ち出す予定の圖ず書しよに重ねた。

「気をつけてお行きなさいよ、雪宝林」

　何冊目かの圖書を文ふ机づくえに運んできた鳳徳妃が、心配顔で声をかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶです。道中の護衛には丈鉄様がついてくれますし、周宰相も乱暴はなさらないでしょうし。心配なのは、お目にかかれもせず、追い返されることくらいですけど」

　そうなったら、屋や敷しきの門前で座りこみをする覚かく悟ごだ。

「それよりも周宰相がお側そばにおられず、丈鉄様もわたしに同行するので、陛下がお寂さびしくないかが気がかりです。四し夫ふ人じん方が陛下のお側にいてくださるので、それだけが頼たよりです」

「わたしたちだけではなく尚しよう書しよ方も、伯礼もいるわ」

　と答えた鳳徳妃は、ふと眉をひそめた。

「ただ伯礼は……。わたしは伯礼も心配だ。危ない真ま似ねをしないかと」

　成せい華か城じようでの一件から、伯礼に対して嫌けん悪おを顕あらわにしていた鳳徳妃が、彼の身を案じる言葉を口にしたのが意外だった。

「伯礼様の何がご心配なんですか？　内ない侍じ監かんのお務めに、危ないことはないと思いますけど」

　周囲を気にする様子を見せてから、鳳徳妃は声をひそめる。

「伯礼は陛下のために、鳳家の動きを探さぐろうとしている。陛下は鳳家当主、食しき学がく博はか士せの裏切りは、見せかけだと期待しているところがある。陛下が鳳家当主に気を許すような真似をしないか、わたしも伯礼も不安に感じた」

「裏切りが見せかけでも、気を許しては、だめなんですか？」

　朱西の裏切りは見せかけだ。理美はそれを信じていたし、本人も「そうだ」と認めたことだ。祥飛が気を許しても問題はなく、となると、伯礼が鳳家を探る行こう為いも無む駄だなことではないか。

「見せかけで敵になった者が、あのように陛下を追い詰つめ続けるものか？」

　ぎくっとしたのは、蓮佳の屋敷で朱西と見つめ合ったときのことを思い出したから。彼は全すべて陛下のためだ、あなたの推測は正しいと言ったが、その言葉を口にする彼の目を見ていると、どこか違い和わ感かんを覚えた。

　わずかに動どう揺ようし、理美は鳳徳妃から視線をそらす。

「わかりません、わたしには」

「そうね。誰にもわからない。だからこそ伯礼が動こうと決心したのだからね」

　小さく溜ため息いきをつき、鳳徳妃は心配そうな目をしながらも笑え顔がおを作った。

「とにかく、無事に行って戻もどっていらっしゃい。帰ってきたら後宮で、また菓子を作ってちょうだい。皆みなでお茶を楽しみましょう」

　戸と惑まどいを隠かくして、「はい」と頷いた。

　四夫人が探してくれた圖書と、自ら選んだ書き付けの束を抱かかえて食学堂を出た理美は、祥飛に紅唐へ向けて出発する挨あい拶さつをし、水すい祇し宮きゆうへ戻った。丈鉄もすっかり旅たび支じ度たくを済ませていたので、翌日の早朝、水祇宮を発たった。

　理美の乗る一頭立ての小さな馬車と御ぎよ者しや。そして騎き乗じようして馬車の傍かたわらに付き従う丈鉄。

　朝の光の中、馬車と一騎きの人馬は紅唐へ向かう。

　考仁の出発に遅おくれること、まる一日。あちらはそろそろ、紅唐に到とう着ちやくしている頃だろう。




　　　二




　彼は茶さ楼ろうの二階の窓辺に座り、夜の街に繰くり出した人々の頭を見おろしていた。彼の楽しみはさして多くないのだが、こうやって夜の都に繰り出し、茶楼の二階から人の頭を見おろすのが、近ちか頃ごろは気に入りの時間の過ごし方だ。

　揺ゆれる灯あかりに照らされて人が蠢うごめく姿を見ていると、自然と笑えてきた。笑い声が漏もれる。

「ああやって生きていて、何がそんなに楽しいのか」

　彼は、幼い頃から利発な子と言われていた。子どもや、時には大人ですら無む邪じや気きに信じている常識というものを、常に不可解に感じていた。

　先祖の武ぶ勲くんにより皇こう帝てい陛下に賞されたから、我が一族は豊かな生活が約束されている。

　貴族であるから、身分のない者とは交わらない。

　我が一族は子々孫々まで、皇帝陛下に心からお仕えするのが誇ほこりだ。

　そういった一族の教えを聞かされる度たびに、彼らがそう信じて疑わない根こん拠きよはなんだろうかと訝いぶかしんだ。それを問うと必ず「建国に際しての武勲」だとか「皇帝陛下から賜たまわった身分があるから」とか、そういった答えが返ってきた。

　しかし過去の武勲は先祖の誰だれかの武勲であり、今生きている者の手て柄がらではない。

　皇帝陛下から賜った身分というが、そもそも皇帝陛下が特別な身分を誰かに与あたえられるほどの存在なのかと、訝しんだ。皇帝とはいえ人間だ。神ではない。人間が同じ人間に対して、特別なものを与えられるのだろうか、と。

　だから彼は、身分など気にしたことがなかったし、常に自分たちの生活に後ろめたさを感じていた。屋敷を抜ぬけ出しては町の子どもたちに交じって遊び、病の親を抱える子の家に、こっそり何年も小麦を届けたりしていた。

　そのうち、遊び仲間だった屋敷の使用人の娘むすめと恋こいをした。丸顔で、愛あい嬌きようのある顔立ちで、気立ての良い娘だった。笑顔がくしゃくしゃで、それが可愛かわいい娘だった。

　お互たがいまだ十四、五歳で、手を握にぎりあうことすら躊躇ためらわれるような幼い恋だったが、幼いからこそ純じゆん粋すいで一いち途ずで、何物にもかえがたいほどその思いは強かった。

　彼はその娘と添いたいと願ったが、両親に知られれば必ず反対されるとわかっていたので、どうしたものかと考えあぐねていた。しかし両親は薄うす々うす感づいていたらしい。

　ある日、その娘が屋敷から姿を消したのだ。

　両親の仕し業わざだと気がついた彼は、彼女を何処どこへやったのかと問い詰めた。両親は事もなげに「出入りの商人が雇やとっている船乗りが、嫁よめを欲しがっていたのでやった」と答えた。

　彼は激げき怒どし、彼女を取り戻そうと、出入りの商人の屋敷へ乗りこみ、娘を嫁にしたという船乗りを探しあてた。

　船乗りの家は馬小屋のようなあばら屋で、汗あせ臭くさい藁わらが敷しかれた寝しん台だいしかない、貧しい様子だった。彼女はそこにいたが、彼をひと目見るなり、怯おびえたように体を震ふるわせ「帰ってくれ」と泣いた。泣きわめいた。その様子は、気がおかしくなったかと思うほど激しく、彼女の中にある何かが壊こわれてしまったのだと察した。

　それを察した瞬しゆん間かん、彼の中でも何かが壊れた。そのとき甲かん高だかい耳鳴りのような音が、一瞬左右の耳を突つき抜けた。もし心が砕くだける瞬間に音があるとするなら、彼はその音を確かに聞いたのだと思った。

「意味もなく楽しげにできる輩やからの思考は、理解できないな」

　笑いを収めた彼は、卓たく子しに置いた笑いの形を刻んだ白い仮面を手に取り顔につけ、立ちあがった。

　周考仁は、このまま事実上罷ひ免めんされると彼は確信していた。皇后候補の雪理美が今朝、考仁の説得に向かったらしいが役には立つまい。小娘が操あやつれるほど、考仁は単純ではない。そして考仁を去らせた皇帝には、機を見るに聡さとい呂蓮佳なら、なびくまい。

　祥飛の周囲から一つ一つ大切なものが剝はぎとられ、ついには頼りない少年皇帝が一人、強がりながら惨みじめに立ちつくす未来を想像する。憐あわれな姿は、憐れなだけにかえって美しいだろう。

（もっと、もっと、面おも白しろくしてやろう）

　数日前、この場所で対面した内侍監蔡伯礼の、真意の読みづらい、美しい薄うす茶ちやの瞳ひとみを思い出す。あの瞳を見つめていると、彼の不ふ遇ぐうな過去と現在の葛かつ藤とうが想像できて、ぞくぞくした。壊れた心を糧かてにして這はい回ろうとしているなら、伯礼は自分とよく似ている。

　伯礼がなぜ鳳家に接せつ触しよくを図はかったのか、真意はまだわからない。慎しん重ちように見み極きわめる必要がある。ただ彼は使い方次し第だいで、あたりまえのようにそこにあるものを、かき乱すのに使える存在だ。

　災わざわい星は微び笑しようする。
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　都、安寧がある安あん県けんの南に隣りん接せつするのが、廷県だ。

　廷県紅唐郷の紅唐は港町であり、国外───特に南小三国との貿易拠きよ点てんとして栄えていた。無数にある崑国の港町の中で、最も栄える二つの港町、大二港と呼ばれる港の一つである。

　安寧から紅唐までは、馬車で一いつ泊ぱく二日の道のり。馬を乗り継つぎ、休まず走れば一昼夜。

　周家の別べつ邸ていは港を見おろす崖がけ上うえにある。紅唐の人々から初秋の庭と呼ばれるその屋や敷しきは、夏の終わりから秋にかけて見み頃ごろの草木が庭院にわに配されているので、その季節が最も美しい。

　遠目で崖の上を見れば、鈍にび色いろの屋根と朱しゆ色いろの柱が美しい建物に、慎つつましやかに咲さく草花や、色を変える木々の葉が彩いろどりを添そえる。

　赤い欄らん干かんの歩ほ廊ろうが崖のぎりぎりまで張り出し、輝かがやく海を見み渡わたせた。

　欄干に手を添えて立つ周考仁は、正面から海風を受ける。

　正午には紅唐に到着し、街中で昼ひる餉げを済ませた後に、初秋の庭に入った。庭院も海の景色も、一年のうちで今が最も美しいときだ。しかし考仁は、さしたる感かん慨がいを抱いだかない。

「つまらぬ場所だ」

　一人呟つぶやく考仁は、この屋敷で少年時代の一時期を過ごした。かつてここが周家の本ほん邸ていであったが、考仁が官かん吏りになってからは、安寧に屋敷を構えてそちらを本邸としたのだ。

　周家はもともと貿易商であったが、数代前から官吏を育てることに熱心になり、登用試に合格する者を援えん助じよし、養子にし、地方官吏の家いえ柄がらになった。

　考仁が周家の養子に入ったときは、一族に早世する者が相次ぎ、次代を継ぐべき者がいない状態だった。南小三国から無一文で引きあげてきた考仁一家は、明めい晰せきな考仁の頭脳をかって養子にしたいと申し出た周家当主に、二つ返事で息むす子こを引き渡した。

　おまえの将来のためだ。養子になった方がいい暮らしができる。いろいろと両親は口にしたが、結局は口減らしだ。周家から考仁の両親に、幾いくばくか金が渡ったことも知っていた。

　気持ちは複雑だったが、これは幸運なのだということもわかっていた。

　養父は養子となった考仁に、命じた。「おまえは官吏となりなさい」と。その他ほかの選せん択たく肢しはない。しかし考仁はそれに反発することなく、受けいれた。

　なぜなら、官吏になりたかったからだ。

（望み通りに官吏となり、宰さい相しようにまで上り詰つめながら。なぜわたしは、このようなところで海など見ていなければならない）

　唇くちびるを嚙かむ。様々な者に対しての憤いきどおりが胸の中に渦うず巻まく。

「あなた」

　歩廊の向こうから呼ばれ、考仁は驚おどろき、そちらにふり向いた。海風に吹ふかれながらこちらにやって来るのは、陽夫人だった。

「英えい香か。なぜ来た」

　祥飛の命令を無視して宮城を出た後、考仁は屋敷に帰るとすぐに旅支度をして紅唐郷へ向かった。陽夫人には「暫しばらく別邸で休きゆう暇かを取る」とだけ言い出てきた。陽夫人はすぐに、考仁の後を追ったのだろう。

「休暇でございましょう？　わたしも息いき抜ぬきをして心を落ち着けたくて、良い機会だと思い追って参りました」

　なんのつもりだろうかと訝しむ。彼女は考仁の妻だが、彼女が心から自分を愛して妻になったとは思っていない。妥だ協きよう、あるいは打算の結果だと推測している。安寧の屋敷で、考仁の不在を満まん喫きつすればいいものを、なぜ追って来たのか不可解だった。

「紅唐に馴な染じみはないだろう。そんな場所で心が安らぐとは思えん」

「馴染みがない方が、良いのです。安寧の屋敷は朱西の思い出が多すぎます」

「その名を口にするな」

　考仁は陽夫人を睨にらみつけた。

（苦情を言いたいがために来たか）

　陽夫人は朱西が去った原因を考仁に求め、それを糾きゆう弾だんしたいのだろう。しかし煩わずらわしい癇かん癪しやくじみた感情に、つきあうつもりはない。

「良いか、この別邸に滞たい在ざいするつもりであれば、二度とその名を口にするな」

　厳しく命じると、きびすを返して室へ入った。陽夫人は切なげな視線を海へ向ける。
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　朝あさ餉げが準備された卓子に、文ふみが一つ置かれていた。宛あて先は鳳家当主となっている。

　朱西はそれに気がついて、朝餉の席に着く前に文を手に取り広げた。読み進め、小さく呟く。

「熒惑の情報は、やはり本当だったか」

　それは一昨日おととい、以前より食しき学がくの食材集めで世話になっている、紅唐の商人に出した早文への返事だった。早文は馬を使って昼夜関係なく走るので、相手の返事さえ迅じん速そくなら、情報は二日で手に入る。

　朱西は、初秋の庭に誰だれかがやって来た気配はないかと問い合わせたが、返事は、朱西の望むよりはるかに詳くわしい事情を伝えてきた。

　一昨日、初秋の庭に考仁が入り、少し遅おくれて陽夫人が入った。彼らは長期滞在を考えているらしく、食材をかなりの量購こう入にゆうしたし、料理人や下働きを求めていると。

　崑国宰相ともあろう者が、長々と別邸で休暇を過ごす余よ裕ゆうはない。祥飛と決けつ裂れつし、宮城を去ったのは本当のことだろう。

（そのことは公おおやけになっていない。新たに宰相を立てるために、極ごく秘ひに動いているのか。もしくは再び周考仁が宰相として戻もどることを願い、説得を試みているか）

　文を手に、暫しばし朱西が思案していると、鳳寧ねい孫そんがゆったりとした足取りで室に入ってきた。

　寧孫は現在、鳳家の主権を朱西に渡し、ほとんど隠いん居きよのような生活をしていた。朱西がそう仕向け、寧孫もそれに従っていた。ただ朝餉は朱西ととりたいと、それだけは寧孫が強く希望するので、可能な日は一いつ緒しよの卓たくに着くことになっていた。

　相変わらず見事に白しら髭ひげを整え、矍かく鑠しやくとしている寧孫だったが、鳳家当主であった頃ころの貪どん欲よくな気配が薄うすらいでいる。当主の座を譲ゆずり、安心しているようにも見える。

「誰からの文なのだ、朱西」

「紅唐の旧知の商人からです。情報を知りたくて、問い合わせていたのですが」

「良い知らせか？　そうならば安心だが。近ちか頃ごろは我が鳳家派に与くみする官吏たちも、何やら不安材料があるらしいからな。気をつけよ」

「なんのことでしょう」

　寧孫は卓たく子しに着いて下働きに給きゆう仕じを命じてから、答えた。

「禁軍将軍と刑けい部ぶ尚しよう書しよが、周考仁と通じている恐おそれがあると聞いた」

「熒惑ですね。そんなことをお耳に入れたのは」

　不快さに、朱西はわずかに眉まゆをひそめる。

　熒惑があの文を朱西に見せたとき、すぐさまそれが考仁の仕し掛かけた離り間かんの計だとわかった。離間の計は、見破られるのを前提として仕掛けられるもの。離間の計が仕掛けられたと認にん識しきした後、わずかな諍いさかいが内部であったとき、「あのときは離間の計として片づけられたが、やはり事実の裏切りだったのではないか」と、疑念を起こさせるための仕掛けだ。

　それを防ぐには、仕掛けられたこと自体を極力広めないのが得策。

（熒惑がそれを、認識していないとは思えない。なんのつもりでお祖父じい様さまに知らせたのか）

　不ふ審しんではあったが、それを寧孫に気取られては、また不要な心配を寧孫に植え付けることになる。朱西は微び笑しようして見せた。

「その件に関しては、ご安心ください、あれは周考仁が打った離間の計。彼の手に乗らないためには、鳳家派内にこのことを伏ふせておくのが一番良いのです。お祖父様も、うかつに口にしないようにお願いします。ところで」

　文を懐ふところに収めながら、朱西は何気なく告げた。

「俺は数日旅に出ようと思います」

「何処どこへ行くのだ」

「紅唐です」




　　　三




「わぁっ！　海！」

　馬車の窓から、陽ひの光を反射して銀色にきらめく海うな原ばらを目にした理美は、思わずはしゃいだ声を出す。和国から海を渡って崑国に来てから、おおよそ一年半。久しぶりに海を見た。

　和国で理美が暮らしていた斎さい宮ぐう寮りようは山中にあった。崑国の都安寧は、赤せき河がと呼ばれる大河のほとりに発展しているのだが、やはり内陸にある。

　理美にとって海は、物もの珍めずらしくて、美しくて、恐ろしいとさえ思うほど広々していて、惹ひきつけられる。海は和国に繫つながっているということも、魅み力りよく的に思える要因かも知れない。

　理美の膝ひざの上でうつらうつらしていた珠ちゃんが、潮風に反応して起き上がった。膝の上で立ちあがって窓まど枠わくに前足をかけると、外に顔を出す。

「珠ちゃん、海は初めて？　綺き麗れいでしょう？」

　潮風に細い髭ひげをそよがせ、珠ちゃんは目をくりくりさせる。その瞳ひとみの青さと海の青さは、美しく澄すんでいるところが似ていた。

（陛下はご心配だろうけど、珠ちゃんに海を見せられたのは良かったかも）

　海を見つめる珠ちゃんの背を撫なでた。

　理美が紅唐に行くことになったので、当然理美から離はなれたがらない珠ちゃんも、一緒に旅することになる。祥飛はそのことが不安な様子だったが、どう説得しても珠ちゃんが理美から離れようとしないので、結局は同行することになったのだ。

　騎き乗じようし、伴ばん走そうしている丈鉄が、海風を受けて気持ちよさそうな顔をする。

「和国の貿易船は紅唐に入る。あんたは紅唐から崑国に入ったんだろ？　懐なつかしいんじゃないか」

「いいえ。わたしの乗っていた船は、海から赤河の河口をさかのぼって、安寧の近くまで入りましたから。港町は初めてです。あれが大二港と呼ばれる港町の一つなんですね」

　前方のゆるい下り坂の下には、湾わんに沿うように橙だいだい色いろをした瓦かわら屋根が目をひく家が密集していた。桟さん橋ばし近くは水深があるらしく、大型商船が横付けされていた。小型から中型まで、五、六隻せきの商船が入港しており、湾内は小型の手こぎ船が動き回っている。

「周家の別べつ邸ていというのは、どれでしょうか」

　丈鉄は、港に向かってせり出している崖がけの上を指さした。

「おそらく、あれだな。周家別邸。別名、初秋の庭ってやつだな。俺も初めて来るが」

　指さされた方向を見ると、数すう棟むねが連なった大きな屋や敷しきが目に入る。鈍にび色いろの屋根に色を添そえるように、周囲にはとりどりの草木が植えられている。

　理美は、考仁より一日遅れで出発した。彼は昨日、既すでに到とう着ちやくしているはずだった。

「さて、どうするか。いきなり乗りこむか？　それとも紅唐で一いつ杯ぱいひっかけて、酔よっ払ぱらって勢いでもつけてから、行ってみるか？」

「そうしたいのは山々なんですけど、のんびりもしていられませんから。今から行きます」

「いい度胸だ」

　にっと笑った丈鉄は、御ぎよ者しやに初秋の庭まで行くように指示した。

　紅唐の町へ向けて下っていた坂の途と中ちゆうに、崖へ向かう枝道がある。そこに入ると、道はまた急な上り坂になり、程ほどなく平へい坦たんになると視界が開けた。崖の上に佇たたずむ屋敷は、海を背景にすることを計算して造られたらしく、遠目で見ると一いつ幅ぷくの画のようだった。

　白い塀へいで囲われた屋敷の門は、巡めぐらせた塀の一部を半円でくりぬいた造り。門の上には鈍色の屋根が載のり、屋敷の格式の高さを見せつける。

　理美は門前で馬車を降り、丈鉄も少し離れたところに馬を繫いだ。珠ちゃんはどうしようか迷ったそぶりの後、結局馬車から飛び出して理美の裳もの中へと潜もぐりこんだ。

　屋敷は静かだった。広いわりには、使用人が少ないのだろう。

　馬車の気配に気がついたのか、庭院にわの奥から侍じ女じよが姿を見せた。見覚えのある顔だった。相手も理美に見覚えがあるらしく、小首を傾かしげた。彼女とは蓮佳の屋敷で一度、わずかな時間顔を合わせた。陽夫人が連れていた侍女だ。

「あら、あなたは……。確か呂家で」

　侍女が近づいてきた。

「突とつ然ぜんに伺うかがって申し訳ありません。わたしは雪理美という者です。周宰さい相しようにお目にかかりたくて、安寧から来ました。わたしの名を伝えていただけませんか。周宰相はわたしをご存知です」

「雪理美ですね。わかりました。少々お待ちを」

　奥へ入ってからいくらも経たたずに、再び侍女が出てきた。とても困ったような顔をして近づいてくると、言いにくそうに口を開く。

「ごめんなさい。考仁様は、あなたの名に覚えがないと。追い返せと言われてしまいました。お引きとりください」

「物忘れがひどいなぁ、あの人は」

　丈鉄が苦笑いでまぜっ返すが、理美も当然、あっさり会えるとは思っていなかった。

「お目にかかりたいんです。もう一度、取り次ぎをお願いできませんか」

　とんでもないと言わんばかりに、侍女は首を横にふる。

「無理です。考仁様は一度命じられたことは、簡単に変えられません。しかももう一度なんて、わたしは恐ろしくて」

　拒きよ否ひされるのは、覚かく悟ごの上で来た。神しん妙みように頷うなずく。

「わかりました。ならば、周宰相が会ってくださるまでここでお待ちします」

「待たれても、絶対にお会いになりませんよ。お引き取りください」

「わたしにも、帰れない理由があるんです。邪じや魔まにならないようにいたします。お屋敷には一歩も入りません。ただ、こちらで待ちます」

　理美は門の脇わきに避よけ、侍女に向かってにっこりする。

「ね。こちらなら、邪魔ではないですよね」

「ええ、邪魔ではないですが」

　邪魔ではないが、かなり鬱うつ陶とうしいだろう。鬱陶しさに耐たえかね、使用人たちがぶつぶつと文句を垂れ、それで考仁が苛いら々いらし、理美を怒ど鳴なりつけに出てくればいい。

　侍女は理美の様子を気にしながらも、屋敷の奥へと戻もどっていった。

　御者は馬車とともに紅唐の街へ向かわせて、宿で休むように指示した。

　丈鉄は理美の隣となりで、塀に背をつけて腕うで組ぐみし、空を見上げる。

「さてと。いつまで待つよ？　理美」

「周宰相が出てくるまで、待とうと思うんです」

「何日かかるんだ、そりゃ。俺が刀を抜ぬいて押し入った方が早くないか？」

「早いですけど、説得するのには失敗しそうです」

「だろうな」

　打つ手なしというように、丈鉄はまた視線を上げる。

　立ち続けていたが、屋敷の中は変わらず静かで、誰だれかが出てくる気配はない。

　そのうち日が傾かたむく。海の向こうへ太陽が落ちる様は、目も開けられないほどに海が橙色に染まり、美しかった。

　陽が沈しずみ、暗くら闇やみが落ちる。秋の虫が草むらで鳴き出すと丈鉄が、「そろそろ、飯にするか？」と言って、腰こしにつけていた袋ふくろを探さぐり、「ほらよ」と、乾ひ涸からびた何かを差し出してきた。

「これ……食べ物ですか？」

「干し肉だ。と、これは水」

　腰につけていた小さな瓢ひよう簞たんを手に取り振ってみせると、ちゃぷちゃぷと音がした。

　贅ぜい沢たくを言っていられる状じよう況きようではないので、有り難がたく齧かじり付く。最初の一口目の干し肉は、ひたすら固くて塩しお辛からかった。だが嚙かんでいるとじわりと旨うまみが出てきて、なかなか美味おいしい。珠ちゃんも、理美の手の上でガジガジと必死に齧り付いていた。

「丈鉄様が作ったんですか？　美味しいです」

　もぐもぐしながら問うと、彼は自じ慢まんらしく顎あごをそらす。

「お袋直伝だ」

　丈鉄は以前、彼の母親は密みつ探たんで、恨うらみを買って殺されたらしいと話してくれたことがある。それを思い出して胸が痛むが、同時にふと、彼の父親はいないのだろうかと気になった。

「丈鉄様のお父様は、どうされたんですか」

「生きてるぜ。ぴんぴんしてる、嫌いやになるほど」

「お父様がご健在なのは、何よりですね。でも丈鉄様はいつも宮城にいますよね。お父様は寂さびしがっていませんか。会いに行ったりしないんですか？」

「うんざりするほど会ってる。今も、会いたくもないのに会いに来てる」

　最後の言葉の意味がわからず首を傾げると、丈鉄は苦笑いした。

「心配するなってことさ。俺はそもそも親父おやじ殿どののことは父親だと思えないし、大だい嫌きらいだからな」

　父親を父と思えず大嫌いとは、心配すぎる。しかし丈鉄にそれ以上話す気がなさそうなので「仲良くなれたら良いですね」とだけ、返事した。

　疲ひ労ろうは、じわじわと足や背中にくる。座りこみたいが、もうすこし頑がん張ばろうと思い、あえて背筋を伸ばしてみた。そのうち睡すい魔まもやってくる。理美の肩かたに乗っていた珠ちゃんも、眠ねむさに耐えかねたのか、するすると裳の中に潜りこんでしまう。

（なかなか、手て強ごわいなぁ。でも当然かも。周宰相だものね）

　頑張ってみたところで、なんの効果もない。そんな気分に襲おそわれだしたのは深しん更こう。丈鉄を付きあわせていることも、申し訳なくなってくる。

（出なおすべきかも）

　これは長期戦になるかもしれない。となると、ずっと突つっ立っていることもできない。雨風が防げるよう準備を整え、それから本格的に腰を据すえるべきかもしれない。

「丈鉄様……今日はもう、とりあえず……」

「一いつ旦たん、引きあげるべきかもしれません」と声をかけようとしたそのとき、壁かべにより掛かかっていた丈鉄がはっと身構えた。

「誰かが来るぞ」

　丈鉄の視線を追うと、門の内側の庭院の奥に揺ゆれる蠟ろう燭そくの炎ほのおが見えた。

　蠟燭の炎は徐じよ々じよにこちらに近づいてくると、門のところで立ち止まる。

「あなたは……照しよう照しよう？」

　蠟燭を手にして現れたのは、優やさしげな面おも差ざしの女性。陽夫人だった。理美の顔を見て目を丸くした。急いで姿勢を正し、深々と礼をとる。

「陽夫人。お邪魔をしています」

「どういうことですか？　わたし付きの侍女が、今夜はいやに外を気にしているから、何かあるのかと訊きいたら。雪理美という人が考仁を訪ねて来て、会わないとお断りしたにもかかわらず門前から離はなれてくれないと言うものですから。お帰りいただけるように説得に来てみれば……。雪理美というのは、あなたのことですか？　照照……では、ないのですか」

「はい。蓮佳様のお屋や敷しきでは、呂家の厨ちゆう房ぼうでいただいた名を名乗っていました。本当の名は雪理美と言います」

「蓮佳のところでも不可解に感じていました。身なりも良いし躾しつけもされている。料理人に見えなかったわね。あなたは何者なの？　なんの目的でここにいらっしゃったの」

「まだ公こう謁えつしか終わっていませんが、わたしは一応、皇后候補なんです。今も、陛下のお側そば近くにお仕えしています」

「皇后候補……あなたが」

　陽夫人は、改めて理美をまじまじと見つめる。

「陛下に遣つかわされ、周宰さい相しようにお目にかかるために来ました」

「陛下の遣いですか？　いったい、どんな」

　畏おそれ、警けい戒かいするような陽夫人に聞いてもらおうと、理美は必死に言葉を継つぐ。

「陛下は周宰相に、宮城にお戻りいただきたいと望んでおいでです。そのためにわたしを、遣わされました。どうか周宰相にお取り次ぎください。陛下のお気持ちを直接お伝えして、戻っていただきたいんです」

「考仁は一度断ったら、二度と会うとは言わない人です。けれど……あなたは陛下の遣いでいらしたのね？　陛下は考仁が戻ることを望んでくださっている、そう言いましたね？」

「はい。お願いします、どうか」

　暫しばらく思案した後、陽夫人はゆっくり頷いた。

「わかりました。ならば、屋敷の中へお招きしましょう」

「本当ですか!?」

「ただ、考仁とあなたが会話できる保証はありません」

　声を弾はずませた理美に、釘くぎを刺さすように陽夫人は告げた。

「あなたを、呂蓮佳の屋敷で知り合いになったお友だちとして、わたしがお招きします。そうすれば考仁は、正面切って追い出せとは言えないはずです。ただし、わたしにできることは、そこまで。彼を椅い子すに座らせ、あなたの話を聞かせることは、できません」

　屋敷に入れてもらえれば、方策を考えられる。願ってもない提案だったが、なぜ陽夫人がそこまでしてくれるのか不思議に思う。

「入れていただけさえすれば、周宰相とお話しできるように自分で努力します。けれど、なぜ入れてくださるんですか。わたしをお屋敷に入れたら、周宰相が陽夫人に腹を立てられるかと」

「ええ、大変不ふ機き嫌げんになるでしょうね」

　苦笑いで答える。

「けれど、陛下がお許しくださるなら、考仁は宮城に戻るべきだと、わたしは思います。あの人は根っからの官かん吏りです。官吏として生きてこそ、彼の幸せもあるでしょう。だからあなたを、お招きします。さあ、お入りなさい。お供の方も、どうぞ」

　歩ほ廊ろうの足元の所々に蠟燭が灯ともされていたが、屋敷の中はかなり暗かった。灯あかりのついている室もなく、侍じ女じよや下働きをほとんど連れて来ていないのがわかった。

　陽夫人に連れられ、庭院にわを縫ぬうように設けられた歩廊を歩いていると、寄せては返す波音が遠く聞こえ、潮の香かおりがした。

　理美に与あたえられた室は、庭院の中央にある趣しゆ味みの良い離れだった。考仁や陽夫人が寝ね起おきする建物とは別べつ棟むねなので、考仁を下手へたに刺し激げきすることもなく、理美も緊きん張ちようを強しいられることは少ないだろう。

「離れには、室が二つあります。どちらも二間続きなので、息苦しくはないと思います」

　陽夫人は室に入ると、手にある蠟燭から室内の燭しよく台だいに火を移す。

　二間続きの室がぼうっと明るくなると、丈鉄は室内を見て回り、構造を確かめる。

　陽夫人は少し気の毒そうに告げた。

「夜食をさしあげられれば良いのですが、この度たびは料理人を同行させていないのです。紅唐で雇やとった料理人は通いで、朝にならなければ来ないので、今は、なにも出してさしあげられません」

　陽夫人は「では、ゆっくりお休みなさい」と言うと、離れを出て行った。

　暫くして、陽夫人付きの侍女がやって来て、寝しん台だいを整えた。さらに必要なものはあるかと訊くので、大だい丈じよう夫ぶと答えると、彼女は随ずい分ぶん二人を門前に立たせたことを詫わびてくれる。そして丈鉄が「かえって悪かったな」と言ってにこりとすると、ほんのり頰ほおを染めて出て行った。

　ようやく落ち着くと、裳もの中に隠かくれていた珠ちゃんが、ちょこんと顔を出し裳を上って、理美の肩に座った。警戒するように理美の髪かみの毛を体に巻きつけ、きょろきょろしている。

「大丈夫よ、珠ちゃん。ここは周宰相の別べつ邸ていの中だから。入れてもらえたのよ」

　離れの中をひととおり確かく認にんした丈鉄は、大きく伸のびをしてから窓まど枠わくに腰こしかけた。

「屋敷に入れたのは、言っちゃなんだが奇き跡せきだな」

「そうですね。わたしは、何日間か門前に居座ることになったら、棒を四本立てて筵むしろの屋根をつけて、小屋でも作ろうかと思ってました」

「その下で、俺とあんたが座ってるのか？　みっともなくて、ぞっとするな。そんな羽目にならなくて良かったぜ。とはいえ、どうする？　屋敷に入ったとはいえ、陽夫人が言うように周考仁はあんたなんか無視するはずだ」

「どうすれば良いのか、わかりませんけど。まずは明日、お邪じや魔ましていますとご挨あい拶さつします」

　何も考えつかないので、とりあえずそう返事した。

「はぁ、ご挨拶な」

　と、丈鉄は呆あきれた顔をした。







[image: 四章◆港町　紅唐]




　　　一




　考仁が祥飛の命令を無視し、自ら宰相を退くと宣言して去ったことは、ごく一部の者しか知らない。その場にいた戸こ部ぶ尚しよう書しよ登利範、礼れい部ぶ尚書迅景有、理美。あとは、その後に祥飛から直接事情を打ちあけられた丈鉄と、伯礼、呂蓮佳のみ。

（困ったことになった）

　伯礼は思案しながら内ない侍じ堂どうを出て、外朝と繫つながる大門へと向かっていた。両りよう袖そでをあわせ、内侍として作法に則のつとった静かさで、ゆらゆらと歩む。

（理美が周考仁の説得に向かったと聞いたが、それに望みを託たくすのはいかにも頼たよりない）

　考仁が戻もどらないとなれば、新たに宰相となる者を早さつ急きゆうに立てなければならない。ぐずぐずしている間に、鳳家がどんな手を打ってくるかわからない。

（順当なところで、戸部尚書か礼部尚書が宰相になるべきか。しかし彼らで抑おさえが利きくか）

　考仁は、先せん帝ていの時代から宰相を務めた実績があり、宮きゆう廷てい内の官吏たちの一部からは信しん頼らいがあついし、ある一部からは畏おそれられてもいる。

　鳳寧孫が早々に職を退いて隠いん居きよしたのも、考仁が官吏たちを密ひそかに籠ろう絡らくしていき、寧孫が尚書として進める仕事がことごとく頓とん挫ざする結果になり、居づらくなったためだと言われている。

　考仁が支える皇帝であるから、若い新皇帝を認めようという気風が、皇帝派の一部にあるのは確か。

　考仁が皇帝派を見放したとなれば、同じように見放そうとする官吏たちも出る。

　大門を潜くぐり、幾いくつもある歩廊を通り抜ぬけて昇しよう龍りゆう殿でんの方へ向かっていた。歩廊の左右に、花が終わった泰たい山さん木ぼくが植えられている場所にさしかかったとき、庭院の方から「伯礼」と声をかけられた。立ち止まり声の方向をふり向くと、泰山木の幹に隠れるように白い仮面が見えた。

　逆光が眩まぶしく目を細める。

「熒惑？」

　驚おどろき、伯礼は思わず周囲を見回した。

「なぜこのような場所に。文ふみをいただければ、どこか宮城の外へ参りましたものを」

「君に、頻ひん繁ぱんに差出人不明の文が届いたら、怪あやしむ者が出るだろう？　内侍たちは、ことに細かいからね。今日は君にこれを渡わたしたくてね」

　幹の裏側から腕うでが伸び、泰山木の足元に、親指程度の大きさの黒い小こ瓶びんが置かれた。

「それを、毎日陛下が口にするものに数すう滴てきずつ入れてみるがいいよ。君の望みが叶かなうのが早くなる」

「それは、なんですか？」

　ふふふっと笑い声が聞こえた。

「魔ま法ほうの薬だ。ではね」

　枝をかき分ける音がして、気配が消えた。

　伯礼は泰山木へと向かい、根元に置かれた小瓶を手に取る。

「毒か」

　熒惑がぬかりないのは、毒の名も、どのような症しよう状じようを引き起こすかも告げなかったこと。伯礼がこれを使えば、毒に見合った症状が出る。もし伯礼が「使った」と噓うそをついても、毒の性質に見合った症状でなければ噓がばれる。

「試ためされているということか」

　この毒をどう利用するべきかは悩なやましかったが、一つ確信したことがある。

（熒惑は常に、宮城内にいるということだ。こうやって自由に出入りし、そして陛下の症状を間近で観察できる場所に）

　小瓶を袂たもとに入れると、皇帝の居室へと向かう。

　祥飛は居室の文ふ机づくえについて、糸いと綴とじの古い書面の束を読んでいた。食い入るような、真しん剣けんな横顔に声をかけることが躊躇ためらわれる程ほどだったが、彼の方が伯礼に気がつき顔をあげた。
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「誰だれかと思えば、伯礼か」

「何をそんなに、真剣に読んでいらっしゃるのですか」

「先帝の御み世よになされた事業について、読んでいた。この書面だけ読むと、父皇帝が素す晴ばらしい皇帝だったように思える」

　さも嫌いやそうに言うので、笑ってしまった。文机に近づき書面の束を覗のぞきこむ。

「大二港の整備と拡かく充じゆう、南小三国と和国との貿易を活発化させるための条約締てい結けつ。登用試の見直しをおこない、男女身分によらず、地方官吏や博はか士せの推挙による登用試受試を可能にしたこと。呂蓮佳は、この見直し後の登用試を受けて官吏になったのでしたね。宮城内で噂うわさになったので、覚えています」

「実際のところ父皇帝は、後宮でだらだらと過ごしていただけだが」

「政まつりごとを動かしていたのは周考仁です。彼は皇帝が政に無関心なことを咎とがめず、徹てつ底てい的に無関心でいさせた。それによって皇帝の権けん威いを自由に利用したのですから」

「そしてその結果がこれか。百年後には父皇帝の実像など伝わらず、この功績だけが残り、賢けん帝ていであったと言われる。考仁は皇帝の権威を自由に利用したかもしれぬが、悪用どころか……至し極ごく真っ当に政を進めたのだ」

　古い資料をかき集め今いま更さら読みふけっているのは、思い悩んだからだろう。頭を抱かかえるのみではなく、何かを知り、それによって答えを求めようとする、その態度は好ましかった。

　紙束を文机に置くと、祥飛は目を閉じた。

「余は愚おろかだ。理美を亡なき者にしようとしたこと、余に何も知らせず計を打つこと、それによって垣かい間ま見みえた考仁の余に対する侮あなどり。それらを我が慢まんできなかった。今、皇帝の座にあるのは余ではあるが、これは余である必要はない。皇帝が誰であろうとも、考仁さえ宰さい相しようとして力を振ふるっていれば崑国は安定するのではないか？　であれば、考仁を去らせた余は愚かだ。今一度、考仁を認めなければ、余は暗君として歴史家に嘲ちよう笑しようされる皇帝になる」

「そうならないために、理美を行かせたのでしょう？　彼女の身を不安に思いながらも。どこまで彼女が役に立つかも、わからないまま。ただ、微かすかでも可能性があるならと。陛下は可能な限りの手を打っていると思われます」

　目を開くと、祥飛はすがるように伯礼を見上げる。

「余がすべきことは、それだけか？　理美ではなく、余が紅唐へ行くべきだったのではないか」

「皇帝が臣下に頭を下げるために、宮城を出て旅をするのですか？　皇帝は、そのように軽々しく動いて良い存在ではありません。おわかりでしょう」

　優やさしく諭さとすが、祥飛はそれでも納なつ得とくしかねるように目をそらさない。

「よくわかる。皇帝が臣下に頭を下げるために旅をしたとなれば、笑いものになりかねぬ。しかし少なくとももう一度、考仁と話をする必要があるのだ」

「周宰相を宮城に連れて来れば良いのです」

「考仁は絶対に帰らぬ。堂々めぐりだ」

「周宰相以上の宰相を求められては？」

「そのような、あてがない」

　自じ嘲ちようするように笑った祥飛は、開いた窓へ視線を向けて暫しばらく黙だまり込む。庭院にわの木々が微び風ふうに揺ゆれる様を見つめていたが、何を考えたのか、ふと呟つぶやく。

「……それでも」
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　微かな波音で目が覚めた。

　屋や敷しき内はまだ誰も目覚めた気配がなく、二間続きの室は広くて静まりかえっているので、崖がけ下したの波音がよく聞こえる。隣りん室しつには丈鉄が寝ねているはずだが、物音はしない。

（そうか。初秋の庭に入れてもらったんだ）

　年季の入った天てん井じようを見上げていると、お腹なかが鳴った。

（昨日のお昼辺りから、ろくなものを食べてないから）

　理美でさえお腹が鳴っているのだから、丈鉄は空腹で目め眩まいがしそうだろう。

（朝あさ餉げを早めにいただけないかな？）

　寝しん台だいから降りて衣い装しようを整えていると、寝台の枕まくら元もとで眠ねむっていた珠ちゃんが目を覚まし、大きな欠伸あくびをしてから肩かたに這はい上ってきた。

「珠ちゃんも、お腹が空すいたわよね。待ってて、何か美味おいしいものをもらってくるから」

　珠ちゃんはうんうんと頷うなずくと、素す直なおに肩から降りて卓たく子しにちょんと座った。「待ってるね」と言わんばかりの、きらきらした期待が満ちる青い瞳ひとみに見送られて、室を出た。

　東の空がうっすらと明るくなっていた。紅唐の街を見おろす、低い山の連なりの稜りよう線せんが輝かがやいている。良い天気になりそうだった。

　厨ちゆう房ぼうは何処どこだろうかと、離はなれを出て庭院を巡めぐるように配された歩ほ廊ろうを歩いてみる。

　夏が終わると庭院は普ふ通つう、急にもの寂さびしくなるものだ。しかし初秋の庭と呼ばれるだけあり、この別べつ邸ていの庭は今が見み頃ごろ。わずかに枯かれかけた色味や紅葉もみじが楽しめる草木が配されているので、実りの秋の喜びを感じさせるような、美しく落ち着いた彩いろどりがある。桔き梗きようも多く植えられていた。青あお紫むらさきの色味は、庭院の中でひときわ目を引く。

　うろついていると、昨日応対に出てきた、陽夫人付きの侍じ女じよの後ろ姿を発見した。

　そこは母おも屋やと棟むね続つづきになっている西側の建て屋で、造りからして、使用人たちが寝起きする場所と思われた。井い戸どのある簡素な庭院に面した室の前で、彼女は両手を口に当て、呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

「あの、すみません」

　声をかけると、彼女はひゃっと声をあげて飛びあがってふり返る。理美の顔を見ると、「ああ、あなたなの」と言い、安心したような落らく胆たんしたような顔をした。

「何かあったんですか？」

「これ」

　と、彼女は絶望的な表情で室の中を指さした。そこは土間の厨房だった。厨房奥の野菜籠かごには野菜が山盛りになり、作業台の上には乾ひ物ものや、塩しお漬づけの肉らしきものが笹ささの葉に巻かれて置かれ、整然と並べられていた。綺き麗れいに整理整せい頓とんされ、しんと静まりかえっている。

「綺麗に片付いてますね」

　と、にこやかに答えたが、はてと首を傾かしげた。

「もう夜が明けますよね？　朝餉の準備を始めてないと間に合わない。料理人は何処に」

「来ないの。あのお爺じいちゃん、昨夜は砂糖と塩を間ま違ちがえて、とんでもない料理を作ったし。帰り際ぎわに、朝が弱いから昼まで寝るんだとか、ぶつぶつ言ってたし。心配はしていたんだけど、街で見つかった料理人はあのお爺ちゃんしかいなかったし。このままじゃ、朝餉が出せない」

「朝餉がない……」

　空腹だった理美は哀かなしい気持ちになるが、その傍かたわらで侍女がいきなり頭を抱えた。

「ああ、どうしよう！　ご主人様は笑って『仕方ないわね』とお許しくださるだろうけど。考仁様は、わたしのことをこの世で最も無能な娘むすめ呼ばわりして、家に叩たたき帰すと仰おつしやるに決まってる！　わたし、家に戻もどされたらすぐに結けつ婚こんさせられてしまう！」

「結婚!?」

　唐とう突とつな結婚話にびっくりしながらも、理美は悲観する娘の肩を慌あわてて抱だく。

「なんの話かわかりませんけど、平気です、平気！　大だい丈じよう夫ぶです。それなら、……わたしが作りますから」

　咄とつ嗟さにそう言った。
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　娘は涙なみだ目めで理美を見上げた。

「作る？　あなたが、まさか」

「作れます。安心してください、えっと、あなたの名は」

「小しよう葉ようよ」

「こう見えても料理人なんです。任せてください、小葉さん。あ、でも、急ぐのでお手伝いを少しお願いします」

　請うけ合うと厨房に入った。小葉も、ふらふらと理美についてくる。

（竈かまどの種火が完全に落ちてる。火をおこして、使えるようになるまでの時間と、調理する時間を考えると、凝こったものは作れない）

　作業台の上にある食材と、山盛りの野菜籠に素す早ばやく目を向ける。

（乾物は戻しの時間が必要だから、使えない。すぐに火が通るような野菜と、玉子は使える。塩漬け肉は、細かくして使えばすぐに火が通る）

　作るものを決めると、小葉に向き直った。

「竈に火を入れたことはありますか？　包丁を使ったことは？」

「え、いえ。ないわ」

　宮きゆう廷ていにあがる侍女は貴族や官かん吏りの娘たちが主だが、貴族や官吏の屋敷に仕える侍女は、富ふ裕ゆうな庶しよ民みんの娘が、行ぎよう儀ぎ見習いのために勤めていることが多い。庶民でも、街ではお嬢じよう様さま方と言われる立場の彼女らは、そもそも厨房に入ったこともないだろう。

「じゃあ、この青菜を洗ってください。お願いします」

　野菜籠から笊ざるに青菜を二束ほど移して渡わたすと、小葉は素直に「わかった」と返事をして井戸に向かった。その間に理美は塩漬け肉の包みを解き、固まりのそれを切り分け、切り分けたものを細かく刻む。そうしていると竈の火が大きくなってきた。頃ころ合あいと見て、米を探して洗い、鉄てつ鍋なべにたっぷりの水とともに入れて竈にかけた。

　見る間に太陽が昇のぼり、厨房内も明るくなってきた。

　竈にかけた鍋から、蒸気が立ちのぼりはじめている。

　井い戸ど端ばたから帰ってきた小葉から青菜を受け取り、こちらも細かく刻んだ。そしてもう一つ鉄鍋を出し、米を煮にている隣となりの竈に置く。じわじわと鉄鍋の底が熱くなったのを見計らい、油を入れ、細かく切った塩漬け肉を一気に入れた。ぴちぴちと油が跳はねる音に、小葉はびっくりして飛び退のいたが、すぐにぱっと目を輝かせた。

「良い匂におい」

　塩漬け肉を炒いためる香かおりが厨房に充じゆう満まんする。さらに、青菜を入れて炒める。そうしていると米の鍋が沸ふつ騰とうし、ぐつぐつと鍋ぶたの端はしから汁しるがあふれ出す。

「うん、いいかも」

　碗わんに玉子を三つほど割り入れて、隠かくし味の砂糖を加え、溶ときほぐし、準備した。

　米を煮ていた鍋の蓋ふたを取ると、蒸気とともにふわっと米の香りが立ちのぼる。

　そこに、今しがた炒めたばかりの青菜と塩漬け肉を入れた。塩を少し加え、ひと混ぜ。さらに準備していた溶き玉子を加え、軽く混ぜ、火から下ろすと再び蓋をして蒸むらす。

　ふーっと一息ついて、窓から空の様子を確かめた。

「塩漬け肉と青菜のお粥かゆ、できたわ。もう少し蒸らせば、玉子もふんわりするし。周宰さい相しようと陽夫人に出せる……」

　と言いかけたときに、ひしっと抱きつかれた。

「ああっ！　ありがとう！　これで考仁様に叩き出されなくてすむわ」

　小葉は涙目だ。あまりに大げさに感謝されるので、びっくりした。

「お粥でこんなに感謝されたの、はじめてかも」

「昨夜の夜食から、ろくなものを出せていないのよ。その上、朝餉が出せないなんて言ったら、考仁様の怒いかりが爆ばく発はつする。そしたらわたしは家に戻されて、顔も知らない男と結婚よ」

「そうなんですか!?」

　仰ぎよう天てんすると、小葉は目め尻じりをふきふき、粥を入れる鉢はちや碗、匙さじを探しはじめる。理美も手伝う。

「わたしの父は、南小三国からの食材を商あきないする商人なんだけど。わたしは、生まれたときから、父の商売仲間の誰だれかの息むす子この妻になる予定になっているんですって。それが嫌いやでたまらずに、行儀見習いに出されたのをいいことに、今日まで周家に仕えているのよ。ご主人様は、いつまでもいて良いと言ってくださってるし」

　政略結婚というところだろうか。何処の世界でも、無む慈じ悲ひな婚こん姻いんや仕打ちはあるものなのだろう。理美も和国から貢みつぎ物として来たのだから、小葉と似た立場だ。親しみを覚える。

「豪ごう商しようの家に生まれるのも、楽じゃないんですね」

　しみじみと応こたえると、小葉は苦笑いした。

「まあ、みんな楽しいばかりで、生きてはいけないわよ。あなただって半日、門前に立ちっぱなしでいなくちゃならなかった事情があるんだし」

　そこで小葉は何かに気づいたように、きょとんとして理美にふり向いた。

「そういえば。そもそも、あなた何者？　料理人と言ってたけど、武官を連れてるし。ご主人様もお客様としてあつかうし。の、わりには、考仁様は追い返せと言うし。こうやって本当に料理ができるし」

　小葉の疑問はもっともで、理美本人も、自分の身分や立場は、かなり変則的だと思っている。

「料理人なんですけど。ちょっとした巡り合わせで、ちょっと身分の高い人から、ちょっと遣つかいを頼たのまれたんです」

　詳くわしく説明すると長くなりそうなので、理美なりに的確に手短に答えた。小葉は気の毒そうな顔をした。

「大変ねぇ、お遣いなんて」

　小葉と二人で朝あさ餉げを整えていると、ちりちりと鈴すずが鳴った。陽夫人が小葉を呼んだ合図で、朝餉を準備しろということらしく、彼女は慌て出す。

「ご主人様と考仁様が、席に着かれたんだわ！」

　二人でバタバタと準備を整えていると、時間がかかりすぎるのを訝いぶかしんだのか、厨ちゆう房ぼうの出入り口に陽夫人が姿を見せた。小葉と理美が、粥を鉢に注いだり、薬味の小こ鉢ばちなどを整えたりしている様子を見て、目を丸くする。

「まあ、理美。厨房にいたのですか？　二人だけ？　料理人はどうしましたか、小葉」

「料理人が、今朝は来なかったんです。でも理美が粥を作ってくれました。もうすぐ朝餉をお持ちできます」

「呂家では料理人として紹しよう介かいされたけれど、本当に料理をなさるのね」

　陽夫人は目をぱちくりさせた。

「以前から……いえ、今も、わたしは料理人で。親しい方々にはいつもお菓か子しを所しよ望もうされてますし、蓮佳様にも朝餉を作って……えっと……。わたしのような立場の者が、厨房であれこれするなんて本当は良くないと知っています。けれど、そうすることが自分の価値だと思ってしまっているし、辞やめられそうにないので開きなおってみようかと。朝餉も作ったので、いっそ今日から、わたしに皆みなさまの料理を作らせてください。料理人として」

「料理人としてですって!?」

　あまりに驚おどろいた顔をされたので、すこし恥はずかしくなり縮こまる。

「すみません。駄だ目めでしょうか」

　小葉が喜んで飛びあがり、手を打つ。

「それがいいわ！　ご主人様、理美は料理が上手ですよ。そうしてもらうべきです」

「それは、わたしたちには有り難がたいことですが。あなたは、本当にかまわないのかしら」

「もちろんです。料理できるのは嬉しいです」

　陽夫人は微笑ほほえんだ。

「なんだか、本当に変わった方ね。食べ物にそんな……」

　と言いかけて、何を思いだしたのか、陽夫人はふっと寂さびしげな目をした。

「朱西も、食しき学がく、食学と、夢中になっていたのに」

「ご主人様」

　小葉が気き遣づかわしげに眉まゆ尻じりを下げたが、陽夫人は気を取り直したように微笑む。

「朝餉を準備してくださって助かりました。ありがとう、理美。小葉、考仁が待っています。朝餉を運びなさい。理美、あなたも室でゆっくりと召めし上がってください」

「周宰相と陽夫人に朝餉を饗きようする役目、わたしでは駄目ですか。周宰相に、わたしがお屋や敷しきに入ったことをお知らせしなければなりません。これは丁度良い機会です。お知らせが遅おくれれば遅れるだけ、いつから屋敷に入り込んでいたのだと、さらに不興を買いそうな気がします」

　理美の提案に、躊躇ためらうように陽夫人の瞳ひとみが揺ゆれるが、すぐに頷うなずく。

「そうですね。その方が良いかもしれません。では、お願いできますか？」

「すぐにお持ちします」

　礼をとると、陽夫人は「頼みます」と言って去った。

「度胸あるわね、朝から考仁様の顔を見たいと希望するなんて」

「見たいわけじゃないですけど。早く知らせておかないと、もっと怒おこられそうな気もするから」

　それもそうねと答えた小葉は、陽夫人の去った方向をちらっと気にしてから、不満そうに口を尖とがらせた。

「さっきご主人様が言っていたけど、知ってる？　周家の若様、───朱西様というのだけど、実は鳳家の直系だったらしいのよ。それがわかった途と端たんに、周家をあっさり捨てて鳳家に行ってしまったの。育ててもらった恩も義理も、顧かえりみずにね。そして考仁様と敵対しているんですって。おっとりしてらしたから、あんなお方だとは思っていなかったわ。それでもご主人様はまだ、朱西様のことは悪く仰おつしやらないのよね」

「周宰相と朱西様は仲が悪かったんですか？」

　ちょっと天てん井じようを見て考えて、小葉は答えた。

「わたしは周家に奉ほう公こうしてから三年くらいだから、昔のことは知らないけど。わたしの知る限り、仲が良かったとは言えないわ。互たがいに無関心という感じかしら」

（無関心）

　同じ屋根の下に寝ね起おきしながら、そんなふうに過ごすことに冷え冷えしたものを感じる。

　小葉に頼んで、粥の鉢を離はなれへ運んでもらった。丈鉄と珠ちゃんが、これで空腹に苦しまずにすむ。理美は小葉から道順を教えてもらい、海が見える広い室へと朝餉を運ぶ。

　車輪つきの配はい膳ぜん台を静かに押しながら、緊きん張ちようが高まってくる。

　室の前に来ると、中から潮風がゆるく吹ふいてきた。海に面した室の最さい奥おうの折り戸が開かれ、赤い高こう欄らんの向こうに、きららかな朝の海が広がっている。室の中央には円えん卓たくがあり、陽夫人と考仁が向かい合って座っていた。

　陽夫人はこちらを見て、勇気づけるように微かすかに頷いてくれた。考仁はこちらを気にすることなく、海の方を見ている。理美はその場で礼をとる。

「朝餉をお持ちしました」

　その声に、はっと考仁がふり向いた。顔をあげた理美と目が合うと、みるみる表情が険しくなる。理美と、落ち着いた表情の陽夫人を見比べ、不ふ愉ゆ快かいそうに妻を睨にらむ。

「これはどういうことだ、英香」

「どう、と仰いますと？」

「そこに、わたしが屋敷に入れるのを許した覚えのない者がいる」

「わたしがお招きしました。彼女は、蓮佳の屋敷で知り合いになった、わたしのお友だちです」

「あれが何者か、知っているのか」

「ええ、よく知っていますわ」

　柔やわらかく微笑む陽夫人だったが、目には挑いどむような強さがあった。

「わたしのお友だちで、幸い料理がお得意です。昨日雇やとった料理人が心こころ許もとないので、彼女が滞たい在ざいしてくれれば、ここでの生活に困りませんわ」

「追い返せ。料理人は、時間をかけて探せばいい。そもそも食べるものなど、なんでもかまわん。瓜うりでも齧かじっていればいい」

「わたしは、きちんとしたものを食したいです。それに、わたしのお友だちを、あなたが追い出せという権利はございませんでしょう」

　はらはらしながら二人のやりとりを見ていた理美に、陽夫人は微笑む。

「朝餉をお願いします、理美」

「失礼いたします」

　今一度改めて礼をとり室内に入ると、卓たく子しに手早く食器を並べる。

　大ぶりの鉢はちの蓋ふたを取り、考仁と陽夫人のそれぞれの碗わんに、粥かゆを注ぐ準備に取りかかった。考仁の視線が理美の頰ほおに突つき刺ささる。緊張のあまりカチャカチャと食器が不作法に音を立ててしまう。「落ち着け、落ち着け」と心の中で自分を宥なだめた。

「何をしに来た。今度こそ、死にたいのか？」

　考仁の前に碗を置くと、彼が淡たん々たんと囁ささやき声で言う。

　途端に、ぞっとした。陽老師の屋敷に監かん禁きんされていたときの、足あし枷かせの重さや鎖くさりの音が肌はだや耳によみがえり、震ふるえ出しそうだった。

「そんなつもりでは、来ていません。陛下の名代で参りました。陛下は周宰さい相しようにお戻もどりいただきたいと願っておいでです。その思いを伝えに参りました」

　横目でちらりと、考仁は理美を見た。そして鼻先で笑う。

「もう、遅おそい」

「そうは思いません。だから来ました」

　口ごたえに、考仁は眉をひそめた。

「おまえの言葉など聞く気はない」

「では聞いてくださるまで、ここで料理人として務めます」

　きっぱり告げると、陽夫人の碗にも粥を注いで卓子を整えた。丁てい寧ねいに礼をとる。

「これから、暫しばらくご厄やつ介かいになります。どうぞ、召し上がってください」

　言うと背筋を伸のばし、すたすたと室を後にした。

　室を出て厨房近くに戻ってくると、急に腰こしに力が入らなくなり、歩ほ廊ろうの柱にすがりつく。涙なみだ目めになっていた。

「……恐こわかった……」
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　緊張と恐きよう怖ふの余よ韻いんで、よろよろと離れに戻ると、室の中から明るい小葉の笑い声が聞こえてきた。中を覗のぞくと、卓子に座った丈鉄に小葉が粥を給きゆう仕じしながら、にこにこしている。丈鉄も、大らかな笑え顔がおだ。

　すぐに小葉が理美に気がつき、ほっとしたような、心配そうな顔をした。

「理美。どうだった？　考仁様は。酷ひどいこと言われなかった？」

「死にたいのかとは言われたけど、陽夫人もいてくださったんで、大だい丈じよう夫ぶでした。一方的に、ご厄介になりますと挨あい拶さつしてきました」

　卓子に着くと、小葉は労ねぎらうように碗にたっぷり粥を注いでくれる。

「小葉さんも、すみません。朝あさ餉げの準備を頼たのんでしまって」

「いいのよぉ。考仁様の給仕をするより、ずっと気楽だわ」

　丈鉄は苦く笑しようした。

「今、周考仁がどれだけ偏へん屈くつで嫌いやな奴やつかを、たっぷり聞かされていたぜ」

「あんなお優やさしいご主人様が、なぜあんな人を夫に選んだのか、不思議でたまらない。考仁様は、にこりともしないし、怒りっぽいし、恐い顔だし。わたしなら絶対に夫に選ばないわ」

　小葉は普ふ段だんの鬱うつ憤ぷんが溜たまっているらしく、ひとしきり考仁の悪口を言ってから去って行った。

「侍じ女じよたちの、雇い主への不満は聞いてて面おも白しろいな。特に周考仁の悪口は」

　丈鉄は、いやに満足そうだ。理美が帰ってきたのを察し、続きの間になっている奥の室から珠ちゃんが、ちょこまか出てきた。卓子の上にきちんと座り、「早く早く」とねだるように、つやつやの毛並みの長い尻しつ尾ぽを、ゆらゆら揺らす。

「そんなに丈鉄様が楽しそうなのが、意外です」

　碗に注いだ粥を珠ちゃんの前に置くと、珠ちゃんは待ってましたとばかりに碗に頭を突っこんで食べ始めた。

「彼女たちは遠えん慮りよがないし、よく観察してるからな。俺は侍女たちと話をするのは好きだぜ」

「へぇ。そういえば、丈鉄様の好みの女性って、どんな方ですか？」

「美人で、肉付きが良くて、明るい女だな。あんたは、肉付きが今ひとつだ。特に胸」

「……すみません。ぺたんこで」

　残念な気持ちで自分の胸を見下ろしながら、卓子について匙さじを手にする。丈鉄は何なん杯ばいか食べた後らしく、満足そうにしながら茶に手を伸ばす。

「で、これからどうする？」

「お話を聞いてくださるまで料理人として働きますと、宣言して来たんで。まず馬車に積んである荷物をこちらに移して、馬車は一いつ旦たん宮城に帰ってもらおうと思います。それから紅唐の街へ食材を買いに行きたいです」

「港町見物ができるな」

　丈鉄は嬉うれしそうな顔をした。







　初秋の庭に荷物を移すと、理美を乗せてきた御ぎよ者しやは馬車を操あやつって、安寧へ向け出発した。御者には祥飛あての文ふみを託たくした。とりあえず周家の別べつ邸ていに入れたので、考仁の説得を試みるつもりだが、時間が必要だということを知らせた。

　考仁が連れてきた使用人は、御者と廏うまや番ばんがそれぞれ一人。下働き三人。

　陽夫人が連れてきた使用人は、侍女の小葉と小間使い二人。

　屋や敷しきの広さに比べて、圧あつ倒とう的に人手が足りないらしい。紅唐の街へ食材を求めに行きたいと小葉に願い出ると、気前よく幾いくばくか金を渡わたされ、「必要なものを買えばいいから」と言われた。忙いそがしくて、買い物に付きあっていられないのだろう。

　丈鉄とともに、徒歩で紅唐の街まで下りた。

　珠ちゃんも理美の肩かたに乗り、観光気分らしくついてきた。

　軒のきが反りかえる橙だいだい色いろの屋根と、潮風にさらされた白い石いし壁かべの建物が紅唐の街にはひしめいている。街全体に染しみついた潮の香かおりと、常に海から吹く風が、人の気き性しようにも影えい響きようするのだろうか。安寧に比べて、街の住人の表情が明るく、動きが機き敏びんで活発に思えた。

　男はもちろんだが、子どもや女たちも日に焼けた肌をしており、理美の肌の白さは格別に目立った。彼らの中にいると、自分の肌色が病人みたいな気がした。

　港に近くなると潮の香りは一層強くなり、海沿いに市場が立っていた。筵むしろの日よけの下に大きな竹たけ籠かごがどかどか並べられ、大おお雑ざつ把ぱに、大量の食材が売られている。

「魚です、見てください！　ぴちぴちしてます、丈鉄様。それに見たことのない海草が！　海うみ布ふに似ているけれど、小さい。海布の一種かもしれません。上手うまく干せたら、海布の代わりになるかも。あちらには、貝が！」

　無造作に山盛りにされた魚が、突とつ然ぜん尻しつ尾ぽをバタバタさせて暴れると、肩の上の珠ちゃんがびくっとして、理美の髪かみの毛をくるくると体に巻きつけ、こわごわ覗きこむ。暴れる魚の隣となりの竹籠には、縞しま模も様ようの貝がぎっしり詰つまっていた。貝は透とう明めいな泡あわを吹ふいている。

　理美の肩にいる珠ちゃんに、街の者は注意を払はらわなかった。時々子どもが、「可愛かわいい鼠ねずみだ」と反応して通りすぎる程度。貿易港の人々は、珍めずらしいものを見慣れているせいで、特に気にしないようだった。

（紅唐は、なんというか……楽しすぎる！）

　見たこともない魚や貝や海草があり、どれも海から引きあげられたばかりで、つやつやぴかぴかしている。軽く塩を振ふって焼いたり、茹ゆでたりするだけで、美味おいしく食べられそうだ。それらがどっさり売られているのだから、興奮してしまう。

「魚を買いたいです。あとは貝類も。あ、乾ひ物ものも見たことないものがたくさんあるので、これも欲しいです」

　丈鉄を引っ張り回すようにして、あちらの店、こちらの店と渡り歩いて注文すると、初秋の庭へ届けてくれるように頼んだ。

　珍しい海産物ばかり買うわけにもいかないので、市場を離はなれ、街中の商店が立ち並ぶ一角へ向かう。小麦や米、油や肉。そういったものを商あきなう店に交じって、貿易港らしく、国外の珍しい雑貨や食材を扱あつかう店もあった。特に香こう辛しん料りようを商う店は、三層建ての立派な店構えだった。店の中を覗くと、西沙国産の香辛料が並んでいた。シュリが当たり前のように無造作に使っていた香辛料が、かなりの高値で売られているので驚おどろいた。

（これほどの高値で売買されるんだから、崑国と西沙国の国交が樹立して直接香辛料が輸入できたら、崑国は潤うるおうわよね）

　西沙国から安値で仕入れた香辛料を、また別の国へと高値で売り渡すこともできる。西沙国皇女アーシャが崑国に嫁とついでくることを、考仁が熱望する理由もわかる。

　必要な小麦や米を買い求め、そろそろ帰ろうとしたが、輸入品の乾物を扱っている店が目にとまった。乾かん燥そうさせた豆類や果物類が主だが、店先に立つと花に似た良い香りがした。

　大きな盥たらいのような入れ物に、鶉うずらの卵程度の、乾ひ涸からびた赤茶色の果物が盛られていた。砂さ糖とう漬づけらしく、表面にきらきらとした結けつ晶しようが浮ういている。花の香りはそこから漂ただよっていた。

　珍しくて見入っていると、隣に立った丈鉄が教えてくれる。

「龍りゆう華か果かだ。甘くて美味うまいぜ」

「これが龍華果なんですか」

　午ウー睡シエ餅イピンの餡あんに混ぜ込む材料だ。

（朱西様がお好きな午睡餅。作ってみたい）

　ふとそう思い店主に値段を問うと、そこそこの値がした。しかしどうしても作ってみたくなり、小葉から預かった金ではなく、旅に出るときに持たされた金で買った。

　紙に包まれたそれを袂たもとにいれると、それだけで仄ほのかな花の香りがし、練ねり香こうをつけているようだった。

　初秋の庭に戻もどると、すぐに厨ちゆう房ぼうに立ち腕うでまくりして袖そでを縛しばる。

　市場で買った品物は、理美が帰ったのとほぼ同時に届けられたので、作業台の上には山のように食材がある。

（とにかく毎食、美味しい料理を作ろう）

　考仁を説得するならば、まずは美味しいものを饗きようする必要がある。

　美味しいものを食べながら、かんかんに怒おこったり不ふ機き嫌げんになったりできないのは、本能が喜ぶからだ。政まつりごとや外交で頻ひん繁ぱんに宴えん席せきが設けられるのは、本能に訴うつたえ人が和なごやかな気分になるからこそ。

（ここで料理人ができるのは、毎食、説得する機会ができるってことだもの）

　珠ちゃんは作業台の上で、とんでもなく大きな目をした赤い鱗うろこの魚をまじまじ見ている。魚とにらめっこしているようだ。理美も同じ魚を見下ろして、何を作るべきか考えていた。

　食材を運びこむのを手伝っていた丈鉄が腰こしに手を当て、理美の隣となりに立つと感心したように言う。

「さすがに港町。美味そうだ。港町じゃなきゃ、こうも新しん鮮せんな食材は手に入らないぜ」

「そうですよね。このお魚なんて、死にたてぴちぴちで！」

「死にたてかよ……」

　怯ひるむような丈鉄の言葉に、首を傾かしげる。

「何かまずいですか？」

「表現がえぐいぜ」

　死んだ直後なのに、死にたてぴちぴちでは駄だ目めなのだろうか？　と疑問ではあったが、それよりもまず昼ひる餉げの献こん立だてだった。

「丈鉄様だったら、昼餉にはどんなものを召めし上がりたいですか？」

「食いでのある料理が良いな。魚料理だと淡たん白ぱくになりがちだから、俺は昼餉なら断然肉だ」

「そうですねぇ、確かに」

　逞たくましい丈鉄を見上げた。考仁は彼ほど大おお柄がらでもないし、年もかなり上だ。ただ丈鉄ほどの食欲がないとしても、考仁もある程度しっかり食べたい欲求はあるはず。崑国人にとっての昼餉は、日が落ちるまでの間に体を動かし続けるための燃料なのだ。

（しっかりとした味と量と重みがあっても、魚料理にすれば、さほど、くどくもならないはず）

　そう考えると、ぴんときた。

「もしかして」

　食材を保管する石いし室むろへ駆かけ込むと、辺りを探さぐった。そして石室の最さい奥おうの棚たなに、昨夜の夜食の残りらしい、冷えたご飯が鉢はちに入れて保存されていた。それを抱かかえ、にこにこと石室から出ると丈鉄が不ふ審しんな顔をした。

「どうした理美。何が、もしかしてだ？」

「もしかして、上手い具合に食材が揃そろっているかもって思ったんです。そしたら、ありました。残っていました」

　にっこりと笑った。

「昼餉が決まりました」







[image: 五章◆隠された思いを見つけて]
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　南小三国から輸入された籐とう椅い子すに身を預け、考仁は自室でうたた寝ねをしていた。深しん衣いの袖が、海風で優やさしく揺ゆれていた。

　書生のとき以来、うたた寝などしたことがなかった。官かん吏りになってからは常にやるべきこと、考えることが多すぎて、体を休め、思考を休める時間はほとんどなかったからだ。

　しかし宮きゆう廷ていを離れると、やりたいこともやるべきこともない。空くう虚きよそのものだ。密度が落ち、すかすかになったかのような体には、海風だけが吹き抜ぬける。退たい屈くつこの上ない。

　うたた寝していると自覚しながら、同時に夢を見ていた。

　半覚かく醒せいの状態で、思考は散り散りになっている。

（なんのつもりであの娘むすめを遣つかわしたのだ、陛下は）

　今朝から感じている苛いら立だたしさが、ぼんやりとした意識に上る。すると同時に記き憶おくの底から、そのぼんやりした意識に引きずられるように、過去の映像が蘇よみがえる。

　目の前にちらちらと見えるのは竹林の中で抱だき合う、青修と燭しよく国こくの血をひく姫ひめ。彼女はほっそりと美しく、控ひかえめで、青修に連れられて何度か考仁に会ったときも、常に俯うつむいていた。

「青修！　陽老師がお呼びだ」

　声をかけると、彼らははっとして身を離す。青修は「わかった」と答え、彼女の手を引いて竹林から出てきた。そして考仁に、自分は陽老師の元へ行かねばならないので、彼女を門まで送ってくれるかと頼たのんできた。門で彼女の侍じ女じよが待っているから、と。

　考仁は苦い顔をしたが、青修が頼むと頭を下げるので、仕方なく彼女を背後に従えて門に向かった。背後から静かについてくる彼女の気配に、どんどん苛立ちが高まる。

　つい、背中越ごしに訊きいた。

「あなたは、なんのつもりで青修と会っているんだ。あなたの存在は、彼の未来に影かげを落としかねない。それを承知しているのか」

　書生となってから数年。考仁にはひとつの夢があった。青修が皇こう帝ていとなったあかつきには、自らが宰さい相しようとなり、皇帝の青修と二人、二に人にん三さん脚きやくで崑国をさらに安定発展させることだ。

　愚おろかな皇帝に仕えるのは苦痛だろうが、青修であれば文句はない。官吏たちは彼を慕したい敬うだろう。その彼に仕えて政に携たずさわれたなら、崑国は潤い栄え、考仁はこの上なく幸福に生き生きと日々を過ごせるはず。

（それなのに）

　この女性と出会ってから、青修は彼女と添そい遂とげたいと口にするようになった。そのことで実家と衝しよう突とつした。

　燭国の姫を妻に娶めとれば、皇帝即そく位いの妨さまたげになるのは確実だ。鳳家は青修が即そく位いすることを熱望していたし、宮廷の官吏たちの大半も同様だった。燭国の姫の件さえなければ、確実に青修が皇帝に即位すると目されていた。龍りゆう家の公子はぼんくらで、青修と比べるべくもなかった。

　考仁の問いに彼女は、細い声で「承知しています」と答える。その答えにさらに苛立ち、思わず足を止めてきっとふり返った。

「ならば、二度と会わない方がいいでしょう」

　彼女は、小さく頷うなずく。

「はい。わたしも、そう考えています。先さき程ほど、青修様にもそう申し上げました。けれど青修様が納なつ得とくされません。どうすれば良いでしょうか。青修様は、あなた様は書生の中で最も賢かしこいと仰おつしやいます。あなた様なら答えをくださいますか」

　考仁は言葉に詰つまった。彼女の目は真しん剣けんで、心から答えを欲ほつしているようだった。

（青修の説得は無理だ。彼はこの女を愛している。真っ直すぐな彼に何を言っても聞く耳を持たない。ならばこの女が、この世からいなくなればいい）

　それが一番手っ取り早く、確実だ。しかし愛し抜いている女性が消えることで、青修が抜け殻がらのようになる可能性が恐こわい。そして同時に、罪もない女性に「死ね」と言えるほど残ざん酷こくになれなかった。この女性は青修のためと言えば、躊躇ためらわず命を絶つような気がしたからだ。

「……わたしには、わからない」

　そう答えてしまったのだ。そしてその後、悔くやみに悔やんだ。あのときあの女性に残酷に「死ね」と言っていれば、青修を失わずにすんだのだと。

（わたしはあのとき、あの女に「死ね」と言えばよかったのだ。あの女が全すべてを邪じや魔ました！　雪理美）

　怒いかりの爆ばく発はつで、はっと目覚めた。その途と端たん、自分が夢の中とはいえ、青修の妻になったあの女性と理美を混同していたことに不快感を覚えた。溜ため息いきをつき額に指をあてる。

（なぜか雪理美とあの人が重なる。朱西が、青修とうり二つなせいか）

　昨年の春先、食しき学がく堂どうで微笑ほほえみ合う二人をはじめて見た。そのとき、考仁は息を吞のんだのだ。自分がなぜ動どう揺ようしたかわからず、朱西に用があったのを後回しにして、気づかれないようにその場を立ち去っていた。

（あの女と雪理美を重ね合わせた苛立ちで、彼女を亡なき者にしようと決断してしまった。その結果、この有様。あの女はずっと、わたしの邪魔をするのだ）

　籐椅子に座り、ぼんやり海を眺ながめていると、

「失礼いたします。昼餉をお持ちしました」

　雪理美の声が、背後の出入り口から聞こえた。

　考仁は眉まゆをひそめた。

（性しよう懲こりもなく、来たか）

　初秋の庭では、朝あさ餉げは考仁と陽夫人揃そろってとることになっていたが、昼ひる餉げと夜食は、めいめいに食べる。考仁は昼餉夜食ともに自室に運ばせていると小葉から聞き、のこのこ運んできたのだろう。

「昼餉は卓たく子しに置いて、すぐに出て行け」

　あえてそちらを見ることなく命じた。すると彼女は数すう瞬しゆんの躊躇いの後に、

「できかねます」

　と答えた。生意気な口ごたえに、考仁はようやく理美の方を向き、忌いま々いましげな視線を投げた。

　一瞬、理美の顔に怯おびえが浮うかぶ。しかしそれは一瞬で、ぐっと腹に力を入れるように姿勢を正すと、勇気を振ふり絞しぼるようにして、盆ぼんを掲かかげて室内に入って来た。考仁はそれを注視した。その視線を怖こわがっているのは、わかった。

　彼女は盆を卓子の上へ置き、礼をとる。

「卓たくの上で完成する料理です。こちらで給きゆう仕じいたします」

「不要だ。さがれ」

　にべもなく告げると、籐椅子から立ちあがった。理美を押しのけるようにして卓子に着くが、目の前に並べられたものを目にして眉をひそめた。

　平皿には、一口大に切った魚の身に薄うすい衣ころもをまぶして揚あげた物。深めの皿には、ご飯を平たく固め、それを掌てのひらの大きさの真四角に切り分け、両面をかりかりに焼いたもの。小さな鉢には、とろみの利きいた甘あま酢ずあんがたっぷり入っている。さらに白しら髪が葱ねぎと生しよう姜がの小皿。

　考仁の前には、空の碗わんと、箸はしと匙さじ。

（これはどうやって食べるものだ）

　逡しゆん巡じゆんしたその一瞬を見み逃のがさず、理美が考仁の前にある碗を手に取った。

「給仕いたします」

　卓子の端はしに置かれていた長い箸で、ご飯を焼いたものを二切れ碗に入れる。揚げた魚を一切れその上に載のせてから、鉢はちに添えられていた大きな匙で、揚げ魚と焼いたご飯の上へ、甘酢あんをかけた。さらにその上に白髪葱と生姜を載せる。

　碗を考仁の前に置く。

「魚とご飯、それぞれ甘酢あんを絡からめて、すぐに召めし上がっても結構です。すこし時間を置いていただくと、揚げ魚とご飯が甘酢で柔やわらかくなります。それを匙で突つき崩くずし、魚とご飯と甘酢あんを一いつ緒しよに召し上がっていただくのも美味おいしいです」

　警けい戒かいして、考仁は理美を睨にらむ。

「蓮佳の屋や敷しきでのことといい、何を企たくらんでいる」

　この無害そうな小娘を油断ならないと思ってしまうのは、彼女が考仁に室シー鍋グウオを饗きようしたからだ。

　なんの目的であんなものを食べさせたのか知らないが、考仁はあれを口にして、不可解な目め眩まいに似た記憶の奔ほん流りゆうに襲おそわれた。毒でも仕込んだかと疑った。

「何もありません。美味しい昼餉を召し上がっていただくことだけを考えました。紅唐の市場には、新しん鮮せんな魚がたくさんあったので。昼餉に相応ふさわしい魚料理を考えただけです」

　確かに皿に載っている揚げた魚は、紅唐で多く水揚げされる魚だ。

　箸を手に取り、考仁は特に感かん慨がいもなく揚げ魚と焼いたご飯を、甘酢あんに絡めて、次々と口に入れた。からりとした衣の揚げ魚と、かりかりに表面を焼いたご飯。そこにとろみのある甘酢あんを絡めると、食感が良い。量が少ないので瞬またたく間に食べ終わる。

「作ります」

　空になった碗に、理美が手を出そうとする。考仁は素す早ばやくその手をさけ、自ら箸を伸ばして、焼いたご飯や揚げ魚、甘酢あん、白髪葱と生姜を入れていく。

（すこし、馴な染じませるか）

　揚げ物と焼いたご飯の食感は悪くなかったが、甘酢あんがそれらに染み込み、しっとりと味を含ふくみ柔らかくなるのも良い気がした。

　無表情にできあがった碗を見下ろし、暫しばし待つ。それから匙に持ち替えると、揚げ魚と焼いたご飯を突き崩す。軽く混ぜて一口、口に運ぶ。悪くなかった。

（呆あきれたことに、この娘むすめは本当に料理人なのだな）
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　饗されるものが美味しければ美味しいほど、馬ば鹿か馬鹿しいような気持ちになる。なぜこんな娘のことで、自分が失しつ脚きやくするのかと。

　理美は一緒に持ってきた茶器で、茶を淹いれた。茶を卓子に置きながら、口を開く。

「陛下は周宰さい相しようにお戻もどり願いたいと、心から望んでおられます。全てを許容しようとなさっていました。思わず周宰相を責めるようなことを口にされたことを、後こう悔かいなさっています。それをお伝えしたくて、そして戻っていただきたくて、陛下は、わたしをこちらへ遣つかわされました」

　その言葉に、急激に腹が立った。しかしあえて反応せず黙もく々もくと食べた。

　無視しても理美は、さらに続ける。

「周宰相は陛下にとって必要なお方です。どうか、お怒りやご不満をおさめてくださいませんか？　もし、そのようなお気持ちになれないと仰るなら、せめて今一度宮城に戻り、陛下と直接会っていただければ。それから陛下の元を離はなれると決断なさっても、遅おそくはないのでは」

　二碗目も、すぐに食べ終わった。食べ終わると匙と碗を卓子に置き、茶に手を伸のばす。茶を一口飲むと立ちあがる。

「それを、さげろ」

　命じると、海の見える歩ほ廊ろうへ歩いて行く。理美は食い下がった。

「周宰相。お願いです」

「なぜ陛下が、おまえを遣わしたのかわからんが」

　欄らん干かんのところで立ち止まった考仁は、ちらっとふり返った。

「おまえごとき者の言葉で、何かが変わるとでも？　愚おろかしい」

　斬きって捨てるように言うと、また海を見る。

　それでようやく諦あきらめたのか、理美は食器をまとめてから出て行った。

（許容しようとしたと？　あの皇こう帝ていが、わたしを許容？　許し受け容いれると）

　海を見つめながら、考仁は顔をしかめていた。

　傍かたわらにいると心底うんざりするほどの愚かな先帝の治世を、考仁は支えた。そしてその愚かな皇帝の子である祥飛にも、それと同様に仕えようとしたのだ。

　皇帝など、誰だれでもかまわなかった。そこそこ愚かでもそこそこ賢かしこくても、関係ない。

　考仁は国を安定発展させるために、力を尽つくすだけ。

　官かん吏りになりたいと幼い頃ころから思っていた。そう思っていたのは、国が乱れるとどれほど悲ひ惨さんか、南小三国で体験したからだ。

　温かく、人の気き性しようが大らかで、そこで生まれ育った考仁は、南小三国はこの世界で最も素す晴ばらしい国だと思っていた。母国の崑国は知らなかったが、比べようとも思わなかった。

　しかし内乱が起きた。街が焼き払はらわれ、人が意味もなく殺された。命からがら考仁たちは崑国に逃にげ帰ったが、南小三国が母国の人々は留とどまり続けるしかなく、友だちや使用人たちを置いて崑国に逃げ帰るのが、身を裂さかれるように辛つらかった。財産は全てなくした。

　国が乱れれば悲惨だ。逃げ帰った母国がそうならないために、官吏になりたかった。

　考仁にとっては、皇帝は政まつりごとの機能の一部として、邪じや魔まにならずいてくれるだけで良かった。賢けん帝ていならなおのこと国は隆りゆう盛せいするのだろうが、そんな者は滅めつ多たに望めない。

　青修であったら、もしかしたら考仁にとって、存在意義のある皇帝になったかもしれなかったのだが。

（しかし青修は、わたしの夢を知っていながら、それを振りきって逃げた。わたしの前から消えた。いるのは愚かな先帝の子だけ）

　存在意義を認めていない者から、許すと言われるのは屈くつ辱じよく的だ。

　しかし皇帝が愚かであればあるほど、考仁が政から手を引いてしまえば国はどうなるのだろうか。だからといって、では戻りましょうと言えるほど卑ひ屈くつにはなれない。




　　　二




　盆に食器を載せて考仁の室から出ると、理美は厨ちゆう房ぼうへ向けて歩廊を歩いていた。

（周宰相も、あんなふうに過ごすことがあるんだ）

　昼餉を運んで考仁の室の前に立ったとき、籐とう椅い子すに座る考仁の姿が見えた。あのとき理美は不思議な感じがした。

　理美が抱いだく考仁の印象は、常に背筋を伸ばし、静かに立っている姿。その彼が籐椅子に体を預けている姿は、奇き異いに感じられるほどだ。考仁もこんなふうに力なく、気け怠だるげな様子になることがあるのかと、当たり前のことに驚おどろいた。

　昼餉をとる間、考仁は極力理美を無視していた。しかし幸いなことに、目は閉じられても耳は閉じられない。そう思って理美は祥飛の思いを伝えようとした。

　しかし、考仁にばっさりと斬きり捨てられた。

　──おまえごとき者の言葉で、何かが変わるとでも？　愚かしい。

　と。理美も自分の言葉が考仁に届くほどのものではないと、知っている。しかしまず祥飛の思いを伝えなければならなかった。

（まるで鉄の壁かべだった）

　理美の言葉を斬り捨てた考仁の背中を見て、そう感じた。

　考仁は室鍋を食し、青春時代を思い出したと淡たん々たんと口にして、まったく感情を動かされた様子がなかった。そのときの絶望感が蘇よみがえりそうだった。

（でも、周宰相はあのとき動どう揺ようした）

　思い出を懐なつかしむ素そ振ぶりはなかったが、考仁は理美を置いてその場を去った。判断を誤ったのは、動揺したからだ。その動揺がどんなものなのか、わからない。

（けれど一度動揺させられたなら、また動揺させられるはず。心を動かすことが可能なはず）

　盆ぼんの上で、空の食器がカチャカチャ鳴る。考えろと囁ささやくように。

（周宰相は陛下のことを即そく位いしたときから……ことによると、即位の前から侮あなどっている）

　祥飛は即位してまだ二年経たっていない。その若さから、官吏に侮られても不思議ではない。しかし考仁は、幼い蓮佳の才を認め、友としていたような人だ。そんな人が年ねん齢れいだけで、相手を侮るだろうか。

（もしかして周宰相は、陛下のお父上である先帝も侮っていた？　だからその子である陛下も同じように）

　伯礼の母、蔡徳とく妃ひを死に追いやった経けい緯いからも、先帝が仁徳のある人物だったとは思えない。そんな先帝に仕えていた考仁が、先帝を侮っても不思議ではない。先帝と祥飛は親子といえど別人。しかしそのことがわかっていながら、考仁の心も認にん識しきも、まだ先帝に仕えていたときのままなのかもしれない。

（わたしを殺そうとしたのは、崑国の発展の邪魔だったから。あの方は、崑国の政ばかり考えてるみたい。蓮佳様も、周宰相は国が乱れることを恐おそれると仰おつしやってた。それなのに宮城を出たのは、陛下に腹を立てたから。だったら、政に関かかわり続けたいという望みと、侮っている陛下への腹立たしさの間で、葛かつ藤とうしてるはず）

　考仁は、何かに搦からめ捕とられて、がんじがらめで身動きとれなくなっているような気がする。

（すごく頑がん丈じような鎧よろいを身につけていらっしゃるみたい。それで己おのれの身を守り、相手をなぎ倒たおしていく力を発揮しても、鎧の防ぼう御ぎよが厚すぎて、物音も遠いし周囲の変化にも気づきにくい）

　そこまで考えがおよび、ふと言葉が口をついて出た。

「苦しいだろうな……」

　頑丈な鎧は重くて、息苦しくて、戦うことで精せい一いつ杯ぱいだろう。ことによると自分一人では、その鎧を脱ぬぐこともできないかもしれない。

　考仁は、理美にとっては怖こわい存在で、かどわかされた一件からさらにその怖さが増した。だが宮城を離れ、海の見える室で所在なげにしている彼は、今までとどこか違ちがって見えた。

　黙々と昼ひる餉げを口にしていた考仁の様子を思い出すと、彼が柔やわらかな気持ちで、心から美味おいしいと言えるようなものを饗きようすることができたらと思う。祥飛のためとか、朱西のためとかは関係なく、純じゆん粋すいに考仁が美味しいと口にしたら、理美はどんなに嬉うれしいだろうか。
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　その夜。祥飛は密ひそかに許訓記を呼び出した。そして、誰にも気づかれずに外出したいので馬車を用意し、訓記が護衛につけと命じた。

　訓記は最初、ひどく渋しぶった。万一のことが起こった場合、祥飛の命令とはいえ、それに従った訓記は自責の念で生きていられない、と。そこで何処どこの所属でもかまわないので、信しん頼らいでき、なおかつ腕うでの立つ衛え士じを訓記が選せん抜ばつし、護衛として五人同行させて良いと妥だ協きようすると、ようやく納なつ得とくした。

　祥飛は身なりを、黒地で装そう飾しよくのない質素な上衣と裳もに変えた。首くび飾かざりも外し冠かんむりも変えた。

　馬車は小回りのきく一頭立て。黒くろ塗ぬりで派手な装飾はない。振しん動どうの大きなその馬車に揺ゆられながら、祥飛は伯礼に申し訳ないと思っていた。

（伯礼は常に余のことを思い、助言をしてくれている。そしてたいがい正しいことを言う）

　祥飛は、自分は頻ひん繁ぱんに様々なことを間違えるとわかっている。間違えるし、忍にん耐たいが足りないときもあるし、誤解しているときもあるし、自棄やけになりがちなときもある。

　皇帝の資質は、伯礼の方がよほどある。

　しかし運命の悪戯いたずらで、祥飛が皇帝になってしまったのだ。だから皇帝らしく、皇帝に相応ふさわしく考え、振ふる舞まいたい。そのために周囲の声を聞き、最善と思う方法を選ぶ。

（だが周囲の声に促うながされ、従うだけでは傀かい儡らいだ。余が賢帝だろうが愚ぐ帝ていであろうが、関係ない）

　このままでは、先帝のように飾りとして君臨し、後宮で遊びほうけているのと大差がない。それでも政は立ちゆくが、皇帝としての務めは放ほう棄きしているも同然。

（己の務めを放ほうり出したくはない）

　理美も丈鉄も訓記も伯礼も、自分に与あたえられた務めを放り出したりしない。だから祥飛も、皇帝として務めなければならないと思う。自分が英えい雄ゆう的な皇帝の器うつわでないにしろ、自分の力量の限り務めていれば、放棄するよりは、わずかでも政はうまくまわるし国も良くなるだろう。

　皇帝として周囲の意見を聞き、判断することは大事だ。しかしその上で考え、自分で判断することが必要なときもあるのではないか。

「今がそのとき」

　馬車の速度が徐じよ々じよに落ちている。もうすぐで目的地なのだろう。護衛としてついてくる騎き馬ばの足音も速度を落とすが、その中で一騎きだけが速度を上げ、馬車の前方へ先さき駆がけたのが蹄ひづめの音でわかった。

「開門、願う！　宮城より参りました。陛下付き勅ちよく任にん武官、許訓記と申します！」

　訓記が前方で大声で呼ばわっている。

　馬車はゆっくりと歩くほどに速度を落とし、慎しん重ちように進んでいく。窓に黒い布を垂らしているので外の様子はわからないが、布越ごしに、篝かがり火びらしき灯あかりがぼんやり揺れている。

（門が開いたのだな。庭院にわに入ったか）

　馬車が止まった。訓記が扉とびらを開き、足台を扉の外へ置くと傍かたわらに跪ひざまずく。馬車から出ると、そこは門柱に吊つるされた角灯と、門前の篝火が頼たよりの薄うす暗ぐらい庭院。

　建物の方の暗がりから、きつい煙草たばこの匂においがした。

　闇やみから滲にじみ出てくるように、臙えん脂じ色いろの深しん衣いを身につけた呂蓮佳が、訝いぶかしげな表情で近づいてくる。薄うす暗くらがりに立つ祥飛を認めると、目を見開く。

「陛下？　なぜ、このようなところに」

　祥飛は蓮佳を正面から見み据すえ、告げた。

「一いつ緒しよに来てもらおう、呂蓮佳」
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　夜食は、貝を使った料理にした。

　浅あさ蜊りに似た貝で、酒さか蒸むしにすると貝が内包している塩気で、身はふっくら、しっとり蒸し上がり、大量に出る汁しるは極ごく上じようの出汁だしになった。その出汁を使って米を煮にて粥かゆにし、具材は貝の身を混ぜて葱ねぎの青みを添そえた。

　さらに小さなひと皿として、大蒜にんにくの利いた青菜の炒いため物を作った。香かおり漬づけもつけてみた。

　陽夫人には小葉が給きゆう仕じし、考仁は理美が受け持った。考仁は今度こそ一言も口を開かず、理美が「お味は」とか「お代わりは必要ですか」と、何気ないことを訊きいても無視したし、理美が手を出そうとすると、自ら先に動いて、結局給仕もろくに受け付けなかった。

　夜食が終わって離はなれに帰ると、さすがに疲つかれていた。

　長なが椅い子すにぐったりと伏ふせると、卓たく子しについて十シユー雀ジヤンの木札の牌ぱいを弄もてあそんでいた丈鉄が、からかうように声をかけてきた。

「自分で作っておきながら夜食は食わないのか？　美味うまかったぜ。見ろ、五ご龍りゆうはまだ食ってる」

　卓子の上では珠ちゃんが、碗わんに顔を突つっこんで、がつがつ食べていた。しかし丈鉄の声に、はっとしたように顔をあげる。なめらかな毛皮に覆おおわれた、ほっそりとした胴どう体たいの一部が、ぽっこり膨ふくれていた。それに気がつくと、びっくりしたように目をむく。そして、そわそわ毛け繕づくろいをし、さりげなく碗から離れる。その後卓子の端はしに座り、ちょっと項うな垂だれた。「食べ過ぎた……」と、後こう悔かいする声が聞こえそうな背中だった。

「そうですね。食べなきゃ体も気力も、もちませんよね」

　ふらふら立ちあがり席に着くと、丈鉄が碗に粥をよそってくれた。

「そうだ。小葉からあんたに伝言があったぜ。陽夫人があんたに、料理の礼を言って労ねぎらいたいんだとさ。夜食を食ったら陽夫人の室へ行け」

「わかりました。陽夫人、お優やさしいですね。わたしのことを気き遣づかってくださって」

「そりゃ、優しいだろうぜ。なにしろ朱西を育てた人だからな」

　匙さじを手にして粥をすくうと、ひと口すする。出汁の味が口に広がり、喉のどを通り抜ぬけ、温かく胃の腑ふに落ちる。そのおかげで緊きん張ちようが和やわらぎ、心のさざ波が引く。

「どうだ。あの人を説得できそうか」

「話しているだけでは、きっと無理です。あのお方はとっても頑丈な鎧を身につけているみたいで、どんな言葉も弾はじき返されてしまう感じです」

「戦いくさなら逆に、そんな頑丈な鎧よろいをつけている奴やつを倒すのは簡単なんだがな。背後から襟えり首くび摑つかんで、鎧の中に蠍さそり一匹ぴき入れてやればいい」

　牌を並べながら、丈鉄が言う。

「襟首から蠍。いやな感じの勝ち方ですねぇ。でもわたしは、倒したいわけではないんです。ただ鎧を脱ぬいで欲しいだけなんです。あまりにも重いものを身につけていると、身動きが苦しくて仕方ないです」

「じゃ、脱がせれば良いだろ」

「どうやってですか？」

「そうだなぁ、暑けりゃ脱ぐんじゃないか？　そもそも苦しけりゃ、自分から脱ぐ」

（苦しければ脱ぐ？）

　丈鉄の言葉で、何かが閃ひらめく。

（苦しいのに脱がないのはなぜ？　我が慢まんしてる？　その可能性もあるけれど。あまりに長い時間身につけすぎていて、鎧を着ていることにすら気がついていない？）

　だからこそ、考仁は葛かつ藤とうと矛む盾じゆんに苛さいなまれるのだ。彼が様々な思い出や、愛や、憎ぞう悪おに、がんじがらめになっていると気がつけば良い。気がついていないから、心がないような振る舞いをし、理美にもそう見えたのだ。

　──生き物には必ず感情があります。

　蓮佳の屋や敷しきで聞いた朱西の言葉を思い出す。

（そうだ。朱西様は正しい）

　粥の表面を見つめて考え込む。

　考仁が皇こう帝ていという存在を侮あなどるのは、彼が最初に仕えた先帝のときからだ。

　ずっと侮っていた先帝に考仁が近づいたのは、青修が姿を消してから。彼の失しつ踪そうをきっかけに先帝に接近し、仕えることを選んでいる。そして密ひそかに青修の居所を突き止め、その子の朱西を実子として引きとり、官かん吏りにすべく養育した。

　考仁の鎧は、青修の存在があったからこそ生まれた。

　だから理美は、鎧を作る前の青春時代を思い起こすことは、考仁が自分の心を顧かえりみるきっかけになると考えた。

（でも、それはうまくいかなかった）

　気弱になりかける心に、ふと祥飛の声が聞こえた。たった一言「美味おいしい」と。はっとした。

（陛下も最初は、頑かたくなな鎧を身につけていたようなものだった。でも今は違ちがう）

　祥飛は変わったのだ。それを思うと勇気が出る。考えようとする気力になる。

　おそらく、突く場所は間違っていない。方法を変えるべきだ。

（全すべてが始まる最初を手た繰ぐり寄せようとした。それが功を奏さなかったのなら、その逆は？）

　過去ではなく現在、考仁の目の前にあるものから、自分の息苦しさを自覚してもらえないだろうか。考仁の目の前にある青修と考仁の強い縁よすがは、一つ。

（朱西様だ）

　祥飛の望みを果たすためにも、朱西本人の虚むなしさを消すためにも、考仁と朱西の間にあるものを解きほぐすべきではないのだろうか。

（陛下の問題も、朱西様の問題も、どちらも源は同じく周宰さい相しようであり、周宰相を縛しばりつけている青修様との関係。青修様へ抱いだく感情の矛盾）

　理美は考仁の中にある青修への思いを、解きほぐすことに全力を傾かたむけるべきだ。そうすることが全ての解決に繫つながる気がする。

（でも、どうやって？）

　漠ばく然ぜんと方向は見えるのに、どこに糸口があるのか摑つかみきれない。

　食事の間ずっと考え続けていたが、答えは容易に見つからなかった。

　粥を食べ終わると、食器を厨ちゆう房ぼうに下げるついでに陽夫人の室を訪ねた。
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　陽夫人の室は、母おも屋やのなかでも格の高い位置にある。考仁の室の他ほかに、灯あかりが灯ともっているのは一室のみ。すぐに場所はわかった。

　室の出入り口の扉には、花模様が透すかし彫ぼりされ、全体に薄うす絹ぎぬが張られている。透かし彫りの隙すき間まから薄絹を通して漏もれる柔やわらかな灯り。いかにも高貴な女性向けに準備された室だ。

「暗くなってから、すみません。雪理美です」

　扉とびら越ごしに声をかけると、「お入りなさい」と陽夫人の声が答える。

　中に入ると、陽夫人は化け粧しよう台の前に座って小葉に髪かみを梳とかせていた。

「ごめんなさい、こんな格好で恥はずかしいわ」

　謝った陽夫人を見て、理美は羨うらやましいと思った。

「いいえ、恥ずかしがることはないです。お美しいです」

　若い頃ころは、かなりの美女だったのだろう。若い娘むすめに比べれば、容色はそれなりに衰おとろえ年ねん齢れいを感じる。しかし年齢相応の落ち着きと穏おだやかさが、彼女を美しく見せていた。

（斎さい宮ぐう様が、常人の何倍もお美しく見えるのと同じだわ）

　姉斎宮は輝かがやくばかりの美び貌ぼうの持ち主だが、それに加えて彼女の持つ気品や芯しんの強さが、一層近寄りがたいほど美しく見せるのだ。

「小葉から聞きました。本当にあなたは今朝から、料理をしてくださったのね。もしあなたがいなければ、わたしたちは飢うえてしまうところだったと」

　髪を梳すき終わり簡単にまとめさせた陽夫人は、理美を卓子に招き、自ら茶を淹いれてくれた。

「あなたの使命は果たせそうですか？　理美」

　問われて、首を横に振ふる。

「せっかくこうやって屋敷内に入れていただきましたが。結局、料理を食べてもらえただけです。でも、あっさり引き下がれないことなので、まだこちらに滞たい在ざいさせてもらいたいんです」

「いくらでも居てかまいません。人が増えるのは賑にぎやかで良いですから。それにあなたが考仁を説得してくれれば、彼は官吏としてまた働くことができるでしょう。それはあの人にとっても良いことです」

　穏やかで柔らかな陽夫人の言葉を聞くにつけ、小葉が口にしたのと同様の疑問を抱く。なぜこんなに優しげな人が、考仁の妻になったのかと。しかも蓮佳は、陽夫人は青修に好意を寄せていたと言っていたのに。

「周宰相を……大切に思っていらっしゃるんですか？」

　つい不ふ審しんそうに訊きいてしまうと、陽夫人は意外なことを言われたような顔をした。

「当然です。わたしの夫です」

　すると我慢できないとばかりに、小葉が口を開く。

「でも、ご主人様。考仁様はご主人様に対しても素っ気ないですし、いつも一人で居たがるし、笑わないし。愛あい想そが尽つきたりしないんですか。わたしなら、すぐに嫌いやになっちゃいます。それとも昔は、もっと愛想が良かったりしたんですか？」

　陽夫人は苦く笑しようした。

「嫌になんかなりません。わたしは全て承知であの人の妻になりましたから。あの人は若い頃から、ずっと変わりません。昔から……」

　そこでふと陽夫人は言葉を切り、理美の方を見て小首を傾かしげる。

「あら？　あなたから良い香かおりがするわ。何かしら」

「あ、これです。きっと」

　袂たもとに入れっぱなしで忘れていた紙包みを取り出し、卓たく子しの上に広げた。香りが一層強くなる。龍りゆう華か果かの砂さ糖とう漬づけだ。

「これは、朱西様がお好きな香りなんですよね」

　何気なく口にすると、陽夫人は苦笑いする。

「いいえ。その香りが、とても苦手らしいわ。子どもの頃、龍華果の砂糖漬けをお知り合いのお屋敷でもらったとき、こっそりわたしの袂に隠かくして食べるふりをしていました。先方が考仁の仕事の相手だったものだから、気を遣つかって『嫌きらい』と言えなかったようで。その場には考仁も居て、先方と談笑していましたし。場の雰ふん囲い気きを壊こわさないようにしたのでしょうね。考仁は、朱西が食べるふりをしていたのに気がついていたのかどうか、わかりませんけれど」

（朱西様は嫌い？　龍華果の砂糖漬けが？）

　理美は目を丸くした。

「けれど朱西様は、午ウー睡シエ餅イピンはお好きなんですよね」

「ええ。午睡餅にすれば、なぜか好きだと言うのです」

（龍華果が、嫌い……。嫌い……。嫌い……？）

　突とつ然ぜん理美の頭の中に、はらはらと数枚の書き付けが舞まい散る様が浮うかぶ。

（違う！）

　思わず、その場に立ちあがっていた。

　突然立ちあがった理美に驚おどろいたらしく、陽夫人がきょとんとする。

「どうしましたか、理美」

「陽夫人！　ありがとうございます！」

　驚く陽夫人の手を、思わずしっかり両手で握にぎった。陽夫人の手を放すと、卓子に広げられた紙包みを慌あわてて両手ですくい取って胸の前に抱かかえる。

「確かめる必要があるので、これで失礼します！　お邪じや魔ましました。あの、すみません。こんなにいきなりで。でも、確かめたいので。お茶をありがとうございました！」

　興奮しながらも、礼を失わないようにとあたふたと詫わびを述べ、室を飛び出す。

　小葉がびっくりした顔をして、「どうしたんでしょうか。変わった子ですよね」と言ったのに対して、陽夫人が「あの人は、気がついたのかもしれない」と、呟つぶやいたのが聞こえた。小葉は「どういう意味ですか」と訊き返している。

（陽夫人はきっとご存知なんだ。だからこそ全てを信じていらした！）

　陽夫人の室を出ると一いつ旦たん離はなれに戻もどり、荷物の中から、食しき学がく堂どうから持ち出してきた資料を引っ張り出した。床ゆかに散らかしながら目的のものを探す。そして一枚の書き付けを見つけた。

「あった！」

　朱西が記した、午睡餅についての書き付けだった。それと龍華果を抱えて、離れを飛び出す。

（厨房へ行かなきゃ。今すぐ、確かめてみなきゃ）

　胸の前に抱える紙包みからは、強い花の香りがする。

　厨房に入ると、書き付けと龍華果を作業台に置き、柱の窪くぼみにある油皿の芯に火を灯す。

　すぐに竈かまどの種火をかき起こして薪まきをくべると、作業台の書き付けを手に取り確かく認にんした。そこに並ぶ端たん正せいな文字と、書かれている内容を今一度見直して、間ま違ちがいないと思う。

　一人で納なつ得とくして頷うなずき、書き付けを作業台に置いて、材料を探しに石いし室むろに入る。

「米粉。白豆。砂糖」

　声に出しながら一つ一つ材料を確認して手に取り、石室から作業台へ移す。

　次に大おお鍋なべに水を張り、竈にかける。

　湯が沸わき立つ間に、大きな鉢はちに米粉を入れて、少しずつ水を加えて練っていく。耳みみ朶たぶほどの柔らかさになった頃、大鍋の湯が沸き立った。

　大鍋に生の白豆を入れた。ぐらぐら煮に立たたせると、程ほどなく豆が柔らかくなる。適度な柔らかさになった頃に笊ざるにあけ湯を捨て、さらに鉢に移し、すりこぎで潰つぶす。せっせと潰す。ある程度潰れたら目の細かい笊に入れ、笊の目から押し出すようにして、なめらかに漉こした。

　結構な時間と力が必要な作業だった。しかし夢中になっていたので疲つかれはなかった。

　漉し終わった白豆に砂糖を加えて鍋に入れ、竈にかけ、木べらで練った。するとねっとりとした餡あんができあがった。

　そこで龍華果を細かく刻み、できあがった白豆の餡に加えて混ぜ込んだ。

　白豆の餡のあら熱が取れたら、練っておいた米粉の生き地じで包み、平たく、五弁の花に見えるように成形した。

（今度は、蒸せい籠ろう）

　花の形の白い餡包みがいくつも完成すると、今度は竈に湯を沸かしてその上に蒸籠をかけ、成形したものを並べて蒸むす。数分蒸してから笊に取りあげて冷ます。

　今度は竈に平たい鉄鍋を載のせる。鉄鍋が熱くなると、蒸し上げて冷ましておいた餡包みを一つ一つ丁てい寧ねいに、裏表こんがり焼く。

（手て間ま暇ひまのかかるお菓か子し。しかも高級な龍華果が使われているから、やたらと家庭で作るものではないのかも）

　南小三国では祝い菓が子しだというが、それも頷ける。本場では滅めつ多たに作らないし買わない菓子だが、輸入された崑国では珍めずらしさから、逆に本場よりも頻ひん繁ぱんに作られるのかもしれない。

　次々と焼き付けていると、手元が明るいことに気づく。視線をあげて目の前の窓を見ると、格こう子しの向こうの東の空が、既すでに明るくなっていた。

　徹てつ夜やしてしまったようだが眠ねむ気けは感じない。それよりも早く確かめたいと、気が急せくばかり。

　焼き上がった午睡餅を板の上に並べた。その数二十個ほど。板の上にちんまりと二十個並ぶ午睡餅は、主張の強くない、品の良い見た目だった。

　一つ、手に取った。

　表面は焼き付けられてぱりっとしているが、割ってみると、一いつ旦たん蒸した効果で、中の生地は真っ白、しっとりふわりとしている。餡は、とろみがあり柔やわらか。舌した触ざわりが良いなめらかな餡に、龍華果が散っている。

　一口、食べてみた。

　口の中に甘さと、花の香りが広がった。花を嚙かんだような強い香り。

（ああ……、やっぱり）

　痺しびれるような喜びが胸に響ひびく。

（朱西様のお気持ちは、ここにある。美しく整えられた書き付けを作られたときのお気持ちも、午睡餅をたくさん召めし上がった幼い頃ころのお気持ちも）

　それを確認して、理美はぼうっと宙を見つめた。

「これなんだ」
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　馬車の窓を覆おおう黒い布越ごしに、外が明るくなってきたのがわかった。かなりの速度を保ったまま馬車は走り続けているので、振しん動どうが大きい。ときおり車輪がはずみ、腰こしが浮くほどの衝しよう撃げきもある。さらに馬車を囲むように、護衛の騎き馬ばの足音が響いている。

（ご苦労なことだ）

　呂蓮佳は窓にかかる黒い布を持ち上げて外を確認し、馬車に寄り添そうように器用に馬を走らせている許訓記の、つるつるした横顔を確認した。徹夜で走っているのに、その表情はゆるんでいない。さすが皇こう帝てい付きの勅ちよく任にん武官に選ばれるだけのことはあるのか。

　黒い布を下ろすと、蓮佳は欠伸あくびを嚙み殺し、自分の前に黙もくして座す若き皇帝に訊きく。

「わたしは、なんのために何処どこへ連れて行かれているのでしょうか？　いい加減、教えてくれても良いのじゃないですかね」

　祥飛は腕うで組ぐみしたまま、素っ気なく答える。

「行けばわかる」

「昨夜から、そればかりですね。やれやれ、煙草たばこが欲しい」

　肩かたをほぐす真ま似ねをしながら、蓮佳は注意深く祥飛を観察していた。

（多少変わった皇帝教育を施ほどこされたのか？　この少年）

　人のことを変人呼ばわりできる立場ではないが、彼は皇帝としてはなかなか変わっている。

　蓮佳を軟なん禁きんしたことを、直接詫びに来たのには、正直かなり驚いた。徒あだ人びとなら当たり前のことでも、皇帝となると笑え顔がお一つ見せるだけでも勿もつ体たいぶるものだ。詫びるなど言語道断だろうが、彼はいともあっさり詫びを口にした。あまりに驚き、珍しかったので、笑えて仕方がなかった。何かの冗じよう談だんを目の前に見ているような気がしたのだ。

　しかし祥飛は大まじめに詫びを言い、不ふ愉ゆ快かいな蓮佳の言葉に激高することもなかった。

　そして、この不可解な長ちよう距きよ離り走行だ。途と中ちゆう立ち寄った街で馬を二度ほど取り替かえたが、街の様子からして、南下しているのは間違いなさそうだった。

「陛下。煙草をいただけませんか」

「そんなものは持ち合わせていない。我が慢まんせよ」

「できかねます。煙草がないとわたしは、乾ひ涸からびます。陛下のせいでわたしは、乾物になります。これほど長時間の移動になるなら、先に教えてもらわねば困りますね」

「ごねられても、ないものは、ない」

　きっぱりと拒きよ絶ぜつされ、蓮佳は意地の悪い笑みを浮うかべた。

「ああ、じゃあ。錯さく乱らんして、妙みような大声を上げてしまうかもしれませんね。『陛下、無体な真似はお止やめください』『いやん』とか叫さけぶ声が、併へい走そうしている許訓記の耳に届くかもしれません」

　祥飛は目をつり上げる。

「そのような馬ば鹿かな嫌いやがらせは、よせ」

「嫌がらせではありません。本当に錯乱して……いやん！」

　最後に色っぽい大声を出してやると、祥飛は見事に狼狽うろたえ腰を浮かせた。

「黙だまれ、わかった！　次に馬を替えるとき、訓記に命じて煙草を手配させる」

「助かります」

　慇いん懃ぎんに礼をしてみせると、祥飛はぶすっと頰ほお杖づえをついて窓の黒い布に額を寄せる。

（何をするつもりかは知らないが、付きあってやろう）

　興味がわいていた。彼が寵ちよう愛あいしているという雪理美は、自らを料理人と称しようする変わった皇后候補だった。可愛かわいらしい顔をして肌はだは美しかったが、目の覚めるような美人でもない。その娘むすめを皇后にしようとしている皇帝は、何を考えているのだろうか。さらに彼は、蓮佳が皇帝に仕える気はないと口にしても、怒おこる気配がまったくなかった。

　その上、それでも良いと認めた。

（もしこの皇帝を考仁が認めているとしたら、吏り部ぶ尚しよう書しよになる価値はあるかもしれない）

　考仁と蓮佳の望みは、書生の頃から同じだった。性格も生活態度も、まったく違う種類の人間だったが、そこだけは共通していた。共通の望みがあるからこそ、蓮佳は考仁を認めていると言っていい。

　それは国の安定と発展。ただそれだけだ。幼い頃に辛しん酸さんをなめた二人は共通して、国が乱れればどれほど民たみが苦しむか、実感としてわかっている。

　青修のことを隠かくし通し、陽夫人を泣かせていても、彼の信念が曲がらないと知っている。

　その点だけは尊敬していた。他ほかの点は、ほとんど全すべてにおいて苛いら立だつのだが。
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　龍りゆう華か果かの香かおりの中で立ちつくしていた理美は、頰ほおに朝あさ陽ひがあたる眩まぶしさにはっと我に返った。

　目の前に並んだ午ウー睡シエ餅イピンを眺ながめて、一つ確かく認にんすべきことに気がつく。

（周宰さい相しようは、もうお目覚めよね）

　考仁の朝は早いらしく、小葉が文句を言っていたことを思い出す。

　袖そでを縛しばっていた紐ひもを取ると、襦じゆ裙くんの皺しわやよれを手早く直し、考仁の室へと向かった。

　自然と早足になる。

　室の前に来ると戸が既に開けられ、風が通っていた。小葉に運ばせたらしい陶とう器きの水受けを化け粧しよう台へ置き、考仁は顔を洗っていた。洗い終わって顔を拭ふく布を探して手を伸のばしたので、理美は咄とつ嗟さに室内に入り、椅い子すの背にかけてあった布を手て渡わたす。考仁は小葉だと思っているらしく無言で受け取り顔を拭ぬぐったが、目を開けて理美だとわかると嫌な顔をした。

「誰だれが室に入ることを許した」

「あ、すみません！」

　慌あわてて飛びあがり、室の外へ駆かけ出ると礼をとった。

「おはようございます、周宰相。朝から、すみません。伺うかがいたいことがあって参りました」

　理美の声を無視して、考仁は歩ほ廊ろうへ出て海を眺める。その背中にめげずに訊く。

「周宰相は、午睡餅がお好きなんですよね？」

　質問が意外だったのだろう。なぜ馬鹿なことを訊くのかと、訝いぶかしむようにふり返る。

「なに？」

「午睡餅です。南小三国の祝い菓が子しだったものが崑国に伝わった」

「口にしたことはない」

「……え？」

「そのような下らぬことを訊いて、なんの役に立つ。さがれ。朝あさ餉げを用意せよ、料理人なら」

　驚おどろきながらも、理美はかろうじて返事をした。

「は……はい」

　その場を離はなれ厨ちゆう房ぼうへ向かいながら、様々なことが徹てつ夜や明けの頭の中でぐるぐると舞まい踊おどる。

（周宰相も午睡餅が好きなのだとばかり思っていた。けれど違う。口にしたこともない）

　昨夜からずっと感じていた龍華果の香りが、理美の指先から消えない。その香りに導かれるように、ふいに悟さとる。その発見が大きすぎて、徹夜明けの頭が一いつ瞬しゆんくらりとした。

（もしかしたら午睡餅は、朱西様にとってだけではなく、周宰相にとっても特別な意味を持つ食べ物になりえるのかもしれない！）

　立ち止まり、歩廊の柱にすがりつく。

　これが糸口だ。そんな自分の声が聞こえた気がしたそのとき。

　門の方から馬のいななきが聞こえた。正気づいて庭院にわ越ごしに、門の方へ耳を澄すます。客人らしい気配だ。

（誰？　こんな朝早く）

　小葉が駆けて行く後ろ姿が、歩廊の向こうに見えた。庭木の陰かげに小葉の姿が消えて、すぐだった。門の方から彼女の小さな悲鳴が聞こえた。

（何かあったの!?）

　目め眩まいは一瞬で治まっていたので、慌てて庭院を突つっ切り門へ向かった。

　離れの方から丈鉄も飛び出してきた。彼は理美の少し先を、庭木の枝や植えこみを器用に潜くぐり飛び越えて、どんどん先へ行く。

　丈鉄は門が見える位置に到とう着ちやくすると、驚いたように足を止めた。理美は少し遅おくれてやっと彼に追いつき、立ち止まった彼の傍かたわらから門を見る。

　数歩先に門があり、そこに小葉が立ちつくしている。こちらを向いて門の正面に立つのは、長なが革かわ沓ぐつに丈の短い上衣、その上に薄うす布ぬのの雨あま除よけの上衣を纏まとった旅たび装しよう束ぞくの青年。

（まさか）

　賢かしこそうな彼の目が、小葉から丈鉄、理美へと視線を移し、驚いたような色になる。

「若様」

　震ふるえる声で小葉が呟つぶやく。そこにいるのは朱西だった。丈鉄も理美も驚きすぎて声が出ない。

（朱西様が、どうしてここに）

　驚いたのは朱西も同様らしかったが、すぐに我に返ったように微笑ほほえむ。

「お久しぶりですね、小葉。そして丈鉄……理美。二人が、なぜここに」

　思わず一歩踏ふみ出しかける理美を、丈鉄の逞たくましい腕うでが遮さえぎった。警けい戒かいするように問う。

「それはこっちの台詞せりふだ、鳳家当主殿どの。なんのつもりで怨おん敵てきである宰相の別べつ邸ていに、のこのこやって来やがった。俺たちには使命がある。それをおまえに邪じや魔まされちゃ、かなわないぜ」

（そうだ。警戒しなきゃいけないんだ、朱西様のことは）

　朱西の行動は全て祥飛のためと、彼の口から直接聞いた。しかし彼は同時に、考仁を追い詰つめたいと願っている。その二つは矛む盾じゆんする願い。だから彼は、考仁を追い詰めたいと願っている限り、祥飛のために行動しているとは言いつつも、祥飛の敵なのだ。

　彼の中にある矛盾が、どう発はつ露ろするのか読めない。

「何をしに来た、朱西」

　重ねて問う丈鉄に、朱西は淡たん々たんと答えた。

「周考仁に手を差しのべに来た」
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　思いもよらない言葉に、丈鉄は胡う乱ろんな表情をする。

「手を差しのべるだ？」

　真意が読めず、理美はますます困こん惑わくした。

「……朱西」

　背後から、呆ぼう然ぜんとした声が聞こえた。ふり向くといつの間にかそこに陽夫人の姿があった。門の騒さわぎを不ふ審しんに思い、様子を見るために出てきたのだろう。口元を両りよう掌てのひらで覆おおい、亡ぼう霊れいでも見たような顔色だった。

　ほんのわずか、朱西が懐なつかしむような目をした。しかしそれは一瞬のことで、他た人にん行ぎよう儀ぎにきっちりとした礼をとる。

「お久しぶりです、陽夫人。宰相の周考仁に、会いに参りました。中に入れていただけますか？」

　陽夫人は指先を震わせる。
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「入れたいです。わたしはすぐにでも、お入りなさいと言ってあげたいです。けれど、あなたは……あなたは理美を入れたように、簡単に許すわけにはいきません。あなたは鳳家当主なのですから。考仁に、あなたの来訪を告げます。どうするかは考仁が決断するべきです」

「問えば、あの人は会わないと言うでしょう。入れてください。俺は周考仁に手を差しのべるために来ました」

「手を差しのべる？　あなたのその言葉、恐おそろしく感じます」

　ますますもって許可できないと言いたげに、陽夫人は首を横に振ふる。朱西は溜ため息いきをつくと、諦あきらめたように告げた。

「仕方がない。では許可なく入らせていただきます」

　呆然としている小葉の脇わきを抜ぬけ、朱西は門の内側に踏みこんできた。咄嗟に理美は、朱西の前に立ちはだかった。

「待ってください、朱西様」

「お退どきなさい」

　理美の肩かたを押しのけて歩もうとする背後から、丈鉄が白銀に光る小さな刃やいばを首の横に突つきつけた。手てつ甲こうの中に隠かくしてあった小刀だろう。刃の冷たさを感じたのか、朱西は動きを止めた。

「慣れないことはするなよ、朱西。力尽ちからずくじゃ、俺に敵かなわないのは知ってるだろう？」

　すると朱西は刃がないかのように無造作にふり返り、ふっと笑う。

「知っている。おまえが、簡単に鳳家当主を傷つけるほど馬ば鹿かじゃないことも知っている。ここは周家の別邸。ここで鳳家の主あるじが血を流せば大問題だ」

　丈鉄は、忌いま々いましげに舌打ちする。

　朱西はそのまま、理美と陽夫人の前を堂々と通りすぎ、庭院を奥へと進む。陽夫人は呆然としていたが、理美ははっとして駆かけた。背後から、朱西の腕に腕をからめて制止しようとしたが、あまり効果はない。引っ立てられているように、つんのめりながら進んでしまう。

「朱西様、お待ちください。待って。せめて何をなさるつもりか、教えてくだされば」

「言ったでしょう。手を差しのべに来ましたと」

「差し出されるその手は、何を目的に差し出されるのですか？　それを教えてください」

「知りたいのなら、俺が周考仁に話す内容を側そばで聞いていればいいのです」

「朱西様は蓮佳様のお屋や敷しきで、まだ敵であると仰おつしやいました。その敵の手がどんなものなのか、わたしたちは知らなければ、周宰さい相しようにお引き合わせできません」

　朱西は、冷えた声で応こたえた。

「あなたたちの許可など、最初から俺は必要としていません。中に入って良いかと訊きいたのは、とりあえず礼は通そうと思っただけのこと」

　腕が疲つかれて理美の力がゆるむと、難なく朱西は理美の手を逃のがれ、庭院を抜けていく。焦あせった理美は丈鉄をふり返った。

「丈鉄様、朱西様が行ってしまいます」

「あいつが言ったとおり、鳳家当主に俺たちが無む闇やみに乱暴はできない。周考仁はまだ、陛下の宰相だ。宰相の別宅で、鳳家当主に何か起こっちゃまずい」

　朱西が強きよう硬こうな態度に出ても、見守るしかないということだ。

（なんてこと！）

　早足で進む朱西の背を、理美は全速力で追いかけ、彼が母おも屋やに入る直前に追いついた。息を切らしながら、朱西の背後にぴたりとつく。屋敷の構造をよく知っているらしく、朱西は迷わず、考仁と陽夫人が朝あさ餉げをとる室へ向かう。

　そこが母屋の中心で、最も広く、眺ながめが良い。考仁は室と続きになっている、海に張り出した歩ほ廊ろうへ出て景色を眺めていた。足音にふり返る。

「何事だ。騒がしい……」

　室の出入り口に朱西の姿を認め、考仁の言葉が途と切ぎれた。啞あ然ぜんとしている。

　朱西は一歩室に入ると、そこで丁てい寧ねいな礼をとった。

「早朝に失礼いたします、周宰相」

　目を見開いた考仁は、あまりの驚おどろきのためにか沈ちん黙もくした。しかしそれは数すう瞬しゆん。

「何をしに来た」

　さすがと言うべきか、考仁は冷静に厳しく問い返すが、わずかに語ご尾びが掠かすれた。驚きが容易に去らないらしい。

　暫しばらくの間があり、考仁と朱西は微び動どうだにせず互たがいを見ていた。波音がその隙すき間まを埋うめる。

　朱西は微笑む。

「鳳家当主として、あなたに手を差しのべに参りました」

「なに？」

　不ふ愉ゆ快かいな表情を作った考仁を意に介かいさず、朱西は室の中央の円えん卓たくへ近づく。

「かけても良いでしょうか？　長旅で少し疲れています　何しろ、あなたが罷ひ免めんされたと耳にして、取るものも取りあえず旅に出ましたから」

　その言葉に、理美はぎょっとした。

（罷免？　どこでそんな話が広まってるの？）

　考仁と祥飛のいざこざは、固く口止めされている。四し夫ふ人じんたちでさえ、考仁が突とつ然ぜん別べつ邸ていで休きゆう暇かを取る理由をはっきりと知らない。しかも考仁は罷免されたわけではない。

「根も葉もない噂うわさを信じ、紅唐まで来たのか。ご苦労なことだ」

「根も葉もないことでしょうか？　あなたが宮城を離はなれることなど、先せん帝ていの時代からついぞなかったと聞いています。たとえ休養するにしても」

「わたしも、年をとれば心身を休めたくなるとは思わなかったのか？」

「思いません。ことに今は、吏り部ぶ尚しよう書しよも決まらず、鳳家と皇帝陛下の関係は良くない。このようなときに、ただ休むだけでなく安寧を離れるのは、宰相としてはあってはならないこと。あなたは陛下に罷免されたのです。おそらく理美の一件で陛下の怒いかりを買ったのでしょう」

「無礼な口をきくな」

　静かな口調だったが、その中に考仁の激しい怒りを感じた。朱西は椅い子すを引くと腰こしかけ、足を組み、ゆったりと背もたれにもたれた。

「怒おこらないでいただきたい。俺はあなたに、手を差しのべに来たと言ったはずです」

　うっすら笑う。

「罷免されて活かつ躍やくの場を奪うばわれたあなたを、鳳家が───俺が、雇やとってさしあげましょう」

　考仁が目を見開く。

「手て強ごわい敵は敵であるときは脅きよう威いですが、仲間になれば心強い。鳳家が再び権力の座に返り咲ざけるように、力を尽つくしませんか？　あなたが国を安定させることを何より大切に思っているのを、俺は知っています。そうであるなら、鳳家皇帝が誕生し国が安定すれば、それはそれであなたの望みに適かないませんか？」

　罷免されて立場をなくした考仁を、鳳家が雇ってやろうと言っているのだ。

　朱西が提案したことが、理美には理解できなかった。鳳家が考仁を雇いたい意思はわかるのだが、その意図がわからない。

（なぜこんなことを提案なさるの!?　なぜ、どうして）

　ことによると、この提案こそが朱西の復ふく讐しゆうか。自分の人生を操あやつってきた父を、自分の配下に置き、使し役えきする。そのことで溜りゆう飲いんを下げるのだろうか。

　考仁が拳こぶしを握にぎった。握りしめたその拳は、白くなるほど力がこもっている。

「まるで憐あわれむかのように、手を差しのべるなどと。なんたる傲ごう慢まんか」

　呻うめくような低い声は、爆ばく発はつ寸前の何かを抑おさえこむように微かすかに震ふるえていた。さしもの考仁も、もはや冷静でいられないようだ。

　同じことを言われても、常ならば鼻で笑って、無視して終われたかもしれない。だが実際に考仁は、罷免されたも同然と考えているだろう。そのことに苛いら立だっているときだ。

（朱西様は、周宰相を怒らせることを百も承知で言っている）

　微笑ほほえんでさえいる朱西の表情から、それがわかる。

「このまま隠いん居きよなさいますか？　鳳家に傅かしずきますか？　それとも陛下の元へ戻もどられるか」

　そこまで口にして、朱西はわざとらしく言葉を切る。

「失礼。罷免されたのですから、陛下の元へは戻れませんでしたね」

「罷免されたのではない。陛下は、わたしを必要としている」

　訂てい正せいした考仁の言葉に、朱西が無言で疑問を呈ていするように小さく首を傾かしげたときに、

「失礼いたします」

　落ち着いた陽夫人の声が響ひびいた。

「お茶をお持ちしました」

　その場の緊きん張ちようを断たち切るような絶ぜつ妙みような間合いで入ってきた陽夫人は、門前での狼狽うろたえた様子が噓うそのように落ち着き払はらっていた。内心は乱れに乱れているだろうが、それを上手うまく隠かくしている。

　考仁は陽夫人を睨にらみつけた。

「おまえが、この者を通したのか」

「いいえ。勝手に通ってしまいました。待ってくれるように頼たのみましたが、強ごう引いんに。鳳家当主に手て荒あらなまねができずに、通すことになってしまっただけです」

　淡たん々たんと告げながら陽夫人は理美に目配せし、茶を頼むというような合図を送った。

　理美は陽夫人の手から盆ぼんを受け取り、茶器を並べはじめる。震える手で並べていると、陽夫人が卓たく子しの席に着く。

「あなたも落ち着いて、席に着きませんか？」

　陽夫人の言葉に考仁は眉まゆをひそめたが、結局静かに席に着く。

（お上手だ、陽夫人）

　興奮しているらしい考仁を宥なだめるために、まずは席に着かせ、茶を勧すすめるのは得策。しかしただ座れと勧めては、朱西と同じ卓に着くことを拒きよ絶ぜつされかねない。そこであえて、「落ち着いて」という、言葉を使った。そう言われれば、立ったままでいると、まるで考仁一人が落ち着いていないように思える。

（陽夫人はこの場を、どうにか良い方向に舵かじを切ろうとしている）

　自分も冷静になり、何をするべきか考えなくてはならない。

　皮肉なことに朱西が、考えなさいと言った言葉が強く胸に残っている。

（考えます。朱西様。朱西様がどんな思おも惑わくでこんなことをなさっているのか、わかりません。もしこの場で朱西様が目指していることが、陛下にとって不利益になるなら。考えて、考えて、今朱西様がなさろうとしていることを、阻そ止しします）

　手の震えが、すこし収まってきた。茶器に茶葉を入れ、湯を注ぎ、一度湯を捨て汚よごれと雑味を払う。さらに丁寧に茶を淹いれる手順を追いながら、必死に考えていた。

（何ができるの、今。わたしに）

　茶を淹れ終わり三人の前に並べると、理美は綺き麗れいに礼をとり、緊張しながら告げる。

「お茶を召めし上がってください」

　考仁は不快げに朱西を見つめたまま、微動だにしない。

「決断をお願いします、周宰さい相しよう」

　静かに要求した朱西の言葉に、考仁は膝ひざの上の拳を再び握る。すると陽夫人が、茶に手を伸のばし、二人に向かって微笑む。

「大きな決断には、考えをまとめる時間が必要です。こうやって茶が目の前にあるのですから、まずは茶を楽しみましょう」

　張りつめている空気にあえて踏ふみこみ、乱し、二人の憎ぞう悪おと緊張がさらに高まるのを回かい避ひするように陽夫人は努めている。

（けれど、それ以上どうすることもできない）

　事は、成り行き任せにするしかない。

（それは駄だ目めだ。陽夫人が舵を切ろうとしている方へ向かえるように、助けなきゃ）

　こうやって朱西と考仁が睨み合っている状じよう況きようでは、陽夫人が試みる緊張の緩かん和わも、またすぐに効力をなくす。考仁と朱西が向かい合っている限り───。

　はっとした。これは、理美がもう一度必要だと願った状況ではないだろうか。

（今だ……！　今が、周宰相と向き合うべきときだ！）

　緊張を隠し、理美は微かに笑う。上手く笑えたか自信はなかったが、声は震えていなかった。

「お茶うけも、ございます。すぐにお持ちします」

　礼をとり、静かに室を出ると厨ちゆう房ぼうへ向かう。厨房へ向かう足が無意識に速まる。

（そうだ、そうだ！）

　胸の中が緊張で一いつ杯ぱいだ。今このとき、朱西の目の前で、周考仁の中にある矛む盾じゆんを浮うき彫ぼりにできるかもしれない。同時に朱西の中にあるものも、彼に自覚させられるかもしれない。

　もしそれができたとしたら。

（全すべてが動く。あるべき方向に）
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（少し瘦やせられたか）

　同じ卓に着き、落ち着いた様子で茶に手を伸ばす陽夫人を見つめて、朱西の胸は微かに痛む。

　彼女は、なさぬ仲の朱西を実の子どものように慈いつくしみ育ててくれた。その労に後足で砂をかけるようにして、自分は周家を出て鳳家当主となり、彼女の夫を追い詰つめようとしている。

（申し訳ない。しかし……実父と信じ、慕したわされ続けていたこの虚むなしさと同等のものを、周考仁も味わうべきだ）

　燃えあがるような感情ではない。しかし淡々と、考仁に対する復讐心とも憎にくしみともつかないものが、間断なくじわじわと心に染しみ出るのだ。

　理美の一件の真相は、既すでに祥飛に知られているだろう。それ故ゆえに考仁は宮城を出たのだろうが、そこに理美と丈鉄がいたのは意外だった。二人は使命があると言った。間ま違ちがいなく祥飛の命令で二人はここに来たはず。

　さらに考仁が、「陛下は、わたしを必要としている」と口にした。

　ということは、祥飛は理美の一件を知ってなお、その一いつ切さいに目をつぶり、宰相として信しん頼らいし続けようとしているのだ。考仁がそれを拒絶したため、理美と丈鉄が彼を連れ戻すために説得に出向いてきた可能性が高い。

　何があっても考仁が必要だと、祥飛は理解している。

（そうであるならなおのこと、俺は周考仁に「鳳家が雇やとってさしあげる」と言う必要がある。ここに来た意味があるというものだ）

　理美も丈鉄も、陽夫人も、困こん惑わくしているだろう。だからといって朱西は、考仁が態度を決するまで引くつもりはなかった。

　さらにこうして、目の前で屈くつ辱じよくを感じているらしい考仁を見つめていると、その屈辱を存分に味わえば良いと思う。しかし同時にその姿を目にすることは、気分が悪い。見たくないものを見せられているような気もする。

　追い詰めようと決めてその姿を見たいと願い、それを存分に味わえば良いと思うのに、その姿を見るのは「楽しい」とか「胸がすく」とかいった感情とはほど遠い。痛いとわかっているささくれをむしり、痛いのに、さらにむしりたいような複雑な感覚だった。

　そそくさと室を出て行った理美のことが気になる。

（陛下の命令を受けたとしても、彼女には、周考仁の心を動かすのは無理だろう）

　おそらく彼の心の柔やわらかい部分に手が届く人間は、もうこの世にいない青修だけ。固い殻からで覆おおわれた彼の心を動かすのは、屈辱や怒いかりや、計算。最も理美が苦手とするものだ。

（俺は彼の屈辱や怒り、計算高さを利用して、彼を操るしかない）
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　理美の足は速まる。そのうち歩ほ廊ろうを駆かけていた。

「理美！」

　丈鉄が歩廊の向こうからやってくる。

「どうなった、朱西とあの人は」

　腕うでを摑つかまれたので、立ち止まって丈鉄を見上げた。

「今、陽夫人が運んでくださったお茶のおかげで、皆みなさま卓子に着きました。朱西様は周宰相を、鳳家で雇うと申し出られました」

　それを聞いた丈鉄は心底困ったような顔をする。

「あいつ、何を考えてる」

「わかりません。わかりませんけれど。とにかく、自分ができることをやってみます」

「何をする気だ？」

「お茶うけのお菓か子しを、お出しします」

「お菓子？」

　ぽかんとした丈鉄の腕の力がゆるんだので、理美はまた駆け出す。

　厨房に入ると、焼き色がついた五弁の花の形の菓子が、板の上にずらりと並んでいる。冷めるときに発する蒸気は、上手うまい具合に板に吸い込まれており、底もふやけてはいない。

（余計な思いが入り込まないように。皿は真っ白がいい）

　棚たなから純白の皿を取り出し、午ウー睡シエ餅イピンを円形に並べる。さらに残った龍りゆう華か果かを、真っ白い小こ鉢ばちを探して入れる。その二つを盆ぼんに載のせた。

　盆を捧ささげ持つと、海の望める室へと引き返す。丈鉄が心配顔で、室の近くの歩廊に控ひかえていた。理美は彼に小さく頷うなずいて、室の出入り口に立った。

（きっとこれが最後の縁よすが）

　そんな気がする。この縁が切れてしまえば、朱西と考仁の間にあるものは永久に氷解しないし、考仁の心は鎧よろいを身につけたままで、祥飛の元へ戻もどってくれる可能性も薄うすれるはず。

（すこし……怖こわい）

　蓮佳の屋や敷しきで室シー鍋グウオを饗きようした後、考仁が見せた冷たい目を思い出すと、今自分が手にしているものも不安になる。

　すると。

　──神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美うま味しの宮みやよ。

　びりっとした姉斎さい宮ぐうの言葉が耳に蘇よみがえり、すっと体の芯しんに適度な重みの心ここ地ちよい何かが下りてくる。怖がる心がそれに押し出され、消える。

（はい。斎宮様。承知しました）

　軽く目を閉じた。

（けれど。いま必要なのは、ただ、美味おいしいだけではないのです）

　美味宮として神と姉斎宮に仕えていたときは、ただ純じゆん粋すいに、美味しいものだけを求めていられた。美味しければ美味しいほど良かったのは、最も純粋なものに対していたからだ。

　しかし今、理美は神ではなく人と対している。

（丈鉄様に饗した蜊リージ酒ウミ麵イエンのときも感じたことが、今、はっきりとわかります。神に比べれば、人は小さすぎて綺き麗れいじゃないから、純粋に美味しさだけを求めても、その人の心に添そえないことがあります）

　ゆっくりと目を開く。室の中が見えた。卓たく子しを囲むのは、朱西、考仁、陽夫人。

（わたしは今、神に比べればとても小さくて、綺麗じゃないものたちにこそ、仕えたいです）

　ふっ、と。

　姉斎宮が、呆あきれたように吐と息いきで笑った気配を感じた気がした。
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　一礼して室に入ると、平皿と小鉢を卓の中央へ置き、一歩下がって、盆を抱かかえて礼をとる。

「お茶うけに用意いたしました。召めし上がってください。これは───午睡餅です。それと南小三国の特産、龍華果の砂さ糖とう漬づけです」

　陽夫人が瞳ひとみを輝かがやかせる。

「午睡餅。懐なつかしいですね。あなたは子どもの頃ころから好きでしたね、朱西」

「ええ、まあ」

　と、朱西は歯切れの悪い言葉を返す。理美の意図が読めない上に、陽夫人の嬉うれしげな声にどう答えるべきか戸と惑まどっているようだ。

（やっぱり。朱西様は午睡餅に対して、素す直なおに好きと言えない）

　考仁は沈ちん黙もくしたまま午睡餅と龍華果の砂糖漬けを見つめている。警けい戒かいしているらしいが、それがどう見ても、一いつ般ぱん的な午睡餅と龍華果の砂糖漬けなので、これがなんなのかと訝いぶかる様子だ。

「十五年前まで、龍華果は南小三国からの輸入品として、認められていなかったと聞いています。周宰さい相しようが輸入品の項こう目もくに入れられたことによって、午睡餅も崑国内に広まり流行したと。周宰相は、午睡餅がお好きだから、龍華果を輸入したわけではないのですね？」

「自分の好みで輸入品を選せん択たくする官かん吏りが何処どこにいる。教えたように、わたしは午睡餅を口にしたこともない」

　馬ば鹿か馬鹿しい質問だと言いたげに、考仁は吐はき捨てた。

　その言葉が一筋の光に見える。

（この場面でも周宰相は気がついていない）

　この光の筋を手た繰ぐり寄せようと、理美はしっかりと間を置き、問う。

「では、なぜ龍華果を輸入品項目にあげられたんですか？」

「土産みやげにもらった午睡餅を与あたえたら、女、子どもが喜んだ。女、子どもが喜ぶものは、民たみの大半が好む。そう判断した」

「朱西様が喜ばれたからなんですね？」

　考仁は、きっと理美を睨にらみつけた。

「朱西が、ではない。世の子どもが好むとわかったから、そう判断したのみ。この者のためにわたしが、何かすると思うか」

「思いません」

　即そく座ざに否定し、続けた。

「思いませんが、周宰相が気がつかれていないだけかもしれません。午睡餅を召し上がったことがない周宰相は、ご存ぞん知じないことがあります。崑国宰相であり、知略に優すぐれた方でも、わたしのような者が知っていることを、知らないこともあるのです。もし知りたいとお思いでしたら、午睡餅を一口召し上がってください」

　頭脳明めい晰せきな人は、知識欲が強い。知らないままに、しておけるものではない。

（どうか、一口。一口でいい）

　朱西と陽夫人は、理美が何のことを言っているのか、わからないらしい。二人とも沈黙し、事の成り行きを見守っている。

（もし周宰相があのことをご存知なら、一口できっと全すべてがわかる）

　知っていて欲しいと願う。考仁は───、きっと知っているはず。心に願い言葉を重ねた。

「わたしは当然知っていることです。午睡餅を口にしたことがある者なら、誰だれでも知っていることです。ただ一口召し上がれば、それがわかると思います」

　考仁は午睡餅を見つめていたが、我が慢まんできなくなったように手を伸のばした。四分の一程度、午睡餅をわり取ると口に入れた。

　口にしてすぐに眉まゆをひそめる。

「龍華果の香かおりが強い。午睡餅に混ぜ込めば、龍華果の香りは薄らぐか、消えるかするものと思っていたが。香りは消えていない」

「そうです。午睡餅は龍華果の香りがとても強いお菓子です。龍華果そのものを食べているような、強い香りがするんです」

「この菓子は、龍華果そのものと言っても良いほどの香りがする」

　不ふ愉ゆ快かいげに口にすると、朱西を睨む。

「おまえは龍華果の香りが嫌きらいなはずだ」

　その一言を聞き、一いつ瞬しゆんにして理美の胸に喜びが沸わきあがる。

（やっぱり、ご存知だった！）

　光の端はじっこを摑つかんだ。この瞬間確信した。

「龍華果の香りがこれほど強いものを、なぜあれほど好きだと言い張っていたのだ、朱西。龍華果の香りが嫌いなおまえが。噓うそをついていたのか。あの幼いときから、おまえはわたしを欺あざむき続けていたのか」

　責める言葉に、朱西は虚むなしく微び笑しようした。

「ええ、噓と言えば噓です。俺は龍華果の香りが嫌いで、午睡餅の香りも嫌いです」

「生来の噓つきか。そのような者に傅かしずけと……！」

　考仁が眉を吊つり上げたそのとき、今が好機と悟さとった。

「周宰相は、まだ気づいていらっしゃいません！」

　鋭するどく、理美は考仁の声を遮さえぎった。

　そのことにかっとしたのか、考仁が思わずのように立ちあがった。

「わたしが、何に気がついていないと言う!?　この者の、生来の醜しゆう悪あくな性質を見み抜ぬけなかったことを揶や揄ゆしているのか！」

「なぜ、周宰相は気づかれたんですか」

「何を言っている。おまえは今、わたしが気づいていないと言ったぞ」

「周宰相は、午睡餅を口になさってすぐに、一つのことに気づかれました。けれど、なぜそれに気づいたのか、その理由に気づいていないんです。どうして、朱西様が噓つきだと気づかれましたか」

「これが嫌いな龍りゆう華か果かの香りのする菓か子しだ！　その菓子を、美味うまい、好きだと口にしていれば、それが噓だと気づいて当然」

「ではどうして周宰相は、朱西様が龍華果の香りが嫌いとご存知だったのですか」

「一いつ緒しよの屋や敷しきにいて、十五年以上ともに過ごしていたのだ。知っていて当然ではないか！　何が言いたい。愚ぐにもつかぬ会話で何かの時間稼かせぎか」

「たとえ同じお屋敷にいても、食の好みなど些さ細さいなこと！　目に見えるものではなく、頻ひん繁ぱんに話題になるものでもありません。しかも龍華果は、日常的に口にしないもの。それが話題に上ることすら滅めつ多たにないはず」

　会話を打ち切ろうとする考仁の気配を察し、理美は口調を強くした。

「同じ屋敷に住んでいても、興味もなければ関心もないなら、その子が何を喜んで食べ、何を食べ残し、嫌うか、気づけるはずはありません。一いつ片ぺんの愛情もなく関心もなく育てた子の食の好みなど、知っているわけないんです！　実際に陛下の母君の延貴き妃ひ様は、陛下の食が細いことにすら気がついていなかったと聞きました。同じ宮きゆう殿でんに住んでいながら、そうだったんです。それなのに周宰相は、朱西様に情などわいたことがないと仰おつしやったのに、なぜそんな些細なことを知っていらっしゃるんですか!?」

　問われたことに、考仁が怯ひるんだように見えた。さらに重ねて理美は問う。

「なぜ知っていたのですか」

「知人の屋敷で朱西が、龍華果を食べるふりをしたのだ」

「それに気づかれたんですね？　相手と談笑している最中、相手は朱西様の行動に気づいていなかったのに。周宰相には、わかったのですね。なぜですか」

「ただ気づいたというだけだ！」

　追い詰つめられているかのように、考仁は声を高くした。

「一緒にいた相手は気づかないのに？　なぜ周宰相は気づいたんですか。その理由は!?」

「相手は、朱西に注意を払はらっていなかった。他人の子を、それほど気にする者がいるか！」

「そうです」

　理美は、微笑した。

「他人が気がつかない子どもの様子に気がつくのは、その子の親だからです。周宰相は、朱西様に情などわいたことがないと仰いましたが、どれほどそう主張なさろうが、周宰相は朱西様の親として接し、大切に見守っていらっしゃったということです」

　朱西が、驚おどろいたように考仁を見やった。

　考仁は表情をなくし、青ざめてさえいた。
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　突つきつけられた事実に、考仁は愕がく然ぜんとした。

（何を馬ば鹿かなことを）

　そう言いたかったが、言葉にならなかった。反論の糸口を咄とつ嗟さに見つけられない。

（そうだ。わたしは朱西が、龍華果の香りが嫌いだと知っている）

　育ての親であった先代周家当主の食の好みなど、考仁は知らない。十数年、紅唐の屋敷でともに過ごしたのに、養父の食の好みなど咄嗟に出てこない。何が好きか嫌いかも知らない。

（なぜそんなことを知っていた!?　なぜだ!?）

　ぐらりと視界が揺ゆれた。

（まただ、また目め眩まいがする）

　蓮佳の屋敷で体験したのに似た目眩が襲おそう。

　過去が頭の中で再現される。

　知人の屋敷に招かれ、陽夫人と朱西の二人を伴ともなって訪ねたとき、出された龍華果を目の前にして、朱西がいつになくそわそわしていると感じた。もともと落ち着きのある子だったので、他人の目から見ればお行ぎよう儀ぎの良い振ふる舞まいをする子にしか見えなかっただろうが、それでも常と違ちがうと考仁は気づいた。

　当時まだ珍めずらしかった龍華果が自じ慢まんらしい相手は、子どもは好きなはずだと、しきりに朱西に勧すすめていた。朱西は食べるふりをしながら、齧かじりかけた龍華果を卓たく子しの下から、陽夫人の方へそっと差し出す。陽夫人はそれに気がつき、何気ない素そ振ぶりで紙に包み袂たもとに隠かくした。手元に視線を向けることなく、朱西はそれをやってのけた。それを見た考仁は、そこそこの気き遣づかいができるのだろうと思っただけだった。褒ほめてやるつもりはなかった。

　朱西は青修の子だ。甘やかし自由にさせれば、青修のように羽を伸ばして、何をしでかすかわからない。ぎりぎりに繫つなぎとめ、考仁の手足となるような官かん吏りとして育て、永久に自分の支配の下もとにいればいい。

　そうすれば、皇こう帝ていの地位も考仁の夢も振りきって逃にげた青修への意い趣しゆ返がえしになる。

　朱西は思考の道具として、自分が使う。そう心に決め、彼を実子として引き取った。実子としたのは、その方が余計に強く朱西を縛しばれるからだ。

　考仁の夢を知りながら逃げた青修への、考仁なりの報復のつもりだった。

　最初から、愛情で引き取ったわけではない。一片の情も注いでやる気はなかった。そんな気持ちになれないだろうと確信していた。

　ただ幼い朱西は賢かしこく、素す直なおだった。

　陽夫人を義母と理解していたので、遠えん慮りよがちながら素直に彼女の教えを受けていた。考仁が要求する高度な学問にしても、飲み込みが早かった。難しいことには熱心に取り組んだ。そしてそれを成し遂とげると、目を輝かがやかせて考仁をふり返ったりしていた。

　褒めて欲しいと瞳ひとみで訴うつたえる彼に、考仁はただ、淡たん々たんと頷うなずくだけだった。

　九つのとき、朱西は登用試を受けた。年ねん齢れい制限のため官吏として登用は認められないが、当時の礼れい部ぶ尚しよう書しよから戯たわむれに、「登用は認められないが受試は制限されていないので、腕うで試だめしに受けてみろ」と言われたのだ。

　結果、その年の三番目の高得点をあげた。その知らせを受けた朱西は喜び、帰宅した考仁の深しん衣いにしがみついてきた。

「ご覧ください！　ご覧ください！　礼部尚書からの文ふみです。俺が三位です！」

　目を輝かせ、体中で喜びを表現する朱西は見たことがなく、考仁に抱だきついたのも初めてだった。珍しくはしゃぐ朱西を見た途と端たん、胸の中に何かがせりあがってきた。

（この年で三位とは。素す晴ばらしい才ではないか！）

　思わず、抱きしめ返しそうになった。しかし、

（これは青修の子だ！）

　頭の中にそんな声が響ひびいた。瞬しゆん間かん、朱西を抱きしめそうになった自分に気がつき、かっと腹が立った。抱きつく朱西を邪じや険けんに払いのけて言った。

「うぬぼれるな。おまえはただ、思考の道具なのだ」

　朱西の笑え顔がおが凍こおりついた。考仁はそれを見ないように背中を向けた。

　目の前に今、朱西がいる。考仁の動どう揺ようする姿を、驚いたように見つめている。青修にそっくりではあるが、それよりも幼い頃ころの面おも影かげが濃こく思えた。こちらを見つめる瞳は、昔と同じ。

　目眩が強くなり、瞼まぶたを強く閉じる。

（苦しい）

　笑顔を凍りつかせた幼い朱西に背中を向けたときの思いが、鮮せん明めいに蘇よみがえる。

（可か哀わい相そうに。いや、道具を憐あわれむ必要はない。あれ程ほど素直に喜んで愛らしい。馬鹿者、そのようなことを考えるのは、愚おろかだ。なんのためにあれを引き取った。あれは道具だ。青修の子だ。しかし朱西は、朱西だ。青修とは別の人間だ。いや、青修の血を引いている。青修そのものだ）

　あのとき、自分がこれほど混乱していたとは知らなかった。何かが胸の中にあると感じてはいたが、それをけして見ないように、別のことへ思考を向けた。

　考仁の夢を知りながらも消えた青修への意趣返しに、朱西は考仁の道具として縛り続けよう。

　そう考えていたはずなのに。

　幼い朱西は素直で賢くて、愛らしくて───。







　望んでもいない愛いとしさがわきあがってくるのを苦痛に感じて、そんなものは存在しないはずだと、無視した。







　力が抜ぬけた。

　立っていられなくなり、壁かべ際ぎわにあった長なが椅い子すに腰こしを落とした。

「わたしは、朱西を……」

　宰さい相しよう、周考仁として、この邪じや魔まで生意気な娘むすめに、何か言わねばならない。そう思って口を開いたが、言葉には力がなく続く言葉も見つからない。

　誰だれにも見られたくない姿を、さらしている気がした。

　それは自分自身も知らない姿で、けして見たくないものかもしれない。

「なぜ、噓うそをついた。午ウー睡シエ餅イピンが好きだと」

　こちらを見つめる朱西に、気が抜けたように問う。

「噓と言えば噓ですが、噓ではないと言えば噓ではありません。俺は龍りゆう華か果かの香かおりが嫌きらいで、午睡餅の香りも嫌いです。ですが、午睡餅は好きでした。香りには辟へき易えきしましたが、たくさん食べました」

「香りが嫌いなのに、好きなのですね？」

　陽夫人が確かく認にんするように問うと、朱西は頷く。

「父上に初めてもらった菓か子しだったので」

　香りが苦手なのに、それを好きと思わせたものは、何か。

　午睡餅の、まるで花を嚙かんだような龍華果の香りを不意に強く意識する。その甘い香りが、考仁の全身を満たすほどに広がる。

　なぜか、苦痛を訴えるような呻うめき声が自分の口から漏もれた。

（朱西）

　幼い朱西は、それほどまでに考仁を慕したっていたのだ。

　室にいる全すべての者が、不意にぎょっとした顔をして考仁を見た。

（なにごとだ……？）

　疑問に感じたのと同時に、膝ひざの上にぽつりと水すい滴てきが落ちた。

　それが何かを察し、考仁はまさかと自らに驚おどろきながら、己おのれの顎あごに触ふれた。濡ぬれていた。頰ほおを伝う涙なみだが顎先に集まり、ぱたぱたと、幾いくつかまとまって再び膝に落ちる。

「なぜ」

　そう呟つぶやいた瞬間、目の前の朱西が幼い朱西へと変わり、それから青修へと変わった。

　箍たがが外れたように、記き憶おくと切り離はなされていた感情が噴ふき出し、記憶と混ざり合う。

　不意に声が聞こえた。







「闘とう棋ぎが強いな、君。名は？」
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　考仁の目の前に、青修の笑顔が見えた。

　かつて陽老師に集められた書生たちは、家いえ柄がらの良い者ばかりで、地方官吏の養子として陽老師の元に来た考仁は、彼らの中では浮ういた存在だった。彼らのように楽器の一つも鳴らせないことを、寄宿した初日に真っ先に周囲から皮肉られた。

　同室の人間もろくな者ではなかろうと思い、ただやり過ごすことだけを考えていた。

　与あたえられた室で荷物を整理していると、そこに入ってきた青年は朗ほがらかな表情で明るい空気を纏まとった、いかにも苦労知らずな青年だった。

　彼はいきなり、あけすけな笑顔になった。

「やあ、同室は君か。さっき君が、庭院にわで闘棋をしていたのを見た。鮮あざやかな手だった。凄すごかった。闘棋が強いな、君。名は？」

　初対面で、名乗る前からいきなり手放しで称しよう賛さんされたので逆に驚いた。

　それが鳳青修だった。

　彼は鳳家の嫡ちやく子しで次期皇こう帝ていにと官かん吏りたちが推おす血筋であり、同時に陽老師の書生になる程ほどの才がある。恵めぐまれた男だった。嫉しつ妬とする気にもならぬほど、立場が違ちがう。

　しかしそもそも、青修を嫌いになるのは至難の業わざだった。

　彼は賢かしこく大らかで、なおかつ威い張ばったところなど一つもなかった。家柄を鼻にかけることもないし、才走って人をやり込めることもなかった。弱い者に優やさしく、小さな者を可愛かわいがった。

　陽老師の娘、陽英香が彼に憧あこがれるのも無理からぬことだった。考仁は密ひそかに英香に思いを寄せていたが、青修には敵かなわないと諦あきらめていた。

　ただ英香が頰を染めて青修を見つめる横顔を見ているのが辛つらくて、足元に目を落としたことが幾いく度どもある。ある日、そこに白い花が咲さいていて、その可か憐れんな白さに胸が引き絞しぼられるように痛んだのを思い出す。

　青修は、十一歳で書生になった呂蓮佳を、友人として対等に扱った。彼女を室シー鍋グウオに呼んではこっそりと食わせ、考仁と三人で様々な議論をした。

　そこで三人は夢を語っていた。考仁も蓮佳も、青修に「早く皇帝になれ」とせっついた。学問などそこそこにして、すぐにでも今きん上じようと相談して代だい替がわりしろと。今上はかなりの高こう齢れいで、早く後こう継けい者しやを決めて退位したがっているという噂うわさだったのだ。

　青修は嫌いやな顔をした。実は、そこまで皇帝になりたくないと言うので、考仁と蓮佳は、「馬ば鹿かなことを」と、冗じよう談だん半分本気半分で責め立てた。

　青修がはじめて、燭国後こう裔えいの姫ひめを考仁たちに紹しよう介かいしたとき、蓮佳は、どこかがっかりした顔をした。彼女は、青修の瞳ひとみが見つめる未来を的確に読み取ったのだろう。潔いさぎよい彼女は、それは致いたし方なしと諦めたのかもしれない。

　考仁は、そこまで潔くなれなかった。まずいことになったと思い、なんとか青修の道を軌き道どう修正するべきだと考えた。

　青修は遊びで女性と付きあうような男ではないから、本気であの姫と添そい遂とげるつもりだろう。しかし燭国に連なる姫を妻にすれば、鳳家派の官吏たちも鳳家も、青修を皇帝に推せなくなる。果たして、青修を皇帝に望む者たちは、彼がその姫を娶めとることに断固反対した。鳳家も反対した。無論、考仁も反対した。

「青修。あの姫は諦めるべきだ。そうでなければおまえを皇帝に推す一派の賛同が得られない」

　陽老師に与えられていた書生たちの室は、とても狭せまかった。寝しん台だいを向かい合わせに二つ置けば、そこに互たがいに腰かけて話すと、膝と膝とがくっつくほどだ。

　細い蠟ろう燭そくを一つ灯ともし、ある夜真しん剣けんに話し合った。青修は頑かたくなだった。

「皇帝の地位は、俺にとってなんの魅み力りよくもない。それよりも好きな人と生きたい。田舎いなか町で毎日働きづめで働いて、貧しい暮らしをしたとしても、その方がよほど幸福だ」

「それはおまえの価値観だ。否定するつもりはない。しかし、おまえが皇帝にならなければ、あの間ま抜ぬけな公子が皇帝になるぞ。わたしは、そんな者に仕えたくない。おまえであれば、仕える価値は充じゆう分ぶんにある」

「俺は、そこに価値を見み出いだせない。もっと小さなことが大事だ」

「地位があり、才があり、時に恵まれながら、それを無む駄だにするのか」

「おまえは、俺より随ずい分ぶん大きな人間だ。だから幸福を見つけるのは大変なんだろうな」

　茶ちや化かすような言葉に、かっとした。

「わたしの望みは皇帝になったおまえに仕え、崑国を安定発展させていくことだ。書生になったときから、ずっとそう話し合ってたじゃないか。おまえも、そうしようと言っていた。それが夢だったのじゃないか」

「俺の夢は変わった」

「約束を破るのか？　わたしの夢は」

「約束はしていない。そのときは本当にそう思っていたが、出会いがあり、恋こいをし、変わってしまったというだけだ。おまえの夢は、おまえの夢だ。俺が付きあう必要はないはずだ」

　ふつふつと怒いかりがたぎった。裏切られた思いが強くなる。目の前にいる青修が、今までの青修と全く別人に思えるほど、彼に対する憎ぞう悪おが膨ふくれた。

「ならばいっそ全てを捨てて逃にげれば良い。あの姫と姿を消せば、鳳家の反対も何も気にすることなく、一いつ緒しよに生きていける。……協力してやってもいい」

　貧しく、惨みじめな生活が望みなら、そうすればいい。全てを投げ出して好きな人と一緒になっても、結局幸福でなかったと後侮すればいいのだ。そんな思いが魔ま物もののように考仁を支配した。

　青修の逃とう亡ぼうに手を貸し、彼の痕こん跡せきを隠かくすのに片棒を担かついだ。

　それと同時に青修に見切りをつけ、龍家の公子に近づいた。

　青修の行方ゆくえは、逃亡を手伝った考仁しか知らなかった。考仁はときおり青修を訪ね、二人が子をなし、貧しく忙いそがしく働いているのを確かく認にんし、内心せせら笑った。生しよう涯がいそうして生きていけばいい、と。

　しかし青修は幸福そうだった。考仁が内心彼をせせら笑っているとも知らず、顔を出せば「恩人が来た」と無む邪じや気きに喜んだ。

　そして青修は、自らが病に冒おかされていると知ったとき考仁に、「妻と朱西を頼たのむ」と託たくした。

　青修亡なき後、考仁は青修の妻と朱西に、生かさず殺さず程度の最低限度の援えん助じよをした。それだけでも彼女は有り難がたがったが、考仁はそんな彼女を愚おろかだと思っていた。青修とさえ結ばれなければ、彼女も豪ごう商しようなり豪農なりに嫁とつぎ、もっと楽に暮らせただろう、と。

　元来体の弱かった妻は、夫を亡くした心労と日々の生活で、長く持ちそうになかった。そして彼女は自分がさして長く生きられないと悟さとったとき、朱西を考仁に託した。

（わたしの夢を置き去りにした青修が、憎にくかった）

　憎らしいから、彼の生活に関かかわっては、その姿を見て内心せせら笑った。残された家族に援助をして優ゆう越えつ感かんを覚えるのと同時に、面おも白しろ半分に憐あわれんだ。

　自分は徹てつ底てい的に青修を憎んだ。そう思っていた。

　しかし。朱西に対してと同様に、考仁は青修に対して憎しみだけを抱いだいていたのではない。

　今なら、それがわかる。

　考仁は、内心で青修をせせら笑いながら、結局彼の望みを全すべて叶かなえていたのだ。愛する人との逃亡を手助けし、彼亡き後、妻子の面めん倒どうを見た。さらにその子をひきとり育て、立派な官吏になるまでに教育したのだ。全ては青修の望み通り。

　徹底的に彼を破は滅めつさせることも、絶望の淵ふちに叩たたきこむこともできなかった。彼の望みを叶えながら、鬱うつ屈くつした思いを抱かかえて、意地悪な思考を弄もてあそんでいただけだ。

（憎かった。憎かったのに───、同時にわたしはまだ、彼を好きだった）

　手が荒あれ、貧しい身なりの青修が、考仁の姿を見ると屈くつ託たくない笑え顔がおを見せた。

「考仁。また、来てくれたんだな」

　その笑顔を向けられると、条件反射のように喜びを感じていたのだ。







　自分自身の心にすら隠していたことが、次々と自分の中で暴あばかれていく。

　わけがわからない恥はずかしさと、哀かなしみと、後こう悔かいと、色々なものが一気に弾はじけた。







　涙なみだが止まらなかった。どうして自分が涙を流しているのか、どうやってこれを止めれば良いのかわからず、混乱した。なすすべもなく呆ぼう然ぜんとしていると、陽夫人がゆっくりと席を立ち、考仁の前に立った。

「あなたは、馬鹿なのです。やっと、おわかりになりましたか？」

　腹が立たなかったのは、言葉の容よう赦しやなさと真逆に、陽夫人の声が優しかったからだ。

「自分の夢や人への執しゆう着ちやくで、自分自身を縛しばって苦しがっているお馬鹿さんでした。気楽に物事を受け入れられない四角四面の堅かた物ぶつで、それで一層自分を苦しめる。書生だった頃ころから、ずっと変わっていません。あなたは」

　糾きゆう弾だんする言葉にもかかわらず、やはりなぜか声こわ音ねが考仁を慰い撫ぶするように優しい。

　陽夫人は膝ひざをつくと、考仁の膝に手を添えた。

「でも、堅物で融ゆう通ずうが利きかず、馬鹿で苦しがっているあなただからこそ、わたしは、あなたを選びました。あなたの妻になりました。わたしは青修様に憧れました。あの方は、あなたや蓮佳まで魅み了りようした方ですから、憧れは当然でした。けれど憧れだけでその方の妻になりたいと願うのは、まるで自分のためだけに相手を求めているようで、どこか幼く、浮うわついていて嫌でした。そうではなく、あなたのように葛かつ藤とうし苦しがって誰だれかを求めている人が、わたしにとっては愛いとおしいと。それに気がついたときに、わたしは、あなたの妻になることを決めました」

　膝に添えられた手が温かい。

（英香は知っていた。わたしは愚かなのだ）

　しかしそれでも、この温ぬくもりが与あたえられるのはなぜだろうか。

　愚かでも良いと、その温もりは認めている。

　そんなことが許されるはずないと考仁の理性は告げるのに、現実に与えられている。全てが崩ほう壊かいしたような考仁の心に、温もりが忍しのびこむ。

　心の中にわだかまり、絡からみ合い、もつれていたものが、温もりに促うながされるように、するりするりと解けていく。そして残ったのは単純なもの。

（朱西が、可愛かわいかった）

　可愛いと思っていた子どもを傷つけ続けた自分を、自分で搔かきむしり、苦しめたかった。自分は苦痛にのたうち回れば良いと思いながら、朱西を見つめた。

（おまえが、なぜ鳳家当主としてわたしの前に現れたか……良くわかった）

　考仁を憎んだのだろう。憎ませてしまったことが可か哀わい相そうだった。

　憎んだからこそ鳳家当主となり、考仁を苦しめようとしたのだろう。あれほど祥飛に対して忠実だった朱西をそんな行動に走らせたのは、考仁。彼がこうやって皇こう帝ていの敵としてふるまうのも、全て考仁の責任だ。

（似合わないことをさせている。苦しいはずだ、朱西）

　元来朱西は、おっとりとした性質だ。賢かしこく、素す直なおで、生き真ま面じ目めな彼を鳳家当主にさせているのは自分の存在だ。

（償つぐなわねばならない）

　償うことで、おそらく、ねじ曲がっている現実が正しいところへ戻もどるはずだ。

（わたしの償いを、この子に）
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　陽夫人は、ずっと以前から、考仁が無意識に朱西をどれほど可愛いと感じているのかを知っていた。厳しい勉学や躾しつけをするのは、彼の将来のため。こつこつと努力し、要求に応こたえようとする朱西を見つめる目は、常に冷ややかに見えた。

　しかし考仁は、何かにつけて朱西を気にかけた。公子の遊び相手に朱西を推挙したと聞き、陽夫人は反対した。我が儘まま勝手で乱暴者と噂うわさの公子に、気の優やさしい朱西は到とう底てい耐たえられないと思ったのだ。しかし考仁は、きっぱりと陽夫人の反対を撥はねのけた。

　──あれは芯しんが強い。あの程度の我が儘な子どもをあつかえないような、軟なん弱じやく者ものではない。

　と。それは正しかった。朱西の日ひ頃ごろの様子を気にかけていなければ、できない判断だった。

　考仁は朱西が午ウー睡シエ餅イピンを好きなことも知っていたし、龍りゆう華か果かが苦手なこともわかっているようだった。朱西に無関心だと思っている自分が、それを知っている不思議にすら、気がつかずに。

（やっと、気がついたのですね）

　陽夫人の心の中にあった痼しこりが、二十数年ぶりに溶とけ出す。

　考仁が書生として陽家に寄宿した当初、陽夫人は彼を、融通が利かない堅物で、面白みもなく、常に不ふ機き嫌げんそうな人だと思っていた。しかし彼が国を守るために官かん吏りになりたいと、心から真っ直すぐに願っている心根に気がつくと、珍めずらしいほど生真面目なのだと感心した。

　さらに青修に話しかけられるときの気き恥はずかしそうな笑顔や、陽夫人に話しかけられたときの、戸と惑まどったようなふて腐くされたような、女性に慣れない態度を見ると、可愛い人だと思った。

　憧あこがれた青修が消えたことは哀しかった。ただ、彼なりの生き方があるのだろうと思えば、気持ちが和やわらいだ。それよりも、考仁が笑わなくなったことが哀しかった。

　青修に戻ってきて欲しいと願ったのは、考仁に笑って欲しかったからだった。考仁の複雑にたわんだ気持ちを、もとに戻して欲しかったのだ。

　その思いは結局叶わず、二十数年の月日が流れてしまった。もう叶わないかと思っていた。

　しかし朱西が背そむき、考仁は皇帝に背き宮城を出て、雪理美が遣つかわされ……。様々な条件が重なった。一つでも条件が欠ければ、叶わなかったかもしれない。

（やっと）
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　室の外。出入り口の脇わきの壁かべにもたれ掛かかり、丈鉄は腕うで組ぐみして天てん井じようを見上げていた。

　淡たん々たんと冷れい酷こくに、理性的に物事を判断して切り拓ひらいていく考仁は、宰さい相しようとしては祥飛に必要だし、有能だと思う。しかし大だい嫌きらいな種類の男だ。

　あれだけ冷淡に扱あつかっていた息むす子こへの愛を指し摘てきされ、混乱した考仁は無様だ。しかし嫌いではなかった。彼を父と感じる瞬しゆん間かんは今まで一度もなかったが、このときようやく、微かすかに、彼に親しみを覚える。

「化けの皮が剝はがれたなぁ、……親父おやじ殿どの」

　門の方がにわかに騒さわがしくなった。丈鉄は壁から身を離はなし、庭院にわへ向けて歩き出した。小葉があわを食ってこちらに駆かけてくるのが見えた。
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　あまりにも驚おどろき、朱西は何も考えられなかった。

（あの人が、俺を子として？　まさか）

　もしそうだとしたら、なんという混乱ぶりと不器用さだろうか。

　朱西の中にある虚むなしさや、静かな復ふく讐しゆう心しんは、急なことに行き場を失い、胸の中でうろうろと出口を求めているように動き廻まわって胸をかき乱す。

　なんという馬ば鹿か馬鹿しさだという怒いかりと、意外すぎる事実への驚きと、それでだったのかと納なつ得とくする気持ちと、───嬉うれしいと囁ささやく、幼い気持ち。

　よくやった。良い子だ。そんなふうに言ってもらえず、虚しさばかりが溜たまっていた胸の奥がそっと開かれ、ふわりと柔やわらかな光が射さしこむ。

　甘い花の香かおりが、不意に強く感じられた。

（龍華果）

　考仁の動どう揺ようがいまだに現実だと信じられないほどの衝しよう撃げきを受けていたが、龍華果の香りが「これが現実」と告げている。そちらに目をやると、白い皿の上に午睡餅が並んでいた。それを考仁から与えられた日のことを、朱西は鮮せん明めいに覚えている。

　圖ず書しよの類たぐいしか朱西に渡わたしたことのない考仁が、その日「南小三国の使節からもらった」と言って、帰宅した考仁を出で迎むかえた朱西の掌てのひらに、紙に包んだ午睡餅をどっさり渡したのだ。

「甘い菓か子しらしい。食べるが良いだろう」

　素っ気なく言って屋や敷しきの奥へと入っていく考仁の背を追いかけて、朱西は声を弾はずませた。

「いただけるのですか、俺に!?　食べても良いのですか!?」

「菓子だ。食べなくてどうするつもりだ。馬鹿者が」

　朱西が余りに弾んだ声を出したので、ふり返った考仁は「馬鹿者が」と言ったが、その口元が微かに笑っているように見えたのだ。そんなことはありえないと思ったが、その微び笑しようがただの勘かん違ちがいだとしても、そのときの朱西はそれだけで有う頂ちよう天てんになった。

　しかし一口食べて、顔をしかめた。

　甘ったるい花の香りがして、庭院に群れ咲さく花を口に含ふくんだようだった。香りが余りに強い。しかし、それを口にできることが嬉しかった。花の香りに辟へき易えきしながら、それでも口に含むと、幸福な気持ちになった。

　たくさん食べた。陽夫人には𠮟しかられた。考仁は呆あきれたような顔をしていたが、翌日、ふと「午睡餅は好きか」と訊きいてきた。朱西は一も二もなく「大好きです」と答えた。数日は気分が良く、勉学もはかどり、体も軽くなった気がしていた。

　あのとき朱西は、自分の心を不思議に思ったのだ。嫌いなはずの香りの菓子が大好きで、食べたいと願う自分を。午睡餅を食べた後の数日、明朗になる自分を。

　その不思議を突つき詰つめて考えていると、食べ物というのは面おも白しろいと感じた。口にするものによって、これほど気分が変わる。体調が変わる。食べることはきっと、自分が今まで思っていた以上に大切なことで、面白いことで、探究する意義があるのかもしれないと。

　だから食べ物の研究を始めた。追究すればするほど面白くなり、食しき学がくを起こした。

（あの人は、俺が龍華果が嫌いなことを知っていた。あの人がそんなことを知っていたのを、俺は知らなかった）

　考仁は朱西に無関心だとばかり思っていた。食の好みはおろか、体調の善し悪あしも、気持ちの浮うき沈しずみも、何も知らないと。

（あの人は知っていた）

　常に冷淡な態度を取られ、厳しく𠮟られ、思考の道具と言われ、憎にくまれているとさえ思っていた。しかしそれでも勉学に励はげむことができ、心の何処どこかに父に対する尊敬があったのは、わかりづらくて微かな考仁の慈いつくしみを、幼い自分がどこかで感じていたからなのだろうか。

　こつこつと難問を解こうとしている朱西を、考仁はよく背後から見つめていた。解答ができてふり返ると、考仁は常に無表情だった。しかし努力を続ける朱西の後ろ姿を、黙だまって見つめていたのは確か。それを幼い心は見守られていると、無意識に悟さとっていたのかもしれない。

（俺は、憎まれているようだと思いながらも、心の底の何処かでは愛されていると確信していたのかもしれない。だからこそ、自分が鳳青修の子だと知り動どう揺ようした。愛されていると確信していたものが揺ゆらいだせいで）

　自らの中にある感情は、幼い頃ころとあまり変わらないようだ。

　褒ほめてもらいたい、愛されたいと───ずっとそんな思いがあった。

　突きつけられたものに対応しきれない。

（理美。あなたは、よくよく俺を困らせたいようだ）

　考仁に見つめられ、朱西は無意識に立ちあがっていた。数歩考仁の方へと近づくが、そこで躊躇ためらいが生じて立ち止まる。

　優やさしい笑え顔がおもなく、無表情に近い顔で考仁は朱西を見ている。それは見慣れた彼らしい顔だったが、それだからこそ気がついた。考仁は、昔からこんな目でよく朱西を見ていた。

　不器用だ、と思う。この無表情の下に様々な思いがあり、朱西への愛すらあったかもしれないのに、それを相手に見せる器用さがないどころか、自分自身にすら隠かくしていたのだから。

　朱西がもっと器用に、敏びん感かんに、考仁の心を解きほぐすことができれば良かったのかもしれない。けれど朱西もその点についてはひどく不器用だ。

　蓮佳に言われたことを思い出す。

　──雰ふん囲い気きはまるで違う。似ても似つかない。

　──君は青修じゃない。

　おそらく青修にそっくりな朱西に、蓮佳は青修の片へん鱗りんを見たかったのかもしれない。しかし彼女はきっと、朱西の中に青修に似たところを見つけられなかったのだ。

　それどころか、朱西はおそらく考仁の方に似てしまっているのだ。

（俺は結局、鳳青修の子ではなく、周考仁の子だ）
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（……涙なみだ）

　笑う機能すら失っているように思えていた考仁が、涙を流している。

　そのことに理美は驚き、同時に膝ひざの力が抜ぬけるような安あん堵どが胸に広がる。

　朱西は呆ぼう然ぜんとしていた。信じられないものを目にして、思考が停止するほどに驚いている。

（午ウー睡シエ餅イピンの名は、眠ねむ気けを誘さそうものと目覚めさせるものと、真逆の由来を持っている）

　名には力があり、名づけられたものには力が宿る。

　午睡餅が名づけられたときに何があり、どうしてこの名がつけられたのかは知るよしもないが、この名には名にふさわしい力がある。

　香りが苦手なのに、午睡餅は好きだと言った幼い朱西。

　愛いとしいと思いながらも、その思いを拒きよ否ひし続けた考仁。

　矛む盾じゆんする二つを抱かかえることを教え、そしてそれを暴あばく。

　考仁は黙って朱西を見つめていた。全すべての思いが暴かれ、自ら認めたも同然の考仁は、それに対して朱西がどう反応するかを、戦おののきながらも待っている。

　陽夫人が、心配そうに考仁を見上げていた。

　朱西は凍こおりついたようにその場から動かず、そして一言も発しない。

　長い沈ちん黙もくが続いた後、考仁が静かに口を開く。

「おまえの申し出に対して、わたしは答えねばならないだろう」

　ゆっくりと語りはじめた考仁の声は、落ち着き払はらっていた。いつものように───いや、理美にはいつも以上に、思し慮りよ深ぶかさが感じられた。

「わたしの、おまえと青修への思いは、よく似ている。皇こう帝ていになることを拒こばみ愛する女を選んだ青修を、憎んだ。しかし青修はわたしにとって、憎みきれる相手ではなかった。わたしの手足としておまえを仕込み、支配し、亡なき青修への意い趣しゆ返がえしにしようと、おまえを引き取った。しかしおまえは、わたしが予想したよりも勤勉で素す直なおで、意趣返しのためだけに育てていると思えなくなっていた。そう思えない自分に怒いかり、理り不ふ尽じんにも、その怒りをおまえに向けた」

　朱西は目を見開く。あまりにも率そつ直ちよくに語られる言葉に戸と惑まどうように瞳ひとみが揺れるが、考仁から目が離はなせないらしく、微び動どうだにしない。

「おまえは、わたしが憎いはずだ。それは当然で、おまえが鳳家当主となることを選んだのも、わたしへの復ふく讐しゆう心しんに大きな原因があるのだろう。もしおまえの復讐心がそれで満たされるなら、おまえに従うべきかと思う。それが償つぐないだと。ただ」

　そこで考仁の表情が引き締しまる。すこし話し疲つかれたかのように小さく息をつくと、陽夫人の手をそっと自分の膝から離させて、立ちあがった。背筋を伸のばし朱西と対たい峙じした。

「ただ、償いだとしても信念だけは変えられない。わたしは国が平和で安定し続けることを望む。そのことだけは譲ゆずれないのだ。鳳家派の皇帝が立つことで国が安定し栄えるならば、おまえの復讐心に従える。しかし鳳家皇帝が誕生するためには、国が大いに乱れる。新派は閥ばつの皇帝が立てば、数年、下手へたをすれば数十年は宮きゆう廷ていも落ち着かない。それに与くみすることはできない」

「では……」

　ようやく朱西が口を開く。

「拒きよ絶ぜつするんですね。俺の提案を」

　重々しく考仁は頷うなずいた。けしてその意思だけは変えまいとするかのように。

「そのかわり、わたしは正式に宰さい相しようの地位を退く。おまえが鳳家当主になったのが、わたしへの復讐心に起因しているとするならば、わたしは政まつりごとから身を引き、おまえの視界からも消え、けして邪じや魔まをしない。命が尽つきるまでこの紅唐の地で生きる。そのかわりに、おまえが皇帝陛下の元へ戻もどればいい。死んでやるとまでは言えないが、おまえがわたしのことなど無視してしまえるように、ものの数にもならない存在になろう。それでおまえは満足しないだろうか？　鳳家当主でいることを、心から望んでいるのではないだろう。わたしへの復讐が終われば、その地位に居続けることもあるまい」

　朱西が軽く目を閉じ、落ち着こうとする素そ振ぶりを見せた。その後、また目を開いた。

「復讐心。確かに、それがありました」

　淡たん々たんと、虚むなしいような表情で朱西は口を開く。

「父と信じていたあなたに、俺は幼かった頃、良い子だ、愛していると言って欲しかった。あなたにそう言ってもらえるように、懸けん命めいになっていた。俺は、あなたに愛されたかっただけで。それが満たされなかったために、事実を知ったときに復讐心を抱いだいた。あなたと俺は違うと、あなたのやり方や有り様を否定した。けれど不思議なことに、俺の望みはあなたと同じです。愛されないことに絶望し、あなたを否定しても、あなたに育てられ躾しつけられた俺は、結局あなたと同じものが最も大切だと思うようになっている」

　室の外、欄らん干かんの向こうに見える海に朱西は視線を彷徨さまよわせた。

「国を顧かえりみず、皇帝の地位に見向きもしなかった実の父より、俺は、育ての父に似てしまっているようです」

「ならば」

　考仁がすがるように一歩踏ふみ出すと、戸と惑まどうように朱西が身を引く。

「ならば、朱西」

「俺は……！」

　そのとき。

「周宰相。あなたにお目にかかりたい方が、来られました」

　丈鉄の声が割って入った。彼は出入り口に立ち、緊きん張ちようした面おも持もちだ。考仁が眉まゆをひそめた。

「客？」

「許しもなく屋や敷しきに入ったことは、許せ。考仁」

　丈鉄が出入り口の脇わきに避よけると、黒い上衣の上に黒の旅用の埃ほこり除よけを被かぶった細身の姿がそこに立つ。理美は両方の掌てのひらで口を覆おおい、「あっ」と漏もれかけた大きな声を抑おさえこむ。

　考仁、朱西も驚おどろきに立ちすくんだ。

「陛下」

　掌の下で、理美は思わず声に出す。何者だろうかと訝いぶかしむ様子だった陽夫人が、理美の声にぎょっとした表情になった。

　被っていた埃除けを頭から取り、顔をさらしたその人は、崑国五代皇帝龍祥飛だった。
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　なぜ祥飛がここに現れたのか。驚きに、理美の頭は真っ白になった。

　さらに驚いたことに、祥飛の背後に呂蓮佳も姿を見せた。いつものように臙えん脂じの深しん衣いを身につけているが、こちらも旅装の埃除けを被っていた。いつものようなだらしない気配はなく、何かに挑いどむように目が鋭するどかった。これから、この場で起こることを何一つ見落とすまいとするように。

「まさか陛下！」

　瞠どう目もくし、反射的に陽夫人が礼をとろうとしたが、祥飛が軽く手をあげた。

「礼は不要。こちらが邪魔をしたのだ」

　言いながら祥飛が室に入ってくる。

　理美は混乱した。

（どうして陛下が!?　なぜ、なんのために）

　驚き慌あわてたらしい陽夫人だったが、さすがにすぐさま動どう揺ようを押し殺して、壁かべ際ぎわへ控ひかえて膝を折り、頭こうべを垂れた。

「陛下。どうして、ここに」

　こちらへ向かってくる祥飛に呆然と問うと、彼は小さく頷く。

「すまぬ、理美。おまえには無理なことを託たくしてしまったのだ。だから来た。これは最初から、余が来なければいけない問題だったのだ」

　朱西が数歩、祥飛を避けるように退いた。朱西も祥飛の出現にただ驚き、咄とつ嗟さに何をするべきか、どう振ふる舞まうべきか判断がつきかねているようだった。

　朱西にちらりと目をやった祥飛は、微かすかに笑った。

　その反応に朱西が、何度か瞬まばたきをした。そして困ったような表情になる。

「朱西がここにいる理由も、何が起こったのかも、室に入る前に丈鉄からあらましは聞かせてもらった。間が悪かったが、致いたし方ない。余は急いでいる。ここに来るのも、馬を途と中ちゆうで替えて休まず馬車を走らせた。すぐに宮城に引き返さねばならぬ」

「そんな無む茶ちやをなさったんですか。なぜ、そんなことを」

　安寧から紅唐までの道程を思い出せば、その強行軍ぶりがどれほど過か酷こくか知れる。

　理美の問いに、祥飛は答えた。

「利範にも景有にも、伯礼にも、誰だれにも、行くと言わずに出てきたのだ。彼らに許可を求めれば、けして許さぬと止められるのはわかっていた。だから黙だまってきた。彼らは余が旅に出たと知って、慌てているはずだ。早々に帰ってやらねばならぬ」

　そこにいた者が全員、皇帝ともあろう者がなんという無茶をしているのだと、驚き呆あきれたような顔をした。蓮佳が苦笑いする。

「そして、なぜかわたしが陛下直々のお迎むかえで、お供することになってしまった。その理由を、陛下はまだ説明してくださらないが」

「来ればわかるのだと言った」

「その一点張りでございますね」

　蓮佳はおどけて肩かたをすくめた。

　祥飛は考仁の正面に立つと、真っ直すぐ彼の目を見た。皇こう帝ていに対して礼もとらず、考仁は淡々と問う。

「あなた様は、こちらに何をしにおいででしょうか？　皇帝たる者が臣下の誰にも告げず、宮城を離れ、海辺の港町にまで旅に出るなど言語道断。どんな理由、目的があるにしろ、とるべき行動ではない。皇帝としての御おん身みの大切さを、理解しておられないのか？」

　厳しい言葉を、祥飛は無表情に受けとめた。

「このようなことを、してはならぬと良く知っている。この身に何かあれば、余の周囲にいる者全すべての運命を変え、国の運命さえ変える。伯礼にも諭さとされ、その通りだと思った。ただ例外はあると考えた。皇帝として考え、余が行かなければ意味がないことで、しかも余にとって最も大切なことならば、行かねばならない」

　日は高くなり、海に反射する光が強くなっていた。それにつれて潮風が室の中に絶え間なく吹ふき抜ぬけはじめている。

　祥飛が身につけている埃除けが、風にはためく。

「おまえを疑い、腹を立てた。それを詫わびたい。そして今一度宮城に戻って欲しい。それを直接言いに来た。このことは雪理美に託したのだが、よくよく考え、余自身が、おまえに対して誠心誠意向き合うと証明するには、こうして来るしかないと思った」

「わたしのやり方をご覧になって、既すでにお気づきでしょう。わたしは皇帝に仕える気はない。わたしは国を安定させ、発展させることしか考えない。陛下の寵ちよう姫きも、邪魔になれば始末しようと考える。陛下の許しがなくとも、必要な策は早さつ急きゆうに打つような者です」

「それでかまわぬ。余に仕える必要はない。国の安定と発展ばかり考えるのであれば、これ以上望ましい宰さい相しようはいない」

　迷いなく祥飛は言いきった。そのことに考仁が、ぎょっとしたのがわかった。

「おまえが誰かを始末すると決めたときは、事前に聞かせて欲しい。皇帝の権けん威いで国外追放なり身分剝はく奪だつなりで、殺さずに済むなら協力する。策ならば、余に知らせる前に動いてもかまわぬ。だがその後、伝えて欲しい。でなければ、互たがいの認にん識しきに齟そ齬ごが生じるという単純な必要性で報告を求めるだけだ。余が英えい雄ゆうのような皇帝であれば、おまえは満足だったのだろうが、余は余でしかない。これ以上の者にはなれぬ。だからこそ宰相が必要で、おまえが必要だ」

　祥飛はその場に片かた膝ひざを突つき、頭を垂れた。

　その行動に丈鉄が、「陛下！」と咎とがめるように叫さけんだが、祥飛はそのまま頭をあげなかった。

（こんなことが！）

　理美は震ふるえた。皇帝が臣下の前に跪ひざまずくなどありえないし、あってはならないこと。

　朱西と蓮佳は、目を見開き身を強こわ張ばらせていた。

　考仁はたじろぎ、数歩後あと退ずさる。

「周考仁。余は、おまえを求める」

　してはならない行動だと、祥飛は充じゆう分ぶんにわかっているはずだ。そもそも誇ほこり高い彼は、人の前に膝を折るなど考えたこともないだろう。もし、膝を折るか死を選ぶか求められる状じよう況きように陥おちいったら、即そく座ざに死を選べと教えられているはず。

　皇帝とはそういうものだ。

　しかしそれを承知で、こうやって臣下の前に膝を折った覚かく悟ごを感じ、胸を突かれる。頭を垂れるその姿が尊く思えて心が震えた。

（わたしを遣つかわしたのだって、大きな覚悟が必要だったはず。けれど陛下は、任せきりにはしなかったんだ。もっとそれ以上にできることはないか、考えた）

　そして彼の出した答えがこれだ。

「……なんということを……」

　考仁が呻うめく。

「なんということを、なさるのだ。崑国皇帝ともあろうお方が臣下を自ら訪ねることすら、あってはならないというのに。そのうえ何をしていらっしゃるのだ、あなたは!?　なぜそのようなことをなさる！」

　責める口調で考仁が言うと、祥飛は顔をあげないまま答えた。

「言ったはずだ。余はおまえを求めている。だから頼たのんでいるのだ。誇りを全てかけて」

　今度こそ考仁は絶句した。

「己おのれの堪こらえ性しようのなさをどれほど悔くいているか、そしてどれほどおまえが必要か。これが最大限の示し方だ」

　ようやく祥飛は顔をあげ、考仁をきつい目で見つめる。

「余は、おまえの望みに添そうような人望もなく、知ち恵えもなく、英雄的な強さもない。即そく位いしたとき、それを認めたくなかった。しかし仕えてくれる臣下たちが、余の首根っこを捕つかまえて『自らの姿をよく見よ』と示したのだ。それで自らの姿が良くわかった。強みがあるとすれば、己を知っているということだ。そして、一人では何もできぬと、理解していることだ」

　海風が吹き込み、祥飛の後おくれ毛を吹き乱す。しかし、その瞳ひとみは揺ゆれはしない。

「国が平らぎ、富み、民たみが幸福なのであれば、皇帝が英雄的だろうが、堪え性のない若造であろうが、良いのだ。ただ唯ゆい一いつ皇帝が成さねばならぬのは、自らの技量を知り、それに見あった方法で国を治めることだ。良き臣下を得て彼らとともに考え、協力していく。それが余の国の治め方だ。良き臣下があればこそ、余は良き皇帝としていられる」
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　これが自分の最大限だ。これで悪いかと、問うようだった。

「蓮佳は、宰相の賛成もないのに吏り部ぶ尚しよう書しよにはなれぬと言った。だからここに連れてきた。おまえが余を許し、余の求めに応じるなら、この場で蓮佳が吏部尚書として相応ふさわしいと一言欲しい。そうすれば余は、宰相と吏部尚書を得られるのだ」

　蓮佳も呆ぼう然ぜんとしている。

（だから、陛下は蓮佳様を連れて来たんだ）

　指の隙すき間まから大切な者がすり抜けていくようなことは、もうたくさんだと祥飛は思ったのだろう。だからこの場で、一気に片をつけたいと願い、蓮佳を連れて来た。その若い性急さには、情熱がある。
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　考仁は、畏れに似た驚おどろきに支配されていた。

（これが五代皇帝龍祥飛か？）

　堪え性がなく乱暴で、思し慮りよの足りない子どもっぽい若者。愚おろかな父と残ざん虐ぎやくな母の血を受け継ついだ、崑国のお飾かざり。彼が、政まつりごとの邪じや魔まをしないでいてくれるのだけが、考仁の望みだった。

　しかし目の前で膝を折る若者は、真しん摯しで思慮に富み、かつ大だい胆たんで勇ゆう敢かんだ。若さ故ゆえに足りない経験や知識があると、自らの短たん慮りよを認め、誇りをかけて詫び、そして助力を求めている。

　幼い頃ころから祥飛のことは知っていたので、そのときの印象のまま彼を見ていた。

　しかし目の前の若者は、今までの印象とまるで違ちがう。

（いつのまに、これほど変わったのだ）

　いや、変わったのではないかもしれない。塵ちりや芥あくたで固められて見えなかったものが、それらが取り除かれ研けん磨まされ、ようやく顔を覗のぞかせたのか。

　考仁が自分の心の中を覗かないようにして、自分を誤ご魔ま化かしている間に、周囲が様々に変わり続けていることに長年気づかなかったのかもしれない。

　長い眠ねむりから覚めたような心ここ地ちで、祥飛を見た。

（崑国五代皇帝龍祥飛には、英雄的な資質はない）

　それは最初からわかっていた。英雄的な資質があるのは、青修のような、周囲の人々を無意識に魅み了りようして引き込む者だ。考仁は青修のような皇帝を望み、仕えたかった。

　しかし。

（青修でなくとも、良いのかもしれない）

　もし祥飛の本質が今やっと表れたとするなら、これからもっと彼は磨みがかれていく。その若々しい本質を、さらに美しく磨いていくことを考える。それは根気が必要だが、どれほどの満足を得られる務めだろうか。

（求められている）

　考仁の夢を振ふりきって消えた青修とは逆に、祥飛は彼の誇りの全すべてを賭かけて、考仁を求めている。胸が熱くなる。もうそれだけで充分に満足だと思えた。

　考仁は、ゆっくりと膝を折った。
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　考仁が膝を折り、祥飛の目線に下りる。

　理美は息を吞のんでその様子を見守った。その場にいた全員が、そうしていた。

「皇こう帝てい陛下が、膝を折ってはなりません。もう二度と、このようなことはなさらないように」

　考仁はそう告げ、祥飛の手を取り、自らが立ちあがるのに合わせて彼を立たせようとした。しかし祥飛は頑かたくなに立ちあがろうとしない。

「余は、おまえを求めている。返事を聞かない限りは立てぬ」

　少し間を置き、考仁は答えた。

「陛下の誠意は理解いたしました。微び力りよくながら、わたしがお役に立てることなら、陛下の求めに応じましょう」

　ようやく祥飛のきつい表情がゆるむ。それにあわせて考仁が祥飛の手を取り、一いつ緒しよに立ちあがった。取っていた手を恭うやうやしげに放すと、考仁は祥飛に軽く頷うなずき、次に、蓮佳へ視線をくれた。

「呂蓮佳も、わたしに似た無礼を陛下に申し上げたと思いますが。それでも陛下は蓮佳を吏部尚書としてお求めなのですね」

「無論だ。おまえと同様だ」

「ならばわたしは、まだ宰さい相しようを罷ひ免めんされていない身であるなら答えましょう。吏部尚書として、蓮佳が相応しいと存じます」

　祥飛は考仁を見つめ、それから蓮佳を見た。蓮佳は首を傾かしげるようにして、何かを待っている素そ振ぶりだった。祥飛は暫しばらくして、はっと気がついたように考仁を見上げる。考仁が頷く。それに促うながされるように、祥飛は蓮佳の方へと進む。そして、

「呂蓮佳」

　と、厳おごそかに呼んだ。

「吏部尚書に就任してくれるか」

　気け怠だるげに髪かみをかきあげ、蓮佳は祥飛を見み据すえる。無礼なほどまじまじと見つめられても、祥飛は怯ひるまず、視線もそらさなかった。無論その目には、怒いかりも苛いら立だちもなく、ただ相手の答えを辛しん抱ぼう強づよく待つのみ。

「わたしは幼い頃から、皇帝というものが嫌きらいでした」

　突とつ然ぜん、なんのつもりか蓮佳がそう口にする。何を言いだしたのかと、陽夫人が心配そうな顔をした。しかし祥飛は咎とがめる気配もなく、問う。

「なぜ嫌いだ」

「わたしの父母は働き者で、正直者で、人が好よすぎるくらい好いが、学はない、平へい凡ぼんで善良な者たちだった。しかし飢き饉きんで死んだ。わたしも街を彷徨さまよう羽目になり、幾いく度ども命を落としかけた。飢うえてひもじく、寒くて震ふるえ、人買いに見つからないように逃にげ回りながら、豊かで安定し、飢える者や身寄りをなくした者を救ってくれるような良い国であれば良いのにと、心から願った。国を統すべるのは皇帝なのだから、善良な人が死なねばならないのは、国を治める皇帝の責任だと思いました。わたしは、自分が生きる場所である国を豊かで平和にしたいと願うと同時に、そうしてくれない皇帝が嫌いになったのです」

　事実を受けとめきれなくなったように、祥飛は視線を手元に落とす。

　これは民から皇帝への恨うらみ言だ。それに対して祥飛は、ひどく申し訳なさそうな表情で、諦あきらめたように答えた。

「なるほど。皇帝というものが嫌われるのも、当然か」

（蓮佳様は、やはり）

　蓮佳は結局、祥飛に仕える気はない。改めてそう宣言されたと理美は感じた。

「怒おこらないのですか？」

　からかうような、挑いどむような蓮佳の言葉に、祥飛は首を横に振る。

「事実を告げられて、なぜ怒る。余自身が何も知らぬこと、何もできておらぬことは、腹立たしい……いや。不ふ甲が斐いないとは思う」

　すると突然、蓮佳の気配がすうっと冷えた。その変化にはっとし、祥飛も含ふくめた全員が彼女を見た。顔つきが違う。今まで被かぶっていた何かを脱ぬぎ捨てたように、怜れい悧りさが全身から滲にじむ。

「あなた様は、わたしが皇帝のために働きたいのではないと言っても、それを良しとした。しかも今、皇帝が嫌いと言ったわたしを怒りもせず𠮟しつ責せきもせず理由を訊きいた。なおかつ、己おのれを不甲斐ないとまで仰おつしやった。皇帝であろうと、なかろうと、今目の前にいるのは素す直なおな若者だ。その素直な若者に嫌けん悪お感かんは抱いだけない。わたしには、昔から唯ゆい一いつ変わらない願いがある。その思いは考仁と唯一共通する思いだ」

　彼女は淡たん々たんとした表情だ。

「あなた様の臣下としてなら、国が豊かで平和になるための務めができるかもしれない」

　蓮佳が突然跪ひざまずいた。

「吏部尚書の職、承うけたまわります」

　示された恭きよう順じゆんに、祥飛は感じ入って暫く声が出ない様子だった。跪く蓮佳に理美は驚き、その姿を見つめた。一ひと筋すじ縄なわではいかない彼女が、恭順の意を示すのは心から祥飛に仕えようと決めたからだ。

「跪く必要はない。立て蓮佳。これから頼たのむ」

「力を尽つくします」

　言いながら立ちあがった蓮佳は、考仁にふり向いた。

「これから世話になるな、考仁」

　しかし考仁は首を横に振る。

「今はまだ宰相という立場にあるが、わたしはもう表おもて舞ぶ台たいにいるべき人間ではないと考えている。陛下」

　改まって、考仁は告げた。

「今はまだ宰相として力を尽くします。しかしこれからは、新たな力を求めるべきときです。求めるならば、わたしよりも───朱西をお求めください」
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　考仁の視線が朱西へ流れるのと同時に、祥飛もそちらを向いた。名を出されて視線を受けた朱西は、困こん惑わくの表情になる。

　問うように、もう一度考仁と視線を合わせた祥飛に、考仁は力強く頷く。

「求めてください、彼を。彼が鳳家当主となった原因は、おそらくわたしです。しかしわたしさえいなければ、彼が鳳家当主である理由はなくなる。そして彼はおそらく、わたしよりも良い宰相になりえる資質がある」

　事の成り行きを、その場にいる者全員が固かた唾ずを吞んで見守っていた。

　蓮佳は用心深そうに、陽夫人は心配そうに、丈鉄は警けい戒かいするように。そして理美は、胸の中でどんどん大きくなっていく期待で、息苦しくなるほどだった。

（取り戻もどせるかもしれない）

　海鳥の声が遠くから聞こえる。波の音が高い。

「そうか。余も、朱西とは話をする必要があると思っている」

　祥飛は数歩進んで朱西と向き合う。

「余は、おまえと話がしたかった。腹を割って話したい」

「陛下……」

　困ったように朱西は軽く目を閉じ、何か考えているのか暫しばしの間を置いて、目を開く。

「わかりました」

　覚かく悟ごを決めた静かな声こわ音ねだった。

「陛下がそのように仰おおせなのであれば、もう、全てをはっきりさせましょう」

　朱西は周囲へ視線を走らせ、海に張り出した歩ほ廊ろうで視線を止めた。歩廊の端はしが階段に繫つながり、その階段がつづら折りになって、下へ向かっていた。

「あの先は、海の見える露ろ台だいに繫がっていたと思います。周囲は切り立った崖がけで、密みつ探たんも容易に近づけない場所です。下手へたな横やりが入らない。あそこでお話しさせていただくのが良いと思います。一緒に来てくださいますか？　陛下」

「無論だ」

　祥飛が頷うなずく。

「わたしも、ご一いつ緒しよしては駄だ目めですか!?」

　朱西の言葉が聞きたかった。すがるように朱西と祥飛を交こう互ごに見る。

「余は一向にかまわぬ」

　祥飛が答えると、朱西も頷いた。すると丈鉄が険しい表情で言う。

「ついでに俺も行かせていただきますよ。護衛もなしに陛下を、鳳家当主と会談させられませんからね。鳳家当主の許しがあってもなくても、行く」

「別に俺は、おまえがいてもかまわない。では参りましょう」

　朱西は淡々と答えて歩き出した。その背に案内されるように祥飛が歩みだそうとしたとき、小さく白い影かげがさっと歩廊を駆かけてきた。白い影は理美の足元へ来ると、裳もを駆けあがり背中を上り、肩かたにしがみついた。

「珠ちゃん!?」

　離はなれにいたはずの珠ちゃんだった。珠ちゃんは青い瞳ひとみで、祥飛と朱西の方をじっと見つめている。いつものように甘える様子もなく、どこか緊きん張ちようしているような目をしていた。

　蓮佳と陽夫人が、訝いぶかしげな表情で珠ちゃんを見ている。

　珠ちゃんの登場で一いつ瞬しゆん動きを止めた朱西だったが、すぐにまたこちらに背を見せて歩み出す。

　祥飛も続く。

　考仁が、つっと不安げに眉まゆをひそめたのが、ちらりと目の端に映る。

　理美と丈鉄も続き、歩廊の端からつづら折りに続く階段を下りていく。

「珠ちゃん？　どうしたの？」

　訊いてみたが、珠ちゃんはどうしたことか朱西と祥飛の方ばかり気にしていて、理美の問いに顔を向けることもしてくれなかった。

（どうしたんだろう）

　階段は崖に沿って作りつけられ、強い海風が吹ふきつけている。下りきるとそこは崖の中腹にある巨きよ大だいな岩いわ棚だなで、露台の際きわには朱しゆ色いろの欄らん干かんが並んでいた。欄干の背せ丈たけが高いのは、そこから先が崖になっているからだ。うっかり足を滑すべらせても落ちないように、高めの欄干にしてある。

　祥飛は海の景色が珍めずらしいようで欄干に近づき、視線を遠くへ向けた。彼の胸辺りまである欄干に手を添そえ、海面にきらめく陽ひの光に感動したように目を輝かがやかせた。

　朱西は静かに彼の隣となりに並び、同じように海へ視線を向けた。

　理美と丈鉄は彼らから離れた場所で控ひかえ、二人の後ろ姿を見つめた。

（お二人が一緒にいる）

　二人の後ろ姿が並んでいる様子が、理美の求めていたかつての景色と同じだった。嬉うれしさに胸がじんとした。

（取り戻したい）

　考仁の思いを知った今、朱西は何をどう決断するだろうか。

　蓮佳の屋や敷しきで、もし朱西の中にある虚むなしさが消えたら祥飛の元へ戻ってくれるかと訊いた理美に、彼は答えてはくれなかった。

（でも朱西様は、陛下のために鳳家当主になったのだと認めた。だったら……）

　祥飛が心から求めれば、無む茶ちやな目もく論ろ見みを捨て、元の朱西に戻ってくれるかもしれない。

　珠ちゃんが、理美の肩から飛び下りた。ととっと駆けていくと、欄干の端にちょんと座る。聞き耳を立てるように、小さく首を傾かしげた。

　丈鉄が、何かあればすぐに対処できるように身構えている。全身で警戒する姿は、主あるじを守ろうとする獣けものの瞬発力を秘ひめていた。

「公おおやけの場以外で、こうやって会うのは随ずい分ぶん久しい。そもそも、おまえが鳳家当主になってから、まともに会話ができなかった」

　口を開いた祥飛に、静かに朱西は答えた。

「ええ。陛下も俺も、それを望みませんでしたから」

　暫しばらくの沈ちん黙もくの後、祥飛は視線を海から朱西へ移す。

「考仁は、おまえが鳳家当主になった原因の大半は、考仁だと言った。それは本当か」

「はい。理由の半分はそうです」

　海を見ながら朱西は答えた。

「半分？」

「ええ。周考仁のことは理由の半分です。それは今、消えた……とまでは言いきれません。まだ俺は周考仁の思いを受けとめきれず、少々混乱していますから。けれど、……心は軽くなりました」

　不思議そうに祥飛は首を傾げた。

「考仁のことが、鳳家当主である理由の半分であるならば、残りの半分の理由はなんなのだ？」

　朱西は答えない。

「なんなのだ、朱西」

　沈黙が続いた。

　朱西が海を見つめたまま表情を動かさないので、しびれを切らした祥飛の方が口を開く。

「おまえが鳳家当主となった理由の半分は、鳳家を壊かい滅めつさせるためではないのか？　主となりその内情を探さぐり、鳳家が皇こう帝ていに逆らおうと画策している証しよう拠こを握にぎり反逆の罪に問い、一族から権けん威いを取りあげる。そうやって鳳家を、龍家と帝位を争う地位から転落させようと目論んでのことではないのか？」

　さらに祥飛は続ける。

「そう考えれば、突とつ然ぜんおまえが余を裏切ったのも納なつ得とくがいくのだ」

　胸がどきどきした。もし朱西がそうだと認めてくれたなら、祥飛は心を尽つくし、鳳家当主の地位を捨て戻ってくるように説得するだろう。

（陛下なら、朱西様の心を動かせる）

　祥飛のために鳳家当主となったなら、その本人から「止やめろ」と懇こん願がんされたら、優やさしい朱西の心が動かないわけはない。いくら目的があろうとも心がぐらつく。

（取り戻せるかもしれない、やっと……やっと！）

　祥飛は欄干から手を離し、朱西の方を向いた。鋭するどく詰つめ寄る。

「答えよ、朱西」

　風が強く吹き、祥飛と朱西の袖そでを揺ゆらす。

　暫く二人は見つめ合った。







　朱西が、ふっと笑った。







「陛下は、一昨日おとといの夜に宮城をお発たちになったのですよね？　休まず馬車を走らせたなら、その計算であっていると思うのですが」

　突然妙みようなことを朱西が問う。訝しげにしながらも、祥飛は律りち儀ぎに答える。

「そうだが。それがどうした。余が聞きたいのは」

「ならばまだ、お耳には入っていませんね。しかし宮城にお戻もどりになる頃ころには、官かん吏りたちの間には動どう揺ようが広がっているはず。陛下と宰さい相しようの間に亀き裂れつが入り、その結果宰相が宮城を出たのだ、と」

「その心配はない。噂うわさが広がらぬように、事情を知る者たちには口止めをした」

「いいえ、確実に広がっています。しかも尾おひれがついて」

「なぜ言いきれる」

　欲しい答えをくれない朱西に苛いら立だった祥飛は、わずかに語気を強くした。

　微笑ほほえみながら朱西は答えた。

「なぜなら、三日前。俺は自分が旅立つ前に、その噂を広めるように手配したからです。金を摑つかませた衛え士じや、噂好きの小間使いの少年の手に菓か子しを握らせ、『周考仁は陛下を見限った。彼がもう一度宮城に戻るにしろ戻らぬにしろ、陛下との亀裂は決定的。考仁が職を辞すのも時間の問題』と。利に聡さとい官吏たちは、身の振ふり方を考えはじめているでしょう」

　朱西が何を言いだしたのか、理解できなかった。祥飛も理美と同様らしく、呆ぼう然ぜんとしている。丈鉄だけが目つき鋭く朱西を見つめていた。

「どういうことだ……朱西」

　ようやく掠かすれた声で祥飛が訊きく。聞いたことが悪い冗じよう談だんかのように、口元は微かすかに笑っていた。信じられないというように。自らの勘かん違ちがいを否定して欲しいと、望むように。

　しかし朱西は、淡たん々たんと祥飛の願いを打ち砕くだく答えを返した。

「陛下は俺が、陛下の現状を守るために鳳家当主となったとお考えのようですが、違います。勘違いです」

「そんなはずありません！」

　理美は思わず、声をあげた。

「朱西様は蓮佳様のお屋敷でわたしに、陛下のために鳳家当主になったのだと仰おつしやいました」

「それをあなたはどのように解かい釈しやくしたのですか？　理美」

　朱西がふり返った。

「陛下のためと言いました。もちろん本心です。今の皇帝のお立場を、変えてさしあげるということです。陛下の現状はお辛つらそうです。であれば俺は一度、陛下には玉座から退いていただき自由の身になるよう力を尽くしたいと思うのです。そうすることが陛下のためです」

　頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

（それは……やっぱり……朱西様は、陛下を退位させるために？）

　朱西は、半分は考仁への復ふく讐しゆう、半分は祥飛のために鳳家当主になったと言った。しかしそれは、理美が取り違えていただけだ。彼は祥飛を今の立場から退かせることを、陛下のためと言ったにすぎないのだろう。皇帝という地位から自由にしてやる、という意味だったのか。

（ああ……だから……）

　見つめ合っていたときにすら、謀たばかられているような違い和わ感かんを覚え、不安を感じたのだ。それはやはり、朱西が理美の勘違いを承知で、あえて誤解させるように仕向けていたから。

　理美の心の中で、何かが砕けた音が響ひびく。

「では、なんのため」

　祥飛は口を開いたが、その声は微かに震ふるえていた。

「なんのために、おまえは鳳家当主となった」

「半分は、考仁への復讐心。そして半分は、崑国の安定のためです」

「安定だと？」

　驚きよう愕がくが去り、朱西の言葉が真実だと理解した祥飛の中に、徐じよ々じよに怒いかりが生まれはじめている。美しい瞳ひとみに憤ふん怒ぬの色がゆらぐ。

「ええ。先さき程ほども申し上げましたが、もう全すべてをはっきりさせます。俺が鳳家当主になったのは、崑国の安定のためです。そのために鳳家当主となり、陛下と敵対することを選びました」

　祥飛は拳こぶしを握りしめる。拳は白くなるほど強く握られ、震えていた。

「崑国安定のためと？」

　どこか晴れ晴れとしたようにも見える表情で、朱西は頷うなずく。

「はい。噓うそ、偽いつわりなく。俺はそのために鳳家当主になりました」

　事実だと直感した。彼が噓をついたときに感じる違和感が、今はない。

「安定を願っていると言いながら、宮きゆう廷ていを動揺させる噂を流しているではないか！」

　我が慢まんの限界だったのか、祥飛が朱西の頰ほおに平手を食くらわせようと手をあげて、勢いよく振り下ろす。しかし掌てのひらが頰にあたる直前、朱西が祥飛の手首を摑む。

「これは、皇帝陛下に相応ふさわしい振る舞まいですか？」

「放せ！」

　朱西は、握っていた手首を突つき放すようにした。その勢いで祥飛はよろめいた。咄とつ嗟さに理美は駆かけ出し、彼を支える。

　祥飛の体を支えながら、信じられない気持ちで朱西を見つめた。支える祥飛の体が小刻みに震えている。それは怒りなのか、絶望なのか。

「理美はもとより、陛下も甘いのです。周考仁のやり方も、俺から見れば手ぬるいことばかりです。周考仁が、鳳青修の子である俺を生かしておいたのが、そもそもの間ま違ちがいなのです」

　平淡な声で告げる。

「今は、鳳家にとって絶好の機会。このような機がくるのを待っていました」

　呆然と朱西を見つめていた理美だったが、朱西の一言一言に、背筋が寒くなっていく。彼の言葉は氷の刃やいばのようで、祥飛を傷つけ、凍こごえさせていく。同時に理美を恐きよう怖ふさせ、怯おびえさせた。

「陛下が宮城に戻られて程なく、刑けい部ぶ尚しよう書しよ、禁軍将軍を含ふくめた一部官吏から、陛下に退位を求める声があがるでしょう。周考仁が陛下を見捨てたという噂が広まりつつある今、その声に賛同する者は増えるはず、確実に」

「貴様、朱西」

　歯を食いしばり、祥飛は呻うめく。

「丈鉄、斬きれ」

　地を這はうような命令の声に、理美は悲鳴に近い声をあげてしまう。

「陛下！　お止めください！」

　丈鉄が腰こしに佩はいた刀を抜ぬこうと柄つかに手をかけた。

「かまわん、斬れ！　丈鉄！」

　朱西が軽く手をあげる。

「やめたほうがいい。俺がここに来たことは、鳳家の者に知らせてある。俺が死んだところで、鳳家は俺の死体を担かついでさらに強きよう硬こうに陛下に退位を迫せまる。俺の死体があれば民たみの同情も買える。一層鳳家は有利になる。そして鳳寧孫が仮に帝てい位いにつき、ゆっくりと後こう継けいを探すはず」

　丈鉄が怯ひるむ。祥飛も歯ぎしりしながら、それ以上の感情任せの命令は下せない。

「おまえの画策することの、どこが国の安定だ。乱しているではないか」

「これが俺の考える、国の安定のさせ方なんです」

　朱西の背後で海がきらめき、吹ふきつける潮風が朱西の後おくれ毛や深しん衣いの袖そでを揺ゆらす。全てを告白して、彼はいっそ晴れ晴れしたような気配だ。

　切ない哀かなしさが胸の奥からこみあげてきた。彼の振るまいが腹立たしいというよりも、哀しくてどうしようもなかった。唯ゆい一いつ無二の美しい華はなが散ってしまったような哀しみだった。

「朱西様」

　震える声で呼ぶ。

「蓮佳様の屋や敷しきでお伝えした、わたしの気持ちが……今……壊こわれてしまいました」

　まだ恋こいしいのだと、理美は蓮佳の屋敷で朱西に告げた。けれど彼に徹てつ底てい的に翻ほん弄ろうされ、さらに祥飛をのっぴきならないところまで追い詰つめようとしている現実に、彼を慕したう気持ちが、粉々になってしまっていた。

　朱西は目を細める。

「それは良かった」

　とても嬉うれしそうな顔だった。彼はきびすを返す。

（朱西様）
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　彼が笑ったことが衝撃だった。全てが粉々になった上に、さらに、それを踏ふみにじられたような気がした。

　朱西がゆっくりと階段を上り、その姿が見えなくなった途と端たん、祥飛の膝ひざの力が抜け、その場にくずおれた。支えきれなかった理美は、彼と一いつ緒しよにその場にへたり込むことになったが、彼の体をしっかり抱かかえて放さなかった。

「陛下……陛下……」

　勇気づけるように呼ぶが、返事はない。祥飛は俯うつむき、苦しげに呻くのみ。

　丈鉄が憂ゆう鬱うつそうに、朱西が去った方ばかり見ていた。

（嵐あらしが起きる）

　それは、鳳家当主によって予告されたこと。正々堂々と宣戦布告されたのだ。宮城で程なく、反逆の鬨ときの声が上がるのだと。

「帰らねばならぬ。宮城へ、早く」

　理美の腕うでの中で祥飛が呟つぶやく。

「考仁と蓮佳は余の下もとにある。朱西の好きにはさせぬ。早く……早く帰らねば」

　そのとき。

　───決した。

　何かの声が、その場に響いた気がした。

　はっと顔をあげると、視線の先には珠ちゃんがいた。珠ちゃんは欄らん干かんの上に立ち、足を突っ張ぱり、白いなめらかな毛皮を膨ふくらませて、背中を波立たせていた。ざわざわと白い毛皮が揺れている。細い髭ひげがそよぎ、青い瞳は海の青よりなお青く。その瞳が祥飛を見つめている。

（今のは、珠ちゃんの声）

　強く吹きつける風に、理美の長い髪かみが広がり舞う。海は明るい光を反射して輝かがやいている。

　譫うわ言ごとのように、祥飛は呟く。

「宮城へ……」








あとがき









　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。前巻のあとがきで、それとなくお知らせしましたが、こうやって間を置かずに本が出せたことに、ほっとしています。

　今巻も書きながら、考こう仁じんは本当に面めん倒どうな人だなぁと、つくづく。

　何はともあれ無事に出せた前巻と今巻の発売とあわせて、なんと、キャラクターボイス動画なるものを作って頂きました！　自分には滅めつ多たにないことなので、本当に有あり難がたいです。朱しゆ西せいと祥しよう飛ひの、うっとりもののお声を聞かせてもらえます。音源を聞かせてもらったとき、「甘い……甘い……甘い」と、思わず呟つぶやきました。身もだえるほど、素す敵てきな声です。聞いた話によると、編集部では「吐と息いきがっ……！」と、騒そう然ぜんとなったとか。

　何かの栄養補給になると思いますので、ぜひ聞いて、楽しんでもらえたらと！

　担当様。いつも様々に、本当にありがとうございます。巻の進んだ作品に、こんなに手をかけて頂けるのは、希け有うなことだと重々承知しているので、感謝の念が尽つきません。少しでも良いものが書けるように、精しよ進うじんいたします。まだ引き続き、色々とお手数をかけると思いますが、よろしくお願いいたします。

　挿さし絵えを描えがいてくださる、凪なぎかすみ様。今回も素す晴ばらしい絵をありがとうございます。前巻のカバーイラストに、熒けい惑こく星せいを発見したとき感動しました。こんなふうに細やかに、丁てい寧ねいに、仕事と向き合わねばと、身が引ひき締しまる思いでした。凪先生に描いてもらえることに、心から感謝しています。今巻のカバーイラストもまた、祥飛や理り美みの表情が素敵で。そして、伯はく礼れいの初カラーにも感動しました。とにかく今回も美しいです！

　最後になりましたが、読者の皆さま。皆さまが読んでくださるからこそ、ここまで巻を重ねてこられました。今回も、少しでも楽しんでもらえたら良いなと思います。物語は、そろそろ大おお詰づめに入る予定です。物語が、これからどうなっていくのか。

　もしよければ、見守ってもらえたら嬉うれしいです。





三川みり　　


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「彼と出会った日」







（わざと負けろというのか、わたしに）

　周しゆう考こう仁じんは、腹の奥から怒いかりが湧わいてきた。

（誰だれが、負けてやるものか）

　十八歳になって数ヶ月経たった春。考仁は紅こう唐とうから都の安あん寧ねいへと旅立った。世に名高い陽よう老師の書生になるためだった。そして一泊二日の旅程を歩き通し、旅の埃ほこりを身に纏まとった旅装のまま、この日、陽老師の屋や敷しきに入った。

　陽老師の屋敷に入った新参書生は、考仁を含め十五人ほど。

　迎むかえ入れられ、陽老師に挨あい拶さつをした。生活全般についての簡単な説明を受けた後、割り当ての室へやを教えられた。そして包み一つ抱かかえ、自室へと向かう途中に庭院にわを横切った。

　陽老師の屋敷の庭院には、いくつも石の卓たく子しと腰こし掛かけが配置されており、卓子にはそれぞれ、五、六人の新参書生と古参書生が寄り集まり、闘とう棋ぎを打っていた。

　考仁は闘棋が好きだった。興味をひかれ、その一つに参加した。それが不味まずかった。真まっ直すぐに与えられた室へと向かうべきだったと後こう悔かいしたが、後の祭りだ。

　対局は、勝者が連続して闘棋を打ち、負けた者が交替する取り決めでおこなわれていた。考仁は、最初に座った対局であっさり勝ち、その後、勝ち続けた。最初こそ面おも白しろがっていた書生たちも、徐々に不ふ愉ゆ快かいな気配になり、ねちねちと、座る考仁の背後から嫌いや味みを言い始めた。「楽器は何が得意か」と訊きいてくるので「何も弾ひけない」と答えると、小こ馬ば鹿かにしたように周囲から、けたけた笑われた。さらに「田舎いなか者ものが、頑張るじゃないか」「楽器の一つも鳴らせない、風ふう雅がもわからないようでは、闘棋ばかり強くても官かん吏りの世界では厳きびしいのに」「勝ちに汚きたない」と、ひそひそと囁ささやく。

　さすがに嫌いやになって席を立とうとしたが、勝ち逃にげは許さないと押しとどめられた。

　次の対局の相手は、古参の書生だった。考仁の駒こまは黒。相手が白だ。

「新参者の田舎官吏の子が、五大家の血筋に勝てると思うのか」

　対面に座った途と端たんに血筋を口にし、あからさまに圧力をかけてきた。負けねば、この場から去らせないぞと言いたげな無言の圧力に、腹立たしさがこみあげる。真っ暗になるまでこの場に釘付けになろうとも、汚い言葉を浴あび続けようとも、負けてやるものかと思った。

　手を抜かずに打った。相手に優勢と思わせ、調子に乗らせて攻め込ませた。そして攻撃に躍やつ起きになっている相手の陣を狙ねらえる位置に、一直線に斬きり込める駒を配した。防戦と思わせておいて、機が熟せば総攻撃ができる布陣を敷しく。

　調子に乗っていた相手は、淡たん々たんと無表情な考仁に違い和わ感かんを覚えたらしい。不安になったようで、改めて時間を取って闘棋盤ばんを眺ながめはじめた。そしてようやく、自らが知らぬ間に追い詰められていたことに気がついた。顔色を変え、それによって周囲にいた者も「しまった」という表情になる。

（今更、遅い。無様に負けるが良い）

　最後の一手で相手の駒一つ取れば、そこに風穴が空き、一気に考仁の駒が攻め入ることができる。その一手を打とうとして、考仁はぎくりとした。その一手のために取っておいた馬の駒が、考仁の手元から消えていたのだ。驚き慌あわて、卓子の下や周囲を見やると、周りにいるうちの一人がにやついている顔が見えた。対局相手の友だちなのか、そいつに駒を隠かくされたらしい。

「駒が足りない。これでは、勝負にならない」

　考仁が言うと、相手は薄ら笑った。

「駒をなくしたのか？　それはおまえの不始末だから、仕方ないだろう。さあ、打て。おまえの手にある駒で」

（汚い）

　怒りがこみあげたが、たぎるような怒りではない。冷えた怒りだ。頭が冴さえる。

　冷静に先を読み、敵陣に一つ駒を打つ。

　相手は考仁の攻撃の要かなめであった駒を取る。これで、一手で形勢が逆転する手は使えない。しかし考仁は、他にも二手で相手の王を取る手を残していた。それは、相手の手にある馬が割り込めば対局が長引く可能性もある手だ。だが、どちらにしても負けはない。そう確信して、駒を動かした。すると相手は、伏兵のような駒に一瞬驚いたらしかったが、戸と惑まどった後に、良い手を思いついたらしい。駒を探して自分の手元に目を向けた。そして悲鳴のような声をあげた。

「ない!?　馬がない」

　相手の手元にあったはずの白い馬の駒が、消えていた。

（奴やつの駒も消えたと？　なぜだ）

　考仁は眉まゆをひそめた。相手は慌てて立ちあがる。

「待て、駒がない。駒がない以上、手が打てない」

「駒をなくしたのは、あなたの不始末だ。仕方ないでしょう。さあ、打ってください。あなたの手にある駒で」

　淡々と考仁が答えると、相手は、かっとしたように真まっ赤かな顔をした。しかし自分の言い出した理り屈くつに反論はできないらしく、手にある駒で、その場しのぎの手を一つ打った。考仁は二手目で、相手の王を取り、立ちあがった。

「わたしの勝ちだ。しかしもう、つきあいきれません。失礼します。室に参ります」

　一礼して歩き出した考仁を、もう誰も引き留めなかった。

（なぜ相手の駒まで消えた？　妙なこともある。しかしなんにしても、ろくでもない連中だ）

　うんざりした。書生たちはそこそこ頭は良いようだが、気き位ぐらいばかりが高く、人としての品性に欠ける連中が多そうだ。どうせ同室になる者も、ろくな者ではないだろう。面倒事を起こさず、淡々とやり過ごすに限る。そう思いながら室に入ると、室にはまだ誰もいなかった。

　小ぶりな寝台が、両脇の壁にくっつけて置いてある。寝台に腰かけて向かい合えば、膝ひざと膝がくっつきそうな程に狭せまい。窓辺の下には文机ふづくえも二つ並んでいるが、これもぴたりとくっついていて、窮きゆう屈くつだ。こんな息の詰まりそうな室で、ろくでもない人間と何年も過ごすのかと思うと憂ゆう鬱うつだった。そのとき、背後で室の扉が開いた。ふり返ると、背の高い細身の青年が、立っていた。彼は考仁の顔を見ると、人なつこい嬉うれしそうな笑顔になる。

「やあ、同室は君か。さっき君が庭院で闘棋をしていたのを見た。鮮あざやかな手だった。凄すごかった。闘棋が強いな、君。名は？」

　青年は室に入ってくると、手にあった圖ず書しよの類たぐいを寝台の上へ乱らん暴ぼうに放り投げ、にこにこする。その勢いに押され、考仁は思わず名乗っていた。

「……周考仁」

「わたしは、鳳ほう青せい修しゆうというんだ。最後の対局、鮮やかだったな。誰も直前まで、君が優勢だと気がつかなかった」

　寝台に腰かけると、鳳青修と名乗った彼は、熱っぽい視線で考仁を見上げる。心底感心し、称しよう賛さんしているのが伝わってきて、正直面食らった。そこで考仁は、鳳青修と名乗る彼が、闘棋をしていた最中に、対局相手の背後にいた顔だと思い出す。彼は最初、輪の中にいなかったはずだが、最後の対局の最中に、ふらりと輪の中に入ってきた。そして熱心に盤を眺めていた。

　あまりにも称賛されるのが胡う散さん臭くさくなり、警けい戒かい心しんが頭をもたげた。素そっ気けなく返す。

「しかし結局は、鮮やかではなかったろう。駒を紛ふん失しつして無様な二手で終わった。しかもそれは、相手の駒もなくなっていたおかげだ。相手に駒があれば、勝つにはもっと四苦八苦……」

　そこまで口にしたとき、考仁ははっと息を吞のむ。

「それは！」

　青修が放り出していた圖書の間に、白い馬の駒が紛まぎれているのを発見したのだ。青修はしまったというように首をすくめ、悪戯いたずらを見つかった子どもみたいに頭を搔かく。

　考仁は駒に手を伸ばした。手にしたそれを見つめて、呆ぼう然ぜんとする。

「わたしの対局相手の駒を隠したのは、君だったのか。なぜ、あんな真ま似ねを」

「怒るかい？　余計な手出しをしたこと」

　駒を握りしめ、考仁は青修を見み据すえた。

「あんなことをしてもらわずとも、わたしは勝てた」

「それは、わかっていた。君は、一つ駒が足りなくとも、じわじわと、必ず勝てるだろうと」

　青修は真剣な表情で考仁を見つめる。

「ただわたしは、君の鮮やかな最後の一手を、邪じや魔まされたことに腹が立ったんだ。君が打つ最後の一手を見たかった。その一手で盤上がひっくり返る瞬間は、さぞ気持ちよいだろうと期待していたのに。それを邪魔され、腹いせにやってしまった。すまない」

　素直に謝ると、彼は続けてにこりと笑う。

「でも、許してもらえるよな？」

　人なつこい笑顔に毒気を抜かれる。彼は、許してもらえると確信しているようなのだが、どうしてそう思えるのだろうか。よほど自信家なのか、それともよほど、無む邪じや気きなのか。

（どこか、憎にくめない）

　青修には人の気持ちをほぐす愛あい嬌きようがある。考仁もつられるように、笑ってしまった。

「まあ、……いいさ」

　ゆるい春風が、息の詰まるような狭苦しい室に流れ込む。窓からの日ひ射ざしが揺ゆれた。

「これからよろしく、鳳」

「青修で良いさ。わたしも君のことは、考仁と呼ぶ。よろしく、考仁」

「ああ、よろしく。青修」

　微笑ほほえみを交わした。

　この室はこれから、二人の思いや笑い声や、希望で満たされていく。考仁はそのうち、この室が狭苦しければ狭苦しいほど、楽しい気がしてくるようになるのだ。

　そこに、彼がいたから。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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